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昭和22年に国民体育大会のシンボルとして制定され、第2回大会

から使用されることになった。

30度右傾斜の赤色の火炎を直径の10分の1の幅の紺青色の円帯

で囲んである。

国民体育大会マーク

アマチユアロスポーツマンのあり方

●スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。

●競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレーに終始する。

●常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。

●スポーツを行うことによって、自らの物質的利益を求めない。

●スポーツによって得た名声を、自ら利用しない。

(「 日本体育協会スポーツ憲章」抜粋)

晴れの国おかやま回体
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競う人、応援する人、そして支える
人。大会は一人ひとりが主役です。だ
れもが参加でき、喜びを分かち合える
「晴れの国おかやま国体・輝いて !お

かやま大会」で、あなたもキラリと輝
いてください。
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鮮やかな緑色の楕円は、 21世紀の開かれ
た「Okayama」 の 「0」 、豊かな自然
に恵まれた岡山で開催される「晴れの国おか

やま国体」のステージを表しています。青い

星の形は、すがすがしい青空の ド、 「あなた
がキラリ☆」のスローガンどおり、国体に参
加するすべての人びとが、キラリと輝く姿を
表現しています。

岡山を代表するヒーロー、桃太郎をス

ポーツの大会にふさわしくアレンジしま

した。髪はスローガンを表す「キラリ」
のカタチ。大会に参加するすべての人ヘ

元気いっぱいエールを送ります。

フヽ
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ももっち

岡山県は、雨の少ない温暖な気候に恵

まれた「晴れの国」。輝く太陽と青空の

もとで開催されるおかやま国体は、全国

から集 う選手の最高の晴れ舞台です。

スローガン

ンンボルマーク マスコット
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第 60回国民体育大会会長

財団法人 日本体育協会

会長 森 喜朗

秋篠宮同妃両殿下のご臨席を仰ぎ、温暖な気候と美しい瀬戸内の自然に恵ま

れた、ここ岡山県において、第 60回国民体育大会夏季大会が盛大に開催されま

すことは、誠に喜ばしいことであります。

国民体育大会は、広く国民の間にスポーツを普及し、健康で明るく豊かな国

民生活に寄与することを目的として、毎年開催される我が国最大のスポーツの

祭典であります。

昭和 37年に開催された第 17回大会以来、43年ぶりに岡山県下で開催される

本大会は、「晴れの国おかやま国体」の愛称のもと、195万岡山県民の皆さんが

英知と情熱を結集し、真心を込めて、その準備に万全を期された大変意義深い

大会であります。

全国から厳しい予選を勝ち抜き、本大会に参加された選手の皆さんは、日頃

鍛えた力と技を存分に発揮して競技されるとともに、地元の皆さんとの心暖か

な交流の輪を広げられ、実り多い大会とされるよう切望いたします。

終わりに、本大会の開催にあたり、長年諸準備にご尽力をいただきました地

元岡山県をはじめ、ご関係の皆様方のご支援、ご協力に対し、心から感謝の意

を表し、併せて大会の成功を祈念いたしまして、ごあいさつといたします。
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あ い さ つ

文部科学大臣 中山 成彬

秋篠官同妃両殿下の御臨席を仰ぎ、ここ岡山県において、第 60回国民体育大

会夏季大会が盛大に開催されますことは、誠に喜ばしいことであります。
スポーツは、人々に夢と感動を与え、明るく豊かで活力に満ちた社会の形成

や、国民一人一人の心身の健全な発達に大きく寄与するものであります。本年
は国連の提唱する「スポーツと体育の国際年」であり、教育・健康・平和の促
進にスポーツを活用していこうとする国際的な取り組みの年であります。
こうした中、第 60回 という大きな節目を迎えた国民体育大会は、我が国最大
のスポーツの祭典として、広く国民の間に親しまれるとともに、長年にわたり
スポーツの振興に極めて重要な役割を果たしてまいりました。
「晴れの国おかやま国体」は、岡山県として昭和 37年の第 17回大会以来 43

年ぶりの開催となり、時代の要請に応えた「新しい国体」を目指し、岡山らし

さを随所に盛り込んだ、誠に意義深い大会であります。

郷上の代表として参加される選手の皆さん、これまで積み重ねてこられた練

習の成果を遺憾なく発揮されるとともに、この機会に、全国の仲間や岡山県民

の皆さんと交流の輪を広げられ、思い出に残る大会としていただくことを願っ

ております。

終わりに、「あなたがキラリ☆」のスローガンの下、県民総参加で開催の諸準

備に当たられた地元岡山県、会場となる各市町をはじめとする関係の皆様方の

御支援・御協力に対し、心から感謝の意を表しまして、ごあいさつといたしま

す。
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財団法人日本バドミントン協会

会 長 綿 貫 民 輔

「あなたがキラリ☆」をスローガンのもと、雨の少ない温暖な気候に恵まれ、中・四国

の交通拠点として明るい未来を有する、ここ岡山市において、第 60回 という記念すべき
「晴れの国おかやま国体」バ ドミントン競技会が開催されますことは、誠に喜びに堪えな

いところであります。

ご承知のとおり、我が国バドミントン界は、一昨年のアテネオリンピックの教訓に立ち、

メダルの取れる選手の輩出を最重点施策に挙げ、競技者育成プログラムの実践をスタート

させており、昨年の国際大会においては上位入賞を果たすなど徐々に成果が現れつつあり

ます。

その中で、国民体育大会は、全国を代表する選手によつて競われる国内最大のスポーツ

の祭典であり、斯界の競技力向上には欠くことのできない重要な役割を担っています。都

道府県あるいは各地区を代表される選手諸君には、郷土の栄誉と栄光に向かって、日頃の

取り組みの成果を十三分に発揮され素晴らしいプレーを展開されますよう期待いたします。

終わりに、本競技会開催にあたり、誠心誠意ご尽力賜りました岡山県並びに岡山市の関

係者、地元協会の各位に対し心からお礼を申し上げまして、ごあいさつといたします。
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「晴れの国おかやま国体・輝いて !おかやま大会」

実行委員会会長

岡山県知事 石井 正弘

秋篠官同妃両殿下の御臨席を仰ぎ、全国各地から多数の選手、役員の皆様を

お迎えして、第 60回国民体育大会「晴れの国おかやま国体」夏季大会○○○○

競技会を開催できますことを、大変うれしく思います。195万岡山県民を代表
いたしまして皆様を心から歓迎申し上げます。
「晴れの国おかやま国体」は、従来の慣例にとらわれることなく、これから
の国体の先駆けとなるよう、簡素な中にも真心のこもった岡山らしい魅力と感

動にあふれた岡山発の新しいスタイルの国体を目指し、県民の総力を挙げて開

催するものであります。

選手の皆様には、「あなたがキラリ☆」のスローガンの下、栄えある郷土の代

表として、日ごろ鍛えられた力と技を存分に発揮されますとともに、一緒に参

加される選手はもちろんのこと、運営に携わる役員、ボランティア、応援の皆

様との交流を深められ、多くの感動を分かち合うことができますよう祈念して

おります。

また、御来県の皆様には、これを機会に、岡山の文化や自然との触れ合い、

県民とのさまざまな交流を通して、「おもてなし」の心あふれる岡山の魅力を感
じていただければ幸いでございます。

終わりに、本大会の開催に当たり、多大な御支援、御尽力をいただきました

関係の皆様に心から感謝を申し上げまして、歓迎の言葉といたします。

-4
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歓迎のことば

第60回国民体育大会「晴れの国おかやま国体」バドミントン競技会が、本市において

盛大に開催されますことは誠に光栄であり、市民とともに心からご歓迎申し上げます。

本市は、旭川と吉井川が瀬戸内海に注ぐ岡山平野の中央に位置し、南部は地味豊かな沃

野、北部は吉備高原につながる山並みが広がっております。加えて、温暖な風土により山

海の幸に恵まれ、また、古代吉備文化のきらめきや雄藩の繁栄を今に伝える岡山城、日本

三名園のひとつ後楽園をはじめとする歴史的文化遺産の数々に触れることができます。こ

うした自然環境や歴史を背景に、政治経済はもとより、交通、教育文化、医療福祉などさ

まざまな都市機能を備えた拠点都市として発展してまいりました。

現在、本市では、「国際 。福祉都市」の実現を目指して、外に向けては力強く輝き、内に

向けては優しいまちの整備を進めております。自分たちのまちを愛し、心から誇ることが

できるような、また、世界から岡山に人々が自然に集まってくるような、そんな魅力の輝

くまちを築くため、市民協働によるまちづくりに取り組んでおります。

本大会の開催にあたりましては、「あなたがキラリ☆」のスローガンのもと、出場される

選手の皆様一人ひとりが、かけがいのない舞台でキラリと輝いていただけるよう、市内各

地域の特色を生かし、市民の心のこもったおもてなしで、皆様をお迎えしようと準備を進

めてまいりました。

選手の皆様には、誉れ高き郷上の代表として、これまで培われた力と技を十三分に発揮

され、秋空のようにさわやかな感動を呼び起こす素晴らしい熱戦を展開されますようご期

待申し上げます。

また、この機会に本市の豊かな風物にも親しんでいただき、多くの仲間の方々とも交流

を深めていただければ幸いに存じます。

終わりになりますが、本大会の開催に当たり、ご尽力くださいました関係の皆様方に対

しまして深く敬意と感謝の意を表しますとともに、大会のご成功と選手の皆様方のご健闘

を心よりお祈り申し上げまして、歓迎のことばといたします。

-5

「晴れの国おかやま国体・輝いて !おかやま大会」

岡山市実行委員会 会長

岡山市長職務代理者 岡山市助役 菱川 公資



岡山県バドミントン協会

会 長 岡崎  彬

全国各地から厳しい予選会を勝ち抜かれた、選手・監督並びに役員の皆様を岡山市にお
迎えし、第 60回国民体育大会バドミントン競技会が開催できますことは、誠に喜ばしく心
より歓迎申し上げます。

岡山県での国民体育大会は、昭和 37年に第 17回大会が開催されて以来 43年振り2回 目
の大会開催となります。開催地岡山市をはじめ、岡山県バ ドミントン協会関係者は、ご来
県される皆様を心温かくお迎えし、円滑な競技運営の下で存分なプレーができますように
万端の環境づくりに誠心誠意努めてまいりました。

出場される選手の皆様には、郷土の期待と栄誉のために、日頃鍛えた力と技を充分に発
揮され悔いのないプレーを展開されますようご期待申し上げますと共に、この大会を通し
て更に友情の輪を広げていただき、思い出に残る素晴らしい大会となりますことを念願い
たしております。
「あなたがキラリ☆」をスローガンに開催されます、2005年「晴の国おかやま国体」は、
国民の充実した生涯スポーツの一環として、バ ドミントン競技人口の拡大と競技力の向上
に寄与するものと、大いに期待をされております。
終わりに、本大会の開催にあたり、ご支援、ご協力を賜りました財団法人日本バ ドミン
トン協会をはじめ、地元岡山市、並びに関係機関、関係各位に厚くお礼申し上げると共に
本大会の成功を心からご祈念申し上げ歓迎のことばといたします。
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天 皇 杯 皇 后 杯

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規定

第 1条  天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位

の都道府県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

第 2条  天皇杯及び皇后杯は、秋季大会閉会式に授与 し、次回冬季大会最初の競技会

開会式において返還する。

第 3条  天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)信託会社又は確実な金庫の保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任 とする。

(3)財団法人 日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要により

一時返還を求めた場合は、これに応 じなければならない。

本規定は昭和 41年 4月 1日 制定

昭和 45年 1月 22日 一部改訂

昭和 48年 7月 10日 一部改訂

昭和 54年 5月 9 日一部改訂

7-
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大会会長 トロフィー

国民体育大会会長 トロフィー授与規程

第 1条  国民体育大会会長 トロフィー (以下 「大会会長 トロフィー」 とい う。)は、
各正式競技男女総合成績第 1位の都道府県に授与する。
2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。

第 2条  大会会長 トロフィーは、競技会表彰式に授与 し、次回大会開始式において返
還する。

第 3条 大会会長 トロフィーを授与 された都道府県は、次の各項の義務を有する。
(1)責任を持つて保管する。
(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任 とする。
(3)優勝の刻印を次回大会までに行 うものとする。ただ し、第 1条第 2項の
場合は当該都道府県で協議 して決めるものとする。

(4)財団法人 日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合には、これに
応 じなければならない。

本規程は昭和 45年 4月 1日 制定
昭和 45年 1月 22日 一部改訂
昭和 48年 7月 10日 一部改訂
昭和 54年 5月 9 日一部改定

附  則
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大会役員
(順不同・敬称略 )

名誉会長

会長

副会長

顧間

成 彬

喜 朗

健

半 治

俊 一

詔 之

木 下  喜 彦
中 山  昌 作
市 川  正

佐 藤  博 俊
青 木  英 典
碓 井  進
坂 本  公 仁
谷 口  繁
大 桑  靖 嗣
組 橋  正 人
井 上 正 一 郎

中 馬  光 久
佐 野  和 夫
浅 見  榮 一
二 木  英 徳
河 野  博 文
笠 井  達 夫
富 澤 香 代 子

鳴 川 乃 武 幸

田 中  文 男
片 岡  勲
相 澤  隆 也

後 藤  和 雄
齋 藤  寛 之
宮 田 和 久
小 野  清 子
天 沼  照 夫
日 枝  久
塩 谷  立

結 城  章 夫
江 田 五 月
小 枝  英 勲
山 岡 治 喜

宮 田 守 夫
安 西  孝 之
帖 佐  寛 章
大 谷  正 俊
監 物  永 三

古 川  徹
勇 崎  恒 也
蒔 苗 昭 二 郎

上 村  一 志
大 代  忠 男
小 林  健 孜
吉 川  勉
佐 藤  廣 幸
五 ノ 坪 和 彦

出 口啓 二 郎

堀 之 北 重 孝

平 田 竹 男
本 山 茂 樹
伊 藤  五 郎
松 尾  謙 資
本 村  興 治
松 下  三 郎
小 杉 信 太 郎

藤 田

川 井

高 波

遠 藤

齋 藤

荒 井

中 島

雨 官

福 山 信 義
小 島 敏 男
白 川  哲 久
片 山 虎 之 助

橋 本  信 子
花 岡  薫

素 川  富 司
猪 谷  千 春
日 比 野   弘

奥 田  碩
竹 田 恒 和
渡 邊  康 二

清 藤  六 郎
歌 丸  一 夫
櫻 井  勝 利
柱 山  嗣 廣
古 田 善 伯
桝 岡  義 明
大 野  徹
中 村  哲 夫
竹 原  英 治
神 谷  育 雄
五 十 嶋 博 文

福 島  修
有 賀  豊 文

山 下  泉
大 山 則 夫
甲 佐  清 久
木 本  由 孝
飯 塚  十 朗
渡 辺  幹 也

後    勝
村 岡  久 平
古 賀  珪 一

衣 笠  剛
三 辻  陽 夫
石 川  六 郎
松 本  好 雄
下 村  博 文
近 藤  信 司
谷 合  正 明
永 山 克 巳
田 口桂 一 郎

石 井  正 弘
栗 原  祐 幸
石 川  武
尾 崎  宏
武 田 政 義
川 口 千 代
松 田 郁 夫
柳 田 昌 秀
土 村  孝 夫
赤 星  哲 志
斎 藤 松 次 郎

林 田 昭 喜
竹 下  隆 信
松 本  通 憲
出 口 幸 男
櫻 井  孝 次
飯 田  藍
橋 爪  静 夫
鈴 木  啓 三

鈴 木  久 雄
田 中 英 壽
遠 井  稔 男
真 下  昇
蓮 見  圭 一

官 川  昌 子
田 中 秋 律
菅 原  春 雄
松 島  宏
西 郷  捷
高 橋  員 琴
梅 村  清 弘

磯 野  静 久
小 泉  顕 雄
玉 井 日出 夫

藤 井  基 之
中 尾  嘉 伸
赤 木  恭 平

山

　

沼

木

木

博

中

森

長

青

鈴

石

郎

彦

二

弘

浩

二

範

忠

二

武

謙

容

　

憲

武
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川 淵  二 郎
福 田 康 夫
堀  達 也
佐 藤 栄 佐 久

沼 田   武
石 井

田 中

岩 名

井 戸

澄 田

多 田 野

井 本

荒 川

西 阪

森 脇

小 倉

隆 一

康 夫

秀 樹

山 崎  達 光
山 本  秀 雄
増 田 寛 也
角 田 芳 夫
石 原 慎 太 郎

谷 本  正 憲
田 口義 嘉 壽

國 松  善 次
柿 本  善 也
多 田 公 熙
大 亀  孝 裕
金 子 原 二 郎

伊 藤 祐 一 郎

岡 本  薫
増 川  英 一
加 藤  浩 久
西 岡  聖 貴
高 橋  戒 隆

誠 介

英 夫

道 孝

圭 一

勉

良 久

泰 生

峰 夫

戸 室  敦 雄
内 野  淳 子
高 橋  香 代
宮 野  正 司
中 野  行 雄
伊 丹  文 雄
岡 峙  明 宏
富 阪  正 和
末 長  範 彦
井 上  恵 一
大 倉  喬 二
稲 葉  侃 爾
佐 々 木 勝 美

長 野  士 郎
佐 藤  信 義
光 岡  正 友

綿 貫  民 輔
大 久 保 尚 武

浅 野  史 郎
福 田 富 一
松 沢  成 文
池 田 俊 男
斉 藤 斗 志 二

桝 岡 義 明
木 村  良 樹
二 井  関 成
中 内 桂 郎
永 野  光 哉
稲 嶺  恵 一

篠 崎  資 志
蜂 谷  弘 美
遠 藤  康 洋
波 多 洋 治
蓮 岡 靖 之
森 本  徹 磨
山 田 総 一 郎

井 元 乾 一 郎

渡 辺  英 気
岸 本  清 美
鈴 木  一 茂
天 野  学
千 田 博 通
大 杉  尚 久
島 津  義 昭
服 部 恭 一 郎

山 田 宗 志
宮 寄  雅 則
福 島  克 臣
大 山 正 治
牧 野  泰 三
永 島  旭
水 野 二 重 子

則 武  章 二
定 金  聴
中 島  博
森 崎 岩 之 助

坂 手  卓 資
小 野  雄 三

中 尾  哲 雄
山 本 満 理 子

栗 山 康 彦
小 林  清 子
佐 藤  真 治
吉 田 政 司
長 瀬  泰 志
末 藤  守
内 山  登
小 田 春 人
景 山 貢 明
中 塚  正 人
森  正 人
蜂 谷  勝 司
黒 崎  一 秀
大 原 謙 一 郎

前 田 一 浩
池 上 賢 太 郎

小 野  隆 夫
岡 田 浩 明
小 林  登
西 本  和 馬
官 地  暢 夫
泉  孝 次
岡 時  彬
大 本  栄 一

石 田 祥 史
向 井  正 剛
菅 原  弘

林

松 浦

金 森

横 田

泉 田

山 本

後 藤

井 手

田 渕

三 谷

久 保

広 瀬

利 博

重 治

義 弘

英 一

裕 彦

栄 彦

淳

正 敬

康 允

昭 夫

長

勝 貞

参与

三

義

榮

勇

隆

昇

紀

行

敏

信

　

　

　

　

久

弘

神 宝

久 徳

姫 井

赤 坂

草 刈

伊 藤

小 野

藤 村

高 橋

市 村

桑 山

原

青自, Pヨ

清 田

山 本

藤 原

竹 内

青 野

桑 原

藤 井

□

松 田

4ヽ 鳴

竹 内

黒 瀬

藤 原

謙 一

大 輔

由 美 子

て る子

隆 幸

文 夫

泰 弘

欣 裕

英 士

二 次

博 之

寿 男

功

寂 順

岡」

師 仁

武 夫

義 昭

五 郎

昭 佐

琢 磨

英 毅

光 信

康 夫

定 生

義 章

原

田

田

田

本

吉

山

村

三

武

池

小

河

住

古

三
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委員長

副委員長

総務委員

委員

福 間  武 男
池  芳 昭
徳 田 治 良
泉  正 文
岡 崎  助 一

荒 川  昇
杉 山  茂
三 ツ 谷 洋 子

清 水  邦 夫
菊  幸 一

山 口  香
古 賀  香 正

山 本  征 悦
森  清 吉
不 老  浩 二

昇  隆 夫
藤 原  伸 二

末 松  英 司
長 谷 川 欣 一

仙 石  富 英
君 塚  晋
佐 藤  直 亮
青 田 慎 太 郎

水 田  功
土 松  憲 次
新 井  忠
山 本  幸 男
山 田 裕 典
金 尾  博
松 井  守
尾 崎  健 治
津 田 三 保 子

畠 瀬 美 佐 子

和 気  誠
矢 花  司
人 鍬  廣 志
滑 川  正 昭
青 木  寛
落 田 真 一

末 平  佑 二

柴 田 益 孝
津 田 欣 也

柾 木

“

ニ
方F

藤 田

繁 男

進

長 久

小 見

豊 島

瀬 尾

森
十■ L
ァr」 _

小  林
阪 本  勝 彦
川 口 三 二 夫

鈴 木  浩 二

長 井  俊 蔵
竹 田 幸 夫
菊 地  俊 美
白 川 誠 之

佐 藤  宣 践
佐 川  肇
五 十 嵐  順
藤 田 廣 大
関 根  宏 一

添 谷  大 輔
渡 邊  彰

坂 元

日 下

徳 永

笠 井

吉 岡

小 原

鳥 越

松 井

坪 井

相 坂

渡 辺

森 島

和 田

立 川

森

山 梨

中 川

映 之

譲 次

光 彦

章 人

健 一

洋 介

信 幸

俊 男

明

恭 紀

一 員11

正 典

堅 二

英 治

克 雄

幸 一

幹 郎

安 久

来 山 幸 夫
井 原 志 登 己

古 矢  博 通
木 内  貴 史

小 林

前 嶋

清

奥 衛

菅 原

福 林

松 田

菅 野

哲 朗

徹

光 院

正 行

勝 次

教 善

一 男

辰 男

政 史

豊 治

行 雄

嘉 彦

武

岡 本  武 勝
生 沼  剛
大 塚  緑
田 名 部 和 裕

前 田 俊 夫
嶋 倉  剛
水 井  義 武
猪 村  篤
山 岸  仁
松 野  英 雄
梶 川  政 文
石 原  和 明
谷 本  博 信

額 田 克 海
柚 木  脩
山 本  勉
菊 地  茂 樹
高 橋  健 二

廣 川  貞 夫
茅 野  英 一

勇

保

誠

幸 夫

生

博

洋

博

利

隆

夏

士
口
　
　
正

数

宅

安

浦

　

辺

矢

田

岡

岡

三

國

三

林

渡

大

岡

安

浅

郎

浩

方

稔

修

正

郎

治

治

伸

男

則

一

治

史

隆

一

常

喜

　

　

徹

哲

征

正

元

和

正

英

健

矩

光

幸美

井

部

官

山

口

村

原

野

成

井

崎

中

村

田

川

乃

吉

安

篠

石

山

澤

木

平

江

安

尾

田

鈴

笹

黒

菅 野

牧 野

今 関

根 来

南

中 田
岡 本

釜 瀬

千 田

永 野

三 浦

中 西

高 橋

市 田

齊 藤

明 石

横 嶋

吉 岡

土 屋

三 田

耕

豊 一

恭 子

泰 裕

博 徳

哲

司

益 生

資 幸

好 司

美 治

光 彦

和 夫

三 郎

一 雄

信 生

重 文

正 男

光 夫

米 原

忠 良

岸

村

田

村

山

三

津

西
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浅 野  賢 一
小 林  勢 治
下 岡  博 司
宇 川  和 幸
黒 田 哲 夫
瑞 慶 覧 長 行

田

岡

田

井

口

老

森

安

今

坂

準 司

裕 策

芳 彦

裕 一

和 隆

吉 本  知 之
川 ロ ー 彦
中 村 旗 四 士

松 永  和 生
黒 木  武 敏

高 木  正 皓
山 崎  嘉 彦
藤 本  幸 一
北 御 門 哲 男

瀬 田 豊 文
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競技会役員

名誉会長

会長

副会長

顧 間

参 与

菱 川

綿 貫

三 宅

石 田

愛 知

森 田

公 資

民 輔

祐 司

祥 史

和 男

伊 藤  基 記
宮 澤  宏 之
塩 川  甫
丸 山 嘉 久

清 水 規 矩 雄

毛 利  清 志
五 十 里 光 秋

牧 野  武
福 岡  幸 一

今 北  基 夫
渡 辺  成 雄
山 根  怜
浅 岡  武
関 場  武
小 山 内 信 一

金 森  義 弘
唐 澤  清 一

金 子  忍

後 藤  淳
田 中 田 鶴 子

加 藤  博 司
西 野  昌 明
野 口 良 治
金 城  芳 雄
花 岡  牧 夫
星 野  忠 男
地 崎  昭 宇
柳 本  尭 敏
森 口 隆 彦
磯 野  昌 郎
太 田 正 孝
楠 木  忠 司
佐 々 木 清 巳

鷹 取  清 彦
田 中 慎 弥

清 水

黒 住

沓 掛

久 間

加 藤

村 上

橋 本

植 田

平 田 登

川 端

内 多 小

村 山

伊 豆

菊 地

伊 藤

佐 藤

木 村

伊 佐 山

竹 林

成 相

瀧 山

松 本

花 岡

岡 村

藤 本

片 山

加 藤

木 村

稲 葉

ノ」ヽ り||

小 林

柴 田

田 口

田 畑

森  喜 朗
橋 本 龍 太 郎

上 田 敬 次
人 木 橋 伸 夫

相 場  清 一

原  二 三 雄
青 木  昭 二

高 橋  重 夫
小 宮  淳 宏
戸 田 清 一

岡 本  武 利
野 村  嘉 明
小 飼  栄 一

竹 林  克 彦
堀 江  繁
小 野  理
菅 原  周 一

手 塚  克 彦
保 坂  和 也
高 山 和 夫
神 谷  哲 郎
藤 田 庸 右
深 山 英 樹
西 森  潮 三

近 藤  稔
奥 田 哲 也
富 田 善 明
加 藤  寛 治
中 根  公 郎
重 井  文 博
有 井  靖 和
浦 上  雅 彦
垣 下  文 正

崎 本  敏 子
下 市 香 乃 美

竹 永  光 恵
田 原  清 正

池 田

中 島

吹 田

浜 中

本 郷

日 高

里 見

油 井

秋 草

小 林

齋 藤

日 野

官 川

上 野

勝 嗣

芳 正

安 雄

保

正 一

信 一

昌 道

寿 諧

修 一

誠

節 生

壮

光 徳

秀 男

直 之

純 幸

隆 夫

板 垣  隆 房
原  紀 征
広 本  勝 裕
山 田録 二 郎

儀 谷  和 行
大 田 武 正
加 藤  公 彦
酒 見  寛
高 月 由 起 枝

田 尻  祐 二

土 肥  啓 利

(順不同・敬称略 )

遠 井  稔 男  岡 峙  彬

谷

　

田

藤

田

元

関

林

杉

佐

権

秋

章 生

務

英 明

哲 男

三 夫

忠 治

角 市

博 宣

志 郎

昇 市

五 郎

幸 雄

晃

利 明

紘 一

方 朗

寛

正 和

克 彦

博

博

基

正

義 一

安 信

一 甫

孝 一

薫

英 男

滋

義 久

孝 昭

基 樹

泰 子

信 幸

寿 雄

健 二

裕 士

賢 司

昇

和

忠

壽

敏

任

司

徹

忠

　

長

真田

上

島

田

澤

石

池

四

池

藤

田

澤

森

須

杉

高

金

北
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委員長

副委員長

委員

成 本  俊 一

耕 和  秀 光
伏 見 源 十 郎

松 岡

宮 川

山 田
和 氣

藤 原

守 屋

石 井

阪 本  泰 基
中 塚  弘 章
青 山  昴
佐 藤  久 子
柏 原  光 春
宗 清 美 佐 子

小 野 田 昌 三

片 山 洋 子
木 本  克 彦
三 浦  孝 仁
関 根  義 雄
藤 原  航
阿 部  秀 夫
川 島  一 郎
野 村  安 忠
村 井  広 美
瀬 戸  勝
平 島  秀 典
中 島  英 喜
藤 原  道 弘

博 文

寛

一 男

純 子

藤 井  達 男
小 河 原 東 仙

三 宅  義 文

難 波  弘
羽 場 頼 二 郎

頼 武

重 網

員 義

悦 子

義 也

陛

兵 澄

天 野  勝 昭
山 本  征 雄
長 島  純 男
岡 村  頼 敬
小 林  良 久
酒 井 五 津 男

石 橋  洋 志
三 宅  勝 重
皆 木  英 也
柴 部  廉
大 橋  美 勝
土 井  浄 雄
井 上  甫 之
□  琢 磨

小 松  貴
今 井  茂 満
鈴 木  勝 之
平 林  良 治
山 田順 一 郎

熊 沢  凡 夫
石 田 賢 一

小 田 和 文
内 田 絢 子
佐 々 木 正 邦

若 林  秀 夫
佐 藤  忠 裕
野 田 修 嗣
中 野  政 宏
田 中  良 治
上 本  廣 昭

則 武 伸 一 郎

藤 井  義 人
本 郷  由 子
松 田 安 義
官 武  博
吉 本  喜 一
高 田 武 子
山 根  文 男
内 田 通 子
池 上  進
荻 野  淑 子
奥 田 さ ち 子

廣 瀬  毅
高 橋  義 昭
萩 原  正 彦
佐 古  親 一

曽 田 佳 代 子

大 屋 敷 直 健

黒 田 英 雄
梶 川  政 文
浅 野  哲 郎
大 森  壽 夫
後 藤  清 志

浅 沼  仁 志
岩 崎  昭 郎
高 橋  英 夫
藤 原  和 文
前 原  初 美
吉 原  俊 治
中 須 賀 祥 雅

朝 霧  晴 夫
松 本  哲 也
人 見  稔
磯 永  由 美
佐 藤  民 子
西 崎  文 貴
若 林  邦 任
青 木  元 春
難 波  健 治

則 武  宣 弘
藤 沢  和 弥
升 永  市 郎
三 木  亮 治
安 井  聴
若 井  達 子
植 松  健
安 信  治 雄
塚 本  千 秋
風 早  正 毅
齋 藤  泰 清
繁 定  昭 男
大 友  哲 也
江 見 冨 美 男

松 本  健 五
高 取  拓 司
兼 松  久 和
末 吉  正 人
秋 山 芳 郎
平 林  久 一

石 川  浩 朗
横 山 卓 司
山 本  勉

矢 部  進
上 原  信 彦
千 葉  健 夫
真 壁  幹 雄
橋 本 千 代 子

中 山 睦 雄
柴 田  憲
藤 井  久 美
田 中

松 田

高 見

畑

西

赤 木

清 原

奥 田

茂

吉

勇

健

志

彦

子

治

勲

勇

幸

日

　

　

唯

季

博

正

　

　

宏

邊

竿

田

島

渡

三

内

川

原

島

宅

田

口

水

上

藤

松

三

横

井

清

井

弘

明

剛

二

治

考

之

弘

泰

範

龍

健

義

一

義

安

原
　
　
井

岡

竺

西

藤

松
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競技役員
(順不同・敬称略 )

競技役員長

総務部長

総務副部長

総務委員

競技審判部長

競技審判副部長

競技委員

総合成績計算委員長

総合成績計算委員

進行主任

進行委員

記録主任

記録委員

山 田 順 一 郎

藤 原  航
吉 原  俊 治
藤 井  一 男
内 田 絢 子
松 永  美 香
藤 原  和 文
小 田 和 文
竺 原  博 文
佐 藤  康 裕
上 原  信 彦
藤 井  久 美
平 島  秀 典
金 田 修 一

西    寛
川 端  秀 男
小 河 原 東 仙

日 笠  悌 一

杉 平  秀 二

磯 永  由 美
佐 藤  民 子
上 田 富 広
中 村  謙 友
瀬 戸  勝
藤 原  正 道
中 島  英 喜
真 鍋  陽 子
中 須 賀 祥 雅

田 中 泰 弘

松 本  哲 也
赤 沢  康 宏
小 寺  裕 之
神 崎  義 博
村 田 弘 志
塩 沢  源 市
谷 上  和 年
平 井  謙
酒 井  正

中 元  一 幸
横 田 寿 弘
高 原  芳 夫

石 田 賢 一

深 井 千 枝 子

人 見  稔
佐 々 木 正 邦

松 岡

福 田

純 子

功

田 中

朝 霧

良 治

晴 夫

中 山

西

睦 雄

義 治

柴 田  憲
田 枝  誠 一

若 林  秀 夫
小 沢 美 智 子

佐々木真由美

松 本  豊 彦

倉 科  儀 男
黒 瀬  雅 彦
田 中 孝 博
松 本  克 芳
大 西  一 暢
田 井  賢 秀
枝 木 謙 太 郎

大 江  俊 彦

山 田 邦 子

久 松  慎 治

中 野  政 宏   坂 本 留 美 子   山 田 千 津 子

小 西  栄 子

関  啓 之

シヤトル主任

シャトル委員

掲示主任

掲示委員

点示主任

点示委員

報道主任

報道委員

放送主任

放送委員

招集主任

招集委員

会場主任

コー ト主任

荻 野  克 己  畑 上  卓

坂 本  典 洋

穐 田 久 美 子  小 河 原 治

片 岡 光 森 章 博

審判員

東 田

橋 本

中 浜

船 木

西 川

△ 」+■ ノ■

安 達

福 永

阿 部

大 倉

河 合

隆 哉

英 俊

昌 宏

正 博

浩

正 男

俊 夫

篤

秀 一

達 也

隆 司

横 田

藤 原

隆 二

由 江

遠 井

三 王

岩 垣

利 行

今 井

水 船

松 岡

永 瀬

努

知 治

毅

好 男

敬 典

彰 雄

和 俊

泉 美
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線審員

線審主任

線審員

得点表示主任

三 好  研 二
久 山 浩 一
福 尾  雅 俊
野 田 ―修 嗣

白 神  和 彦
加 藤  宏 幸
畑   健 二
武 政  英 和
清 水  幹 子
田 中  敬
山 名  正 晃
長 谷  和 邦
大 塚 貴 美 代

水 夕1 卓 士

冨 田 真 三
坂 本  昌 彦
小 池  美 香
西   弘 子
村 上  世 紀
出 原  和 枝
石 原  桂 子
古 裕  明 美
伊 久  弘 子
浅 原  雅 子
逢 澤  直 子
浅 原  達 也
中 山 健 太 郎

小 幡  康 弘
川 波  秀 浩
入 野  耕 治
三 好  幸 夫
仁 後  清 美
石 戸  祐 介
藤 田 昭 敏
光 本  清

保 明

悟

正 直

俊 之

佑

田 邊  靖 博
中 原  修 二

藤 井  裕 幸
豊 田 雄 一
那 須  敦 子
篠 田 絵 里
勘 藤  靖 永
杉 本  康 介
田 中  薫
寺 山 加 代 子

香 山 百 合 子

加 賀  竜 也
末 包  唯 子
藤 九 明 美
立 石  三 江
岡 部  信 子
定 森  道 代
藤 本 登 志 子

高 山  貴 仁
稲 田 ま ち 子

岡 武  浩 司
岩 井  宏 子
今 宮  龍 也
松 本  純 弥
光 本  純 子
穴 吹  栄 二
松 尾  淳 一

樋 日 正 幸
藤 本  和 宏
三 好  誠
三 浦  博 文
峯  知 恵 美
岡 村  愛
高 橋  季 規
三 宅  伸 介
山 本  倫 久
森 安  秀 隆
山 下  良 依
岡 野  圭 典
小 田 豊 子
小田垣恵美子

岡 崎  由 佳
秋 田 智 子
安 藤  恵 理
牧  愛 子
竹 内  雅 章
安 藤  義 光
内 村 佳 津 子

香 山 光 明
時 光  祐 司
内 海  久 美
佐 伯  晃 子
中 山  博 登
後 藤  恵

吉 田

山 本

河 本

黒 住

健 二

浩 史

末 田 真 一

高 取  亨 一
前 田 雅 美
赤 尾  大 助
金 崎  敏 男
瀬 戸  恵
中 須 賀 史 行

奥 本 美 津 己

田 邊 ひ とみ

梶 原  恵 子
内 川 良 太 郎

岡  和 宏
藤 森 久 美 子

久 保 田 博 子

草 加  旬 望
中 浜  雅 子
石 湯  洋 子
中 川  善 子
稲 田 耕 治
治 部 美 智 子

松 永  直 己
山 下  剛
藤 田 晃 司
寺 田 み ど り

小 野  美 香
田 中 恭 子

輝

子

工

典

口

西

本

岡

川

坂

中

松

片

市

石 本

稲 谷

水 舟

詫 間

浅 原

一 豊

和 昌

一 郎

利 昭

芳 弘
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競技補助員
(順 不同・敬称略 )

岡山県立岡山芳泉高等学校

岡山県立興陽高等学校

岡山県立倉敷工業高等学校

岡山県立倉敷商業高等学校

岡山県立水島工業高等学校

倉敷翠松高等学校

岡山県立西大寺高等学校

岡山県立笠岡商業高等学校

山陽女子高等学校

岡山県立瀬戸南高等学校

岡山理科大学附属高等学校

大 野  萌
小 橋  麻 衣
浅 沼  志 保
葛 尾 紗 也 佳

長 田 麻美子
徳 永  瞳
上 井 麻 衣 子

難 波  有 希

生

亀

藤

角

」ョ

石

刀ヽ

松

刀ヽ

安

■
月

天

岡

呂

高

川

末

豊

臼

藤

井

後

」L′7

大

林

佐

西

鶴

伊

岡

桑

坂

伊

井

大

入

保

安

竹

田

阪

田 裕 子
田 友 加 里

原 亜 佑 子

野  菜 摘
田 有 希
倉  聖 也
野  悠 希
井  明 直
野  惇 弘
井  宏 晃
岡  辰 臣
本  朝 子
本   歩
越 真 富 果

地  恭 弘
上  佑 輔
吉  佑 任
田 早 記
井  里 奈
井  愛 子
元  貴 博
藤  英 次
賀  雄 一

森 健 太 郎

美 幸

野  文 美
田 真 弓
海  香 織
東  千 沙
元 美 沙 子

田 陽 奈
本  知 佳
月 洋 子
上  賀 晴
智  典 之
鹿  彰 巴
都  陽 子
藤  有 希
原  利 恵
淵  竜 也
井  貴 久

尾 関

濱 崎

岡 本

新 谷

理 美

希

彩 奈

香 織

三 田

清 水

西 山

生 山

島 田

成 生

大 輔

雄 士

託 実

皓 司

藤 田

杉 本

涼 平

裕 一

柏 野

高 取

友 美

智 恵

前 田 晃 輔
大 田 茂 雄

平 井 久 美 子

藤 井 佑 香 梨

藤 原

矢 部

中 野

渡 辺

良 祐

一 磨

尾 上

井 川

幸 希

美 幸

岡 田

池 田

養 父  梢
高 田悠 樹 乃

中 野  綾 弥
中 野 友 里 子

竹 林  功 司
松 田 和 也
木 曽 田 枝 里

松 浦  彩 香
樋 口 綾 香

吉 川

今 岡

麻 希

千 恵

豊 福

小 崎

菅 井

井 石

三 宅

松 尾

根 岸

純 平

聖 也

浩 文

晴 子

杏 季

知 佳

沙 樹

尾 崎

仁 科

志 繊

友 希

金 山 友 美
難 波 由 記 菜

鈴 木  久 崇
大 西  克 幸
皿 井  敦 子
杉 本 美 乃 莉

青 木  ア ヤ

山 崎

近 藤

竜 次

悠 輔

木 下

谷

延 原

米 井

官 地

角 田

岡 崎

尚 樹

隆 志

亨

彩 奈

麻 紀

り か

翔 太

基

気

一九
　
一九
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小 椋  隆 博
冨 田 耕 志
谷  惇 平
山 本  修 司
福 本  知 也
森 坂  勝 平
井 上  千 聡
石 原  美 緒
中 野  可 穂
黒 川  亮
中 尾  修 平
水 川  文 人
宮 原  里 奈
高 橋  美 香
清 水  美 穂
木 内  崇 弘
黒 峙  貴 雅
岡 本  泰 志
剛 迫  丈 尚
高 原  里 奈
井 村  純 子
高 原  里 沙
大 森 加 奈 恵

光 枝  綾 子
広 畑  佑 衣
原 野  彩 香
岡 崎  愛
藤 原  由 貴
平 島  広 貴
藤 原  一 雅
熊 本 由 香 里

田 淵  彩 加
近 藤 の ぞ み

西 尾  優 美
中 野  輝
賞 金  靖 浩

理 人

拓 也



岡山県立総社高等学校

岡山県立玉野光南高等学校

矢

岡

森

隅

磯

柏

塩

村

積  佑 一

時  恵 祐
雄 司

田 幸 司
崎  悠 介
内  雅 弘
田 圭 吾
宅  昭 代
野  藍 奈
木 知 栄 子

友 野  瑛 太
友 野  純
佐 野  司
研 谷  弥 伸
内 田 純 平
松 本  海 里
森 若  直 也
山 口奈 緒 子

原 田 由 衣

山 本  龍 平
高 谷  修 平
炉 木  遥 平
岡 本  将 範
若 林   功
牧 野 佑 城 雄

植 田 千 晶
佐 藤 ま ゆ こ

六 名

小 林

森 長

室 井

斉 藤

平 田

矢 吹

lll 下

良 輔

直 樹

雅 巳

利 之

泰 紀

実 里

美 佳

藍
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式典アナウンサー

式典アシスタント

プラカー ド保持者

行進誘導員

賞状筆耕者

手話通訳者

式典補助員

村 井  俊 彦
坂 本  知 世
官 武  真 弓
安 藤  桃 子
大 川 亜 利 沙

松 本  晴 美
宮 崎  絵 梨
東 山 麻 衣

福 島 絵 梨 子

佐 藤  寛 子
広 岡 み の り

末 吉  徹
阿 部  友 哉

藤 井  信 彦
神 山 正 之

西 野  紘 生
員 原  佑 典
原 田 拓 弥

高 畑

柴 部

坪 井

湯 浅

西 神

敦 子

朋 子

節 子

治 子

瑞 恵

(順不同・敬称略)

猿 渡  由 佳  佐 伯 香 名 子
松 田 ひ とみ

柚 木  美 穂
角 田 行 子
吉 り|1  舞
稲 川  真 央
別 府  綾 香
福 田 桃 子
日笠 ま り こ

清 水  美 香
岸 原  知 美
坂 本  葉 月

藤 田  彬
赤 松  則 樹
藤 井  雅 浩
石 原  康 平
中 村  和 希
福 田 健 人
友 廣  圭 二

村 上  祐 貴
佐 藤  文 雄
柴 部  祐 子

沖 野  敏 子
同 前  静 枝
土 屋  教 子

板 倉  加 奈
河 原 菜 津 子

青 井  仁 美
岡 田 佑 里 恵

福 島  美 貴
大 倉  日 生

加 藤  美 沙
谷  紀 里 子
重 成  優 斗
奥 村  将 志
山 本  貴 博
伊 藤  久 尊
官 里  知 治
川 田 博 貴
石 井  貴 大

三 原  貞 子
山 上 隆 恵
萱 野  和 江
小 橋 さ ち え

大 岡 政 恵

官 川

高 田

塩 野

清 水

河 田 菜

山 本

田 中

佐 藤

青 木

樽 崎

藤 田

沖 永

道 仙

次 田

安 井

千 尋

朱 加

幸 美

麻 衣

津 美

真 実

幸

洋

陽 典

_士

悠

和 成

智 章

圭 佑

英 人

岩 藤

原

武 内

修 昌

敏 子

薫

羽 場  弥 生
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競技会係員

競技会場部長      酒 井 五 津 男
競技会場副部長     隅 田 育 佳
総務班長         安 藤  満 久
総務係          中 山  徹

斎 藤 千 加 子

医事係          岸 本  文 美
会場整理係       廣 門   均
受付案内係       今 りll   員

休憩所係         三 木  泰 介
施設班長         横 山 治 康
競技会場係        中 尾  隆 志
輸送交通係       吉 岡  健 二

室 井  康 宏
池 内 大 介
荒 木 敬 一 郎

人 木  正 男
環境係          片 岡  広 正

川 上  保 雄
練習会場係 (岡山市立芳泉小・中学校体育館 )

豊 田 誠 久
練習会場係 (六番川水の公園体育館 )

石 井  恒 至
練習会場係 (輸クラレ岡山事業所体育館 )

阪 本  成 則
練習会場係 (岡山県立興陽高等学校体青館 )

岡 崎  彰 夫
記録式典班長      楢 原  薫
式典表彰係        片 岡   清

西  佳 春
田 辺  千 帆

記録速報係        大 森   勲

岡 本  安 正  西 江  邦 敏  池 田 孝 志

菅 井  友 昭

西 村  朋

京 深  誠

玉 田  重 人

(順不同・敬称略)

官 川  博 文水 嶋

林

水 嶋

今 井

村 上

内 藤

賢 吾

恭 之

和 子

浅 則

園 美

始

橋 爪

片 山

奥 山

大 西

森 野

裕 史

哲 次

正 毅

映 徳

道 浩

寛 喜

茂

落 谷  佳 子

藤 田 健 一

斎 藤  誠

西 村

門 瀬

高 見

浩 二

勝 憲

恵

高 橋  哲 治
中 川 淳 一 朗

原 田 雅 光
河 相  元 三

光 本  和 正

児 子  圭
黒 住  周

矢 野

熊 崎

光 信

伸 治

森 本

太 田

勝 部

青 江

重 定

直 樹

武 男

公 詩

洋 典

秀 紀

田

井

繁

藤

福 田

木 村

正

美 紀
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上松  由衣
佐 藤  薫
三木原香 乃

平 田 千 尋
高橋 愛 子
林  美 希
岡 紗 千子
藤 原 理 沙
岸 原 桃 子
岡本 祐 佳
小 倉 万 里
浦 上 明 子
青 井 奈 々

貝原  千尋
江 國由香里

枝 光穂 奈美

大樫真 由子

大原未奈代

川 上  あ い

島村 絵 里
田 島  笑
中 村  泉
毛利  文 乃
岩 本 智 子
海老原宏美

神 崎  愛
辻  あか ね

演 田 翔 子
藤 原  薫
古塚奈 津美

田淵  萌愛
山本 梨 子

神 谷 愛 理
林  志 佳
梅 崎 泰 佳
岡 田 真 澄
岡 田 和 樹
長汐奈未子

武 用 瑞 穂
平賀 資尋
井 上 恵子
井 上 貴 子
三吉亜 由美

杉 森 奈 美
亀 井 由奈
土 岐 真 由
河 野 沙 紀
赤 木 裕 子
林  千 絵
小鉄 明 日香

小 林 愛 代
坂 本 舞 衣
佐 藤 斗美
高 木  瞳
高原  幸恵
畑  知 子
人 矢 智 美
古 澤 広 美
堀 江 智 香
堀 越 彩 花
松 本 彩 花
峯  香 織
山 口 朋 子
大崎  知 美

岡 本  京
香西 しづか

酒 井  瞳
高木 那 七

高 森  光
武 内美奈実

武 部 未 奈
谷吉麻梨子

林  実 奈
福水久瑠美

藤 原 秀 香
森 田 希 望
森 田 百恵
守 本  亜美
人木 純 子
山田磨里亜

若 ホ  陽子
児 玉 祐 司
谷 本 静 穂
坪 田佳奈子

丸岡久 花利

水 田千香子

大 和 睦 実
山本 理 佐
大 西  由理

富 田麻奈美

畠 中 千穂
春 名 麻 衣
平 田  愛
山下 礼 華

競技会補助員

上込のぞみ

上村 春 花
工 藤  唯
成 冨 利 子
黒瀬美智子

谷 中 康枝
小 林  聖 子
小湊阿理沙

境  詩 織
山 口 有 里
岡本 武 利
福 田 好 子
岸 野 吉成
信 岡 吉 邦
鶴 海  良孝
杉 岡 文 夫
橋 本  勝
小 杉 修 一

大 野 敬 通
佐 藤 誠 治
雨坪 奈 美
吉 本  聖
井 関 将 基
加 治家正則

國 府  駿
横 田 雅 子
難 波 利 佳
早崎三佐子

柴 田由加 里

竹 内 友 紀
石 井 絢 沙
大 町 朋 子

(順不同・敬称略 )
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澤原 諄 一
三 上 陽子
赤岩  素子
門野 道 文
角南芙美子

中原 恵 理
神 谷 佑 香
神 田 寛 子
内 田 智 美
若林美代子

井 上 直 子
児仁井ひかる

河 合 美 織
南 原  舞
入砂すみ え

柴 田 早 貴
田淵 斐 弓
平井 幹 乃
野 々上文子

野 々上佳菜

坪 田 佳 与
表  年 恵
中西麻菜美

成 本 千 尋
徳 島由紀子

難 波 美 穂
難波 由衣佳

長 倉 達 郎
宮本壮太郎

日笠 愛 子
上松 広 栄
上松 万 由美



貝ll

開 催 の 趣 旨

国民体育大会は、広く国民の間にスポーツを普及し、アマチュアリズムとスポーツ精神を高揚して

国民の健康増進と体力の向上を図り、併せて地方スポーツの振興と地方文化の発展に寄与するととも

に、国民生活を明るく豊かにしようとするものである。

岡山県で開催する第 60回国民体育大会夏・秋季大会「晴れの国おかやま国体」は、時代の要請に応

えた「新しい国体」を目指し、よリー層の充実・活性化を図るとともに、簡素 。効率化を進めながら、

岡山らしさを随所に盛り込んだ、魅力と感動にあふれる大会を県民の総力をあげて開催するものである。

実 施 方 針

1大  会
大会を夏季及び秋季に分ける。

2 実施競技

3 会期及び会場地

4 競技方法
正式競技は都道府県対抗とし、公開競技についてはそれぞれの実施要項に示す方法とする。

総

季  別 正 式 競 技 公開競技

夏季大会
水泳、サッカー、ボー ト、セーリング、フェンシング、
バ ドミントン、カヌー、ボウリング、ゴルフ

ビーチバレー

秋季大会

陸上競技、テニス、ホッケー、ボクシング、バレーボール、

体操、バスケットボール、レスリング、ウエイ トリフティング、
ハンドボール、自転車、ソフトテニス、卓球、軟式野球、

相撲、馬術、柔道、ソフトボール、弓道、ライフル射撃、剣道、
ラグビーフットボール、山岳、アーチェリー、空手道、銃剣道、
クレー射撃、なぎなた

高等学校野球
スポーツ芸術

季  別 会   期 会  場  地

夏季大会

平成 17年 9月 10日 (土 )
～ 13日 (火 )

[4日 間 ]

岡山市、玉野市、瀬戸内市、建部町、

灘崎町、瀬戸町、吉井町、倉敷市、

北房町、勝田町

秋季大会

平成17年 10月 22日 (土 )
～27日 (木 )

[6日 間]

岡山市、玉野市、瀬戸内市、御津町、

建部町、吉備中央町、備前市、

瀬戸町、山陽町、熊山町、吉井町、

日生町、吉永町、佐伯町、和気町、

倉敷市、総社市、早島町、真備町、

笠岡市、井原市、鳴方町、美星町、

芳井町、高梁市、新見市、勝山町、

落合町、湯原町、久世町、新庄村、

川上村、人束村、津山市、加茂町、

奥津町、鏡野町、中央町、久米南町、

柵原町、勝央町、奈義町、勝北町、

大原町、美作町、英田町

11市 32町 3村
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5 ドーピング・コントロール検査の実施
国民体育大会 ドーピング・コントロール規定に基づき、 ドーピング・コントロール検査を実施する。

参加責格、所属都道府県及び選手の年齢基準

参加者は、日本国籍を有する者とする。

なお、その他都道府県を代表して参加する者は、次による。

(1)参加資格
ア 各競技の選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長と体育協会会長が代表として認
め、選抜した者であること。

イ 第 58回又は第 59回大会 (都道府県大会及びブロック大会を含む。)において選手及び監督の

資格で参加した者は、次の場合を除き、第 58回又は 59回大会と異なる都道府県から参加する

ことはできない。

(ア)成 年種別
a 平成 16年度に学校教育法第 1条に規定する学校を卒業した者
b 結婚又は離婚に係る者
c ふるさと選手制度を活用する者 (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」による。)

(イ)少 年種別
a 平成 16年度に学校教育法第 1条に規定する学校を卒業した者
b 一家転住に係る者 (別記 2「一家転住等」に伴う特例措置の考え方による。)

ウ 選手、監督の兼任は、同一種別内に限る。
工 前記のほか、選手については次のとおりとする。
(ア)参 加選手は各季別に 1人 1競技とする。
(イ)回 数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することはできない。
(ウ)健 康診断を受け、健康であることが証明された者であること。
(工)都 道府県大会及びプロック大会に参加し、これを通過した者であること。
(オ)単 一大学又は実質的に単一大学の学生によつて構成される団体競技のチームは、参加で

きない。ただし、個人競技で当該競技団体が定めた適正な予選方法により、結果として単一

大学の者が選出された場合は、この限りではない。

(力)ド ーピング・コントロール検査対象に選定された場合は、検査をうけなければならない。

(2)所属都道府県

所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県から選

択することができる。

ア 成年種別
(ア)居 住地を示す現住所
(イ)勤 務地
(ウ)ふ るさと (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」による。)
イ 少年種別
(ア)居 住地を示す現住所
(イ)学 校教育法第 1条に規定する学校の所在地
(ウ)勤 務地
※ 上記の属する都道府県のうち、「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校教育法第 1条に規
定する学校の所在地」のいずれかから参加する場合は、平成 17年 4月 30日 以前から本大会

参加時まで、引き続き当該地に、それぞれ居住、勤務又は通学していなければならない。た

だし、成年種別の参加者が、属する都道府県として
「ふるさと」を選択する場合は、この限

りではない。
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(3)選手の年齢基準
ア 成年種別に参加する者は、昭和 62年 4月 1日 以前に生まれた者とする。
イ 少年種別に参加する者は、昭和 62年 4月 2日 以降に生まれた者とする。ただし、中学生以下
の生徒及び児童は参加することができないが、次の競技 (種 日)の 中学 3年生は参加すること
ができるものとする。

水泳 (競泳 )、 陸上競技、体操 (競技 )

なお、年齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、平成 17年 4月 1日 を基準とする。

(4)前記の各事項に疑義のあるときは、 (財 )日本体育協会及び当該競技団体が調査・審議のうえ、
(財)日 本体育協会がその可否を決定する。
<附 則>

次の各号に掲げる者については、日本国籍を有しない者であっても成年又は少年の種別に参加

することができる。

① 学校教育法第 1条に規定する学校に在籍する生徒及び学生。
ただし、

(i)出 入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち、就学生及び家族滞在 (中学 3年
生)については、大会実施要項が定める参加申込締切時に 1年以上在籍していること。
(1)出 入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち、留学生については、参加できな
い。

② 参加しようとする当該年以前に前号の規定に該当していた者。
別記 1【国民体育大会ふるさと選手制度】
(1)成年種別に出場する選手は、開催基準要項細則第 3項 〔本則第 7項第 2号及び第 9項第 7号
(参加資格及び年齢基準等 )〕 に基づき、下記のいずれかを拠点とした都道府県から参加するこ

とができる。

ア 居住地を示す現住所
イ 勤務地
ウ ふるさと
(2)「ふるさと」とは、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県とす
る。

(3)「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさと」
を登録しなければならない。なお、一度登録した「ふるさと」は、変更できないものとする。

(4)「ふるさと」から参加する選手は、開催基準要項細則第 3項― (1)―①―ウ (国内移動選手の

制限)に抵触しないものとする。
(5)ふるさと選手制度の活用については、原則として、 1回につき 2年以上連続とし、利用でき
る回数は 2回までとする。

(6)参加都道府県は 「ふるさと選手」を別に定める様式により、当該大会実施要項で定めた参加
申込み締切り期日までに、 (財)日本体育協会宛に提出する。

別記 2【「一家転住等」に伴う特例措置の考え方】
転校への特例

次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限 (開催基準要項細則第 3項― (1)―
①―ウ)に抵触しないものとする。
(1)こ の特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。
(2)本特例を受けることができるのは、一家転住等やむをえない理由に限ることとする。
(3)「一家転住等」とは概ね次のことを言う。
ア 親の転勤による一家の転居
イ 親の結婚、離婚による一家の転居
ウ 上記以外に、やむを得ない理由による一家の転居
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(4)転居先の都道府県予選会締切日以前に、次の手続きを終了していること。
ア 別に定める様式により、属していた都道府県体育協会会長及び都道府県競技団体会長の承認
を得ること。

イ 承認を得た書類については、転居先が属する都道府県体育協会及び都道府県競技団体へ提出
すること。

各正式競技の総合成績決定方法

各正式競技の総合成績決定方法は次のとおりとする。

(1)次のア、イの得点を合計したものを都道府県ごとの男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合

成績 (皇后杯得点)とする。

ア 競技得点
競技得点は、各種別、種目などの第 1位から第 8位までの都道府県に与え、次の 2種類とす

る。ただし、同順位の場合は、次の順位のものを加え、当該都道府県で等分し、割り切れない

場合は、小数第 3位以下を切り捨てる。

(ア)種 別などに与える競技得点
a 競技者数が 4人以下の場合は、第 1位に 24点、第 2位 21点、第 3位 18点、第 4位 15点、
第 5位 12点、第 6位 9点、第 7位 6点、第 8位 3点とする。

b 競技者数が 5人以上 7人以下の場合は、第 1位に40点、第 2位 35点、第 3位 30点、第
4位 25点、第 5位 20点、第 6位 15点、第 7位 10点、第 8位 5点 とする。

c 競技者数が 8人以上の場合は、第 1位に64点、第 2位 56点、第 3位 48点、第 4位 40点、
第 5位 32点、第 6位 24点、第 7位 16点、第 8位 8点とする。

(イ)種 目などに与える競技得点
各種目などの第 1位に 8点、第 2位 7点、第 3位 6点、第 4位 5点、第 5位 4点、第 6位

3点、第 7位 2点、第 8位 1点とする。

イ 参加得点
参加得点は 10点 とし、大会 (プ ロック大会を含む。)に参加した都道府県に与える。

ただし、プロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。

(2)各競技の総合成績は、当該競技団体が決定する。ただし、天候その他の事情によリー部競技が

中止になった場合は、当該競技団体と大会総務委員会が協議する。

(3)アンチ・ ドービング規則違反に関わる得点等の取り扱いについては、国民体育大会アンチ・ ド

ーピング規則違反に対する制裁措置等取り扱い規則によるものとする。

表   彰
(1)冬季、夏季及び秋季の 3季を通して実施した全正式競技の男女総合成績第 1位の都道府県に天

皇杯を、同じく女子総合成績第 1位の都道府県に皇后杯をそれぞれ授与する。

(2)冬季、夏季及び秋季の 3季を通して実施した全正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第

1位から第 8位までの都道府県に、それぞれ表彰状を授与する。

(3)各正式競技の男女総合成績第 1位の都道府県に、国民体育大会会長 トロフィーを授与する。

(4)各正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第 1位から第 8位までの都道府県に、それぞれ

表彰状を授与する。

(5)各競技の各種別及び各種目などの第 1位から第 8位までに賞状を授与する。団体競技の場合は、

その都道府県名とチーム全員 (監督を含む。)の氏名を記載したものを都道府県用に 1枚、更に

その都道府県名と個人名を記載したものをチーム全員に授与する。

各競技の参加申込み方法

(1)都道府県大会又はブロック大会において選抜された者及び (財)日 本高等学校野球連盟が選出

したチームを、都道府県の各競技団体会長及び体育協会会長は連署のうえ、 (財 )日 本体育協会

長あて所定の参加申込書に必要事項を記入し、申し込むものとする。

8

9
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(2)参加申込書は、所定の様式により3通作成 し、定められた期限までにそれぞれ 1通を、次の各
事務局あてに書留郵便または宅配便で送付する。

ア 全国を統轄する各中央競技団体事務局
イ 「晴れの国おかやま国体・輝いて !おかやま大会」実行委員会事務局
ウ 晴れの国おかやま国体各競技会場地実行委員会事務局
(3)参加申込期限

季 男I」 期 1恨 りt 技

夏 季 .大 会 平成 17年 8月 23日 (火 ) 水  泳 ほか  9競 技
秋 季 大 会 平成 17年 9月 21日 (水 ) 陸上競技 ほか 28競 技

(4)参加申込用紙は、「晴れの国おかやま国体・輝いて !おかやま大会」実行委員会で作成し、各
都道府県体育協会に送付する。

(5)参加申込み締切 り後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情で選手を交
代する場合は、(2)のア、イ、ウの各事務局あてに文書で届け出なければならない。

10 大会参加負担金
(1)本大会に選手団 (視察員を除く。)を派遣する都道府県体育協会は、 1人当たり次のとおり参
加負担金を納入する。

区 分 負 担 金
少年の種別に参加する選手 1,500円
上記以外の者 (本部役員、監督、成年の種別に参加する選手等) 2,000円

(2)

ア

大会参加負担金は、各都道府県体育協会で取りまとめ、次のとおり納入する。
納入期限

季 号|」 納 入 期 限

夏 季 大 平成 17年 8月 23日 (火 )
秋 季 大 会 平成 17年 9月 21日 (水 )

イ 納入先
みずほ銀行 渋谷支店 普通預金口座 513729
財団法人日本体育協会

11 宿泊申込み

大会参加者は、「晴れの国おかやま国体・輝いて !おかやま大会」実行委員会が指定した所定の様

式により、定められた期限までに申し込む。

12 参加選手団本部役員編成及び視察員
(1)参加選手団本部役員は、次のとおりとする。
ア 夏季大会 団長、副団長、総監督及び総務とし、 5人以内。
イ 秋季大会 団長、副団長、総監督及び総務とし、参加選手 500人以上の場合は 20人以内、参
加選手 300人以上 500人未満の場合は 15人以内、参加選手 300人未満の場合は 10人以内とす

る。

ウ 各季とも5人以内の顧間を設けることができる。
工 各季とも上記本部役員総数の範囲内で、スポーツドクターを帯同するものとする。
(2)視察員は、各季とも 1都道府県 3人以内とする。ただし、第 61回大会から第 65回大会までの
開催県については、次のとおりとする。

ア 夏季大会 兵庫県、秋田県、大分県、新潟県各 20人以内、千葉県 10人以内とする。
イ 秋季大会 兵庫県 80人以内、秋田県、大分県各 40人以内、新潟県 20人以内、千葉県 10人
以内とする。
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13 参加章、記念章及び視察員章の交付
参加章、記念章及び視察員草は、次の者に交付する。

(1)参加章
都道府県選手団本部役員、監督及び選手並びに大会役員、競技会役員及び競技役員

(2)記念章
デモンス トレーションとしてのスポーツ行事参加者及び大会協力者

(3)視察員章
視察員

14 参加上の注意

(1)大会期間中は、交付された参加章、記念章又は視察員章を着用しなければならない。

(2)参加章及び視察員章着用者は、各季大会開 。閉会式を除くすべての競技会場に入場することが

できる。

(3)各都道府県の代表選手は、競技に際し、所属都道府県名を明示したュニフォームを着用しなけ

ればならない。

15 都道府県大会及びプロック大会
正式競技については、本大会の予選として次のとおり都道府県大会 (プロック大会)を開催しなけ

ればならない。

(1)都道府県の主催団体は、 (財)日 本体育協会及び中央競技団体等関係団体と協議のうえ本要項

に基づき実施要項を作成する。

(2)参加者は、実施要項に基づき当該都道府県の主催団体に申し込む。なお、参加は 1人 1都道府

県とし、各季別 1競技に限る。

(3)申 込みは、すべて各競技団体所定の参加申込用紙による。

(4)参加料を徴収する場合の金額は、主催団体が中央競技団体と協議のうえ定める。

(5)競技運営に差し支えない限り、岡山県選手は当該競技のプロック大会を経ることなく本大会に

参加することができる。

16 デモンス トレーションとしてのスポーツ行事
デモンストレーションとしてのスポーツ行事は次表のとおりとし、実施については、同スポーツ行

事実施基準に基づく実施要項による。

季  別 デモンストレーションとしてのスポーツ行事 会 場 地

夏季大会

家庭婦人バレーボール、ゲー トボール、少年・少女

スポーッ (ソ フトテニス、ソフトボール)、 スキー、

ソフトバレーボール、綱引、ディスクゴルフ、

デュアスロン、日本拳法、パラグライダー、

武術太極拳

吉備中央町、

総社市、神郷町、

久米町、備前市、

旭町、上齋原村、

早島町、落合町、

大佐町、岡山市

3市 7町
1村

秋季大会

ウォーキング、ウォークラリー、
グラウンド・ゴルフ、スポーツチャンバラ、

ターゲット・バー ドゴルフ、ティーボール、
パワーリフティング、ビリヤー ド、ペタンク

山手村、吉備中央町、

奥津町、建部町、矢

掛町、哲多町、柵原

町、灘崎町、作東町、

寄島町、赤坂町、

哲西町、清音村

11田丁2本寸
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会場地数

17そ の 他
(1)参加申込書、参加負担金及び宿泊申込書が、定められた期限までに指定された場所に到着しな

い場合は、理由のいかんを問わず、本大会への参加を認めない。

(2)その他の事項については、国民体育大会開催基準要項及び同細則による。



種   別 9月 10日 (土 ) 9月 11日 (日 ) 9月 12日 (月 ) 9月 13日 (火 )

成年男子 1   回   戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝
成年女子 1回 戦 ・ 2回 戦 3  回   戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝
少年男子 1 回   戦 2回 戦 ・ 3回 戦 3位決定戦・決勝
少年女子 1   回   戦 準々決勝・準決勝

第 60 国民体育大会バ ドミン トン競技実施要項ロ

1 期 日 平成 17年 9月 10日 (上 )か ら13日 (火 )ま で (4日 間 )

2 会   場 岡山市  岡山市総合文化体育館

3 種別及び参加人員

競技上の規定及び方法

現行の (財 )日 本バ ドミン トン協会競技規則による。

各種別 とも 1複 2単による都道府県対抗 トーナメン ト方式とし、うち 2試合を得た方を勝
ちとする。なお、勝敗決定後の試合は打ち切る。

3位決定戦を行 う。

4

(1)

(2)

(3)

5 予選方法

成年男子、少年女子はブロック大会を通過 したチームが本大会に出場す る。

ブロック大会区分及び選手チーム数は、下表の とお りとする。

種   別 監   督 選   手 参加都道府県 小   計 △
ロ 計

成年男子 ら
０ 16 64

504
成年女子 つ

υ 47 188

少年男子 い
０ 47 188

少年女子 16 64

ブロック名 都 道 府 県 名 成年男子 少年女子

北 海 道 北海道
ラ気:     」ヒ 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 つ

一
ｎ
一́

関    東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 つ

＾
，

一

北 信 越 新潟、長野、富山、石川、福井 ，

一 2

東   海 静岡、愛知、二重、岐阜
近    畿 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 つ

一
，

一

中    国 鳥取、島根、広島、山口 ｎ
∠

つ
乙

四 |「 | 香川、徳島、愛媛、高知

九    州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 つ

ヽ
，

一

開 催 地 岡 山

計 16 16
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6 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
総則 6に定めるところによる。

7 総合成績決定方法
男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合成績 (皇后杯得点)は、競技得点と参加得点の合

計とし、その得点の多い都道府県順に第 1位から第 8位 までを決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位 とする。

(1)競技得点

天皇杯対象種別 皇后杯対象種別
"兄

技 得 占

子

子

子

子

男

女

男

女

年

年

年

年

成

成

少

少

子

子

女

女

年

年

成

少

各種別とも1位 24点、 2位:21点、 3位 18点、4位

15点、5位 (4チーム)各 7.5点の競技得点を与える。

(2)参加得点

大会 (プ ロック大会も含む。)に 参加 した都道府県に 10点 を与える。ただし、プロック

大会で本大会の出場権を獲得 しながら、本大会に参加 しなかった場合は与えない。

8 表   彰
(1)男女総合成績及び女子総合成績第 1位から第 8位までの都道府県に、表彰状を授与する。

(2)男女総合成績第 1位の都道府県に、大会会長 トロフィーを授与する。

(3)各種別の第 1位から第 8位までに、賞状を授与する。

9 参加申込み方法
(1)参加申込書は、所定の用紙により3通作成 し、平成17年8月 23日 (火 )ま でに、それぞれ 1

通を下記宛、いずれも書留郵便又は宅配便で送付する。 (締切 り期日厳守のこと。 )

ア 〒150-8050 東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育会館内

(財 )日 本バ ドミン トン協会

TEL  03-3481-2382  FAX  03-3481-2456

イ 〒700-0824 岡山県岡山市内山下 2-11-16小 山ビル 5F
「晴れの国おかやま国体・ 輝いて !おかやま大会」実行委員会事務局

TEL  086-226-7193  FAX  086-226-7169

ウ 〒700-8544 岡山県岡山市大供 1-1-1
「晴れの国おかやま国体・輝いて !おかやま大会」岡山市実行委員会事務局

TEL  086-803-1060  FAX  086-227-0260

(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情で選手

を交代する場合 (1)の ア・イ・クの事務局あてに文書で届け出なければならない。ただし、

監督会議開催前までとする。
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10 参加上の注意

競技 に際 しては、上衣背面 中央 に縦 15cm、 横 30cmの 範 囲内に都道府 県名 を明示す ること。

文字 は、明瞭 な漢字 とす る。

(例 )

30cm

15C血

11 その他

(1)組合せ抽選会
日 時

場 所
平成 17年8月 24日 (水 ) 午後 1時
岸記念体育会館 会議室
〒150-8050 東京都渋谷区神南 1-1-1
TEL  03-3481-2382

(2)

平成 17年9月 9日 (金 ) 午後 3時
メルパルクOKAYAMA泰 平の間

〒700-0984 岡山県岡山市桑 田町 1-13

(3)

平成17年 9月 9日 (金 ) 午後 4時
メルパルクOKAYAMA泰 平の間

〒700-0984 岡山県岡山市桑田町 1-13

(4)

平成17年 9月 10日 (土 ) 午前 8時 30分
岡山市総合文化体育館

〒700-8024 岡山県岡山市浦安南町 493-2

平成 17年 9月 13日 (火 ) 午後 1時
岡山市総合文化体育館

〒700-8024 岡山県岡山市浦安南町 493-2

議会

時

所

督監

日

場

議会

時

所

判審

日

場

式

時

所

始開

日

場

式

時

所

彰表

日

場

●
■
■
■
■
■
■
フ

岡 ●

■

■

■

ロロロ

ｒＩμ

(5)
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日程及び次第

開  始  式

時 平成 17年 9月 10日 (土) 8時 30分より

場 岡山市総合文化体育館

第

日

会

次

①

②

③

順序 次 第 時刻
所要

時間
内  容

選手集合完了 8:20

役員整列完了 8:25

1 開式通告 8:30 1
放送により通告

「ファンファー レ I」

2 選手団入場 8:31 14
競技会会長

「行進曲」

3 競技会開始宣言 8:45 1
競技会委員長

「ファンファー レⅡ」

■ 国旗儀礼 8:46 2 「君が代」

5 諸旗儀礼 8:48 2 「若い力」

6 大会会長 トロフィー返還 8:50 2
競技会会長

「得賞歌」

7 競技会会長あいさつ 8:52 3 競技会会長

8 歓迎のことば
8:55

8:58

3

3

岡山市長

岡山県ハ
゛
ドミントン協会会長

9 表彰・感謝状贈呈 9101 5 (財 )日 本バドミントン協会会長

10 閉式通告 9:06 1 放送により通告

11 選手団退場 9107 8
競技会会長

「行進曲」

役員解散 9:15
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日程及び次第

① 日 時
② 会 場
③ 次 第

表  彰  式

平成 17年 9月 13日 (火 )
岡山市総合文化体育館

13時 00分

順序 次 第 日寺亥」
所要

時間
内  容

選手集合完了 12:50

役員整列完了 12:55

1 開式通告 13:00 1
放送により通告

「ファンファー レ I」

2 選手団入場 13101 4
競技会会長

「行進曲」

3 成績発表 13105 5 総合成績計算委員長

4 表  彰 13'10 20
競技会会長

「得賞歌」

0 競技会会長あいさつ 13:30 3 競技会会長

6 歓送のことば 13:33 3 岡山市長

7 国旗儀礼 13:36 2 「君が代」

8 諸旗儀礼 13:38 2 「若い力」

9 競技会終了宣言 13:40 1
競技会委員長

「ファンファー レⅡ」

10 閉式通告 13:41 1 放送により通告

11 選手団退場 13:42 3
競技会会長

「行進曲」

選手・役員解散 13:45
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開 始 式 入 場 行 進 選 手 集 合 所 配 置 図

―

∞
∞
―

開 始 式
会場入口

プ
ラ
カ
ー

ド

競
技
会

● 新 潟 県

● 山 梨 県

● 神奈川県

● 東 京 都

● 千 葉 県

● 埼 玉 県
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開始式入退場行進順路図
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表彰式入退場行進順路図
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競 技 日 程
監督会議   平成 17年 9月  9日 (金) 15時 00分 メルパルク岡山 泰平の間

審判会議   平成 17年 9月  9日 (金) 16時 00分 メルパルク岡山 泰平の間

開 始 式   平成 17年 9月 10日 (土)  8時 30分 岡山市総合文化体育館

月 日

△ 十日

7ヽ フガ

9月 10日 (土 ) 9月 11日 (日 ) 9月 12日 (月 ) 9月 13日 (火 )

岡

山

巾

総

△
口

文

化

体

育

館

成年女子 (W) 少年男子 (:B,)

2回戦 (10試合 )
9:30～

少年女子 (G)

準々決勝 (4試合 )
9:30～

成年男子 (ヽ4)

成年女子 (W)

少年男子 (]B)

少年女子 (G)

3位決定戦

9:00～

成年女子 (W)

1回戦 (5試合 )
11:30～

少年男子 (IB)

2回戦 (6試合 )
11:00～

成年男子 (ヽ4)

準々決勝 (4試合 )
9:30～

少年男子 (:B)

1回戦 (5試合 )
11:30～

成年男子 (ヽ4)

1回戦 (4試合 )
11:00～

少年男子 (:B)

準々決勝 (4試合 )
11:30～

少年男子 (:BI)

1回戦 (10試合 )
13,00～

成年男子 (ヽ4)

1回戦 (4試合 )
12:30～

成年女子 (W)

準々決勝 (4試合 )
11:30～

成年女子 (W)

2回戦 (10試合 )
14:30～

少年女子 (G)

1回戦 (6試合 )
12:30～

少年女子 (G)

準決勝 (2試合)
13:30～

成年男子 (ヽ4)

成年女子 (W)

少年男子 (:B)

少年女子 (《3‐ )

決 勝 戦

9:00～

成年女子 (W)

2回戦 (6試合 )
16:00～

少年女子 (G)

1回戦 (2試合 )
14:00～

成年男子 0∨[)

準決勝 (2試合 )
13:30～

成年女子 (W)

3回戦 (8試合 )
14:00～

少年男子 (B)

準決勝 (2試合)
15:30～

少年男子 (:B)

3回戦 (8試合 )
15:30～

成年女子 (W)

準決勝 (2試合 )
15:30～
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表 彰 式   平成 17年 9月 13日 (火)  13時 00分 岡山市総合文化体育館

1回戦 (10試合 )
10:00～



タ イム テ ープ ル

※ Mは成年男子、Wは成年女子、Bは少年男子、Gは少年女子

※9月 10日 (土)の第1試合 (成年女子Wl～W10)の公式練習は若番より9:30から10分間ずつ行う。
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開始時間

開 始 式8:30

ヽ
～
8 Vヽ9 Vヽ10Vヽ3 Ⅵi4 Vヽ5 Vヽ6 W7ヽヽ

~1

Vヽ210:00

B4 B5Bl B2 B3Vヽll W12 Vヽ13 Vヽ14 Vヽ1511:30

B13 B14 B15Bll B12B7 B8 B9 B1013:00

W24 Vヽ25ヽヽ
.21 W22 W23W16 Ⅷ'17 Vヽ18 W1914:30

Vヽ31′ヽV26 W27

第 1日 目～

9月 10日

(土 )

16:00

B25B21 B22 B23B16 B18 B19 B209:30

M3 1ヽ4B31 1ヽ1 1ヽ2B28 B29 B3011:00 B26

G6G2 G3 G4M7 M8 GlM512:30

W37 W38 Vヽ39Vヽ34 Vヽ35 Vヽ36G8 Vヽ32 W3314:00

B38 B39B35 B36 B37B32 B33 B3415:30

第2日 目

9月 11日

(日 )

Mll M12Gll G12 M9 M10G9 G109:30

Ⅵ′42 ヽヽ 43B42 B43 Vヽ40 ヽヽ41B4111:30

M14M13G1413:30 G13

W45Vヽ44B44 B4515:30

第3日 目

9月 12日

(月 )

G16B47M16 B46′ヽ1159:00 W47第4日 目

9月 13日

(火 )
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■
■
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■
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■
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■
■

■
■
■

■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■

※ は決勝戦、_は 3位決定戦

月 日 8

B6

「ヽ20

Vヽ28 W29 Vヽ30

B17

B27

M6

G7

B24

G5

B40

W46 G15



第60 ロ 国民体育大会 夏季大会
バ ドミントン競技組合せ表

【成年女子 (W)】

10日 11日 12日 13日 12日 11日 10日
都道府県名

1回戦 2回 戦 3回 戦
準々

決勝
準決勝 目因

田□

田
3回戦 2回 戦 1回戦

都道府県名

11:30

40

47

9:00

|

11130

42

44

15:30
45

15:30

11

41

130 11:30

43

熊 本 県

岩 手 県

群 馬 県

長 野 県

兵 庫 県

秋 田 県

二 重 県

徳 島 県

神奈川県

福 岡 県

広 島 県

埼 玉 県

福 島 県

鳥 取 県

佐 賀 県

滋 賀 県

富 山 県

愛 媛 県

長 崎 県

茨 城 県

新 潟 県

愛 知 県

大 阪 府

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

14:00
32

33

14:00

34

14:00
35

16

14:30

17

14:30

18

14:30

19

14:30

20

14:30

21

14:30

22

14:30

23

14:30

1

10100

2

10100

3

10:00

4

10:00

5

10100

6

10:00

7

10:00 3位決定戦

日祠

19001

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

東 京 都

青 森 県

鹿児島県

静 岡 県

山 口 県

北 海 道

岡 山 県

山 梨 県

宮 崎 県

香 川 県

奈 良 県

石 川 県

千 葉 県

山 形 県

福 井 県

京 都 府

沖 縄 県

島 根 県

大 分 県

岐 阜 県

高 知 県

栃 木 県

和歌山県

宮 城 県

36

14:00

37

14:00

38

24

14:30

25

14:30

26

16:00
10

10100

11

11:30

28

16:00
12

11:30

13

11:30

30

16100
14

11130

15

11:30
31

16:00

8

10:00

9

10:00

四 剛
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14100

14:00

39

27
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29

16:00



第60回国民体育大会 夏季大会
バドミントン競技組合せ表

【少年男子 (B)】

11日 10H13日 12日11日 12日10日
都道府県名

3回戦 2回戦 1回戦準決勝 決勝
四

田因
因

3回戦
準々

決勝
1回戦 2回戦

都道府県名

11:30

40

32

15:30

47

9:00

11:30

42

36

15:30

34

15130

45

15:30

44

15130

11:30

41

11130

43

35

15:30 39

15:30

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

滋 賀 県

静 岡 県

千 葉 県

宮 崎 県

鳥 取 県

香 川 県

官 城 県

広 島 県

沖 縄 県

神奈川県

新 潟 県

北 海 道

熊 本 県

徳 島 県

福 島 県

兵 庫 県

山 梨 県

山 口 県

愛 知 県

大 分 県

京 都 府

富 山 県

岩 手 県

埼 玉 県

9:30

24

9:30

11:00

26

11:00

27

11:00

28

11:00

29

30

11:00

10

13:00

37

15:30

11

13:00

12

13:00

38

15:30
39

40

41

42

43

44

45

46

47

13

13:00

14

13:00

15

13100

8

13:00

9

13:00

3位決定戦

46

9:00

東 京 都 1

和歌山県 2

鹿児島県 3

岐 阜 県 4

石 川 県 5

栃 木 県 6

秋 田 県 7

長 野 県 8

愛 媛 県 9

佐 賀 県 10

岡 山 県 11

大 阪 府 12

山 形 県 13

9:30

16

9130

17

9:30

18

9:30

19

9:30

20

9:30

21

9130

22

23

30

1

11:30

2

11:30

3

11:30

4

11:30

5

11:30

6

13:00

7

13:00

高 知

茨 城

二 重

福 岡

青 森

群 馬

島 根

長 崎

奈 良

福 井

県 14.

県 15

県 16

県 17

県 18

県 19

栃誕・20

県 21

県‐ 22

県 23

國 脇

-39-
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第60回国民体育大会 夏季大会
バドミントン競技組合せ表

【成年男子 (M)】

【少年女子 〈G)】

都道府県名
11日 12日 13日 12日 11日

都道府県名
1回戦 準々決勝 準決勝 決勝 準決勝 準々決勝 1回戦

富 山 県 1

鳥 取 県 2

宮 城 県 3

長 崎 県 4

東 京 都 5

広 島 県 6

愛 知 県 7

滋 賀 県 8

11100 1

11100 2

11:00 3

11:00 4

9:30 9

13:30 13

9130 10

16

9:00

3位決定戦

11 9:30

14 13:30

12 9:30

9北 海 道

10石 川 県

11香 川 県

12岡 山 県

13熊 本 県

14大 阪 府

15秋 田 県

16埼 玉 県

6 12:30

8 12:30

都道府県名
11日 12日 13日 12日 11日

都道府県名
1回戦 準々決勝 準決勝 決勝 準決勝 準々決勝 1回戦

青 森 県 1

山 口 県 2

大 阪 府 3

福 岡 県 4

石 川 県 5

千 葉 県 6

岡 山 県 7

北 海 道 8

12:30 1

12:30 2

12:30 4

13:30 13

9:30 10

16

9:00

3位決定戦

11 9:30

14 13:30

12 9:30

5 12:30
9宮 城 県

10滋 賀 県

11岐 阜 県

12富 山 県

13長 崎 県

14広 島 県

15愛 媛 県

16埼 玉 県

6 12:30

7 14:00

8 14:00
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Q
A

バ ドミン トンQ&A

どうしてバ ドミントンと呼ばれるようになつたのですか?
バ ドミントンは、インドのボンベイ地方ブーナで盛んに行われた遊びで、

1873年 にイギリスのボーフォート公の領地バ ドミントン・ハウスで宴会
が開かれたとき、インド帰りの士官が余興に、この遊びを紹介したところが

始まりと言われています。それがきっかけでこの遊びがバ ドミントンと名付け

られ、世界中に広がったものです。そして、日本には、大正時代に紹介され、

第 2次世界大戦後に全国的に広がったものです。

どうすれば、得点 (ポイント):こなりますか?

サーブ権を取って勝った時だけ得点になります。サーブ権があったときに負け

てもサーブ権が移るだけで相手の得点になりません。

ミ

ツ
も

に

ド

ネ

う

前

バ

　

合

る

Ｑ

Ａ

ントンとは、どんなスポーツですか?
卜を挟んでラケットで羽根 (シャトルコックまたはシャトル)を打ち
のです。コートの外に落ちたり、コートの内や外であっても床に落ち

体やラケットにシャトルがタッチすれば失点 (フォル ト)になります。
試合には、 1人 (シングルス)ゲームと2人 (ダブルス)ゲームがありま
す。
ダブルスゲームには、男同士、女同士でペアを組むものと、男女でペアを組

むもの (ミ ックスダブルス)があります。

打たれた時のシャトルコックのスピードはどれ位ですか ?

下向きに強く打つスマッシュのとき、世界の一流選手の場合は初速 350Km
にもなることがあり、その速度は瞬間的には新幹線より速いのです。

A
新幹線より速いスピードのものをどうして打ち返すことができるのですか?

ラケットから離れる時の速度は速いのですが、ネットを越えてある距離になる

減速します。初速と終速の差が一番大きいスポーツです。

また、慣れてくると飛んでくるシャトルのコースを予測できるようになります。

②

Q
A

A

Q

Q

つ
０

-41-

Q ′` ドミントンの羽根 (シャトルコック)はどんなものですか?
A コルクの台に鳥の羽根 16枚を取り付けます。重さは僅か5gほ どです。
正式試合の羽根は水鳥を使います。一般では、陸鳥の羽根やナイロンの合成

素材のものもあります。



Q 試合の得点は難点で鵬敗が決まるのですか?
A lゲ ームは、女子シングルスは 11点 (ポイント)、 男子シングルス、男子、
女子ダブルスは 15点 (ポイント)で行います。試合は、 3ゲームで行い、うち
2ゲームを選手した方が勝ちです。ところが、バ ドミントンには「セッティン
グ」と言われる独特のルールがあります。女子シングルスで 10点で並んだ場合
とそれ以外の種目では、 14点で並んだ場合に追いつかれたチームが「セッティ
ング」をするか、しないかを選ぶことができます。
「セッティング」を選んだ場合

k+v> r'tvz 先に 13点
取れば勝ちです。

男子シングルス

男子・女子ダブルス }
先に 17点

Q

なお、得点は「セッティング」を選んだ場合でもサーブ権のある方にしか与え
られません。

≪国体バ ドミン トン競技について≫

Q 種別はどのようなものがありますか?
A 成年男子・成年女子・少年男子 。少年女子の4種別があります。

A

参加県はどのように決めるのですか?
「2004年 彩の国まごころ国体」では、成年男子と少年女子は47都道府県が
参加し、成年女子と少年男子は全国 9ブロックに分けて大会を勝ち抜いた都道府
県の 15チームと開催県 (埼玉県)1チームの合計 16チームが参加します。
1チームは、監督 1人・選手 3人の4人で編成します。

Q 試合はどのようにして行いますか。
A 8コ ートを使つて、すべて都道府県対抗の団体戦 トーナメント方式で行います。
試合は、①ダブルス②シングルス③シングルスの順で行い、先に2勝 したチーム
が勝ちとなります。

Q 天皇杯得点・皇后杯得点は、どのようにして決まるのですか?
A 得点には、競技得点と参加得点の 2つがあります。競技得点は、各種別ともに
1位 40点、 2位 35点、 3位 30点、4位 25点、 5位 (4チーム)12.5
点です。参加得点は、大会 (ブロック大会を含む)に参加した都道府県に 10点
を与えるものです。
但し、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかっ
た場合には与えられません。この競技得点と参加得点の合計が総合得点になりま
す。
天皇杯の対象種別は、成年男子・成年女子・少年男子・少年女子で、皇后杯の
対象種別は、成年女子と少年女子です。
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都道府県 (種別)別参加申込人数一覧表

地

区

成年男子 成年女子 少年男子 少年女子 合   計

監  督
選 手

監   督
選 手 選 手

監  督
選 手

兼 任 専任 兼任 専任 兼 任

1ヒ 北 海 道 12 16

東

　

北

青 森 県 () ( 12

岩 手 県

宮 城 県 ( 12 16

秋 田 県 ( ) 12

山 形 県 )

11,l,t,,t )

関

　

東

茨 城 県 ) )

栃 木 県

10 群 馬 県

11 埼 玉 県 12 1(,

12 千 葉 県 )
12

13 東 京 都 12

11 神奈川県

15 山 梨 県

北

信

越

16

17 長 野 県 ( )

18 富 山 県 16

19 石 川 県 12 16

20 福 井 県

東

　

海

21 静 岡 県

22 愛 知 県 12

23 ||| |■ )

24 岐 阜 県

近

　

畿

25 滋 賀 県 12 lh

京 都 府

27 大 阪 府 12 16

2ト 兵 庫 県

奈 良 県

和歌 山県

中

　

国

31 鳥 取 県 (
12

32 島 根 県

33 岡 山 県 () 12 1(ヽ

34 広 島 県 ( ) 12 16

35 山 口 県 )
12

四

　

一国

86 香 川 県
12

37 ,ど  lil∫  |lt
)

38 .し . 111. ||||

39 高 知 県

九

州

10 福 岡 県
12

41 佐 賀 県

42 長 崎 県
12 16

111 熊 本 県 ( )
1」

11 大 分 県 )

45 宮 崎 県

46 鹿児島県

47 沖 縄 県

計 16 )
.18 47 141 47 141 16 48 126 378 504
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都道府県別出場監督 。選手一覧表
成年男子

都道府県名 監督 。選手名 勤務先 。学校名 備 考

北 海 道

監督  古
選手  吉
選手  三
選手  米

川

川

上

英  樹
勇  司
裕  司
隆 夫

閉NTT東 日本北海道
閉NTTドコモ北海道
榊NTT北海道テレマート
NTT北海道電話帳側

宮 城 県

監督

選手

選手

選手

NTT東 日本宮城
NTT東 日本宮城
法政大学

日本大学

秋 田 県

監督

選手

選手

選手

鈴 木 理 之

藤  田 真  人
平 山 政 史

佐 々 木  翔

m北都銀行

閉北都銀行

輸北都銀行

閉北都銀行

監督  中
選手  山
選手  福
選手  石

條

田

井

川

英

岡II

彪
三ι

`F
士

澄

日本ユニシス靭

日本ユニシス榊

日本ユニシス閉

日本ユニシス榊

東 京 都

監督

選手

選手

選手

町

松

川

=゙1■

`目

田 文  彦
本    徹
口 馨  士
水    裕

NTT東 日本
NTT東 日本
NTT東 日本
NTT東 日本

富 山 県

監督

選手

選手

選手

今 泉    勉
ふ十  LE  」二  ■―″  円  土 ^
大 束 忠 司

大 束 真 也

トナ ミ運輸い

ミ運輸榊

ミ運輸欄

ミ運輸関

トナ

トナ

トナ

石 川 県

監督

選手

選手

選手

がこ イオ
木  下
廣  瀬
村  上

川

政

雅

進

彦

士

見

(有)ハセガワスポーツ

トナミ運輸い

石川 トヨペ ット

金沢学院大学

愛 知 県

監督

選手

選手

選手

吉  田
坂  上
稲  垣
稲  垣

努

裕
■●
口1,(

寿

翔 悟

東海興業欄

トヨタ自動車腑

東海興業腕

名古屋経済大学市屯F高等学校
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関 根 靖 則

草 井   篤
畑 山 辰 徳
菊 田 健 一

埼 玉 県



成年男子

都道府県別出場監督 。選手一覧表

都道府県名 監督 。選手名 勤務先 。学校名 備 考

滋 賀 県

監督  酒

選手  山

選手  数
選手  早

井

口

野

川

良

公

健

賢

コラ

4

洋

太

大 阪 府

監督

選手

選手

選手

平 井 達 也

松 井   充
銭 谷 公 浩

櫻 井 勝 仁

西 日本電信電話欄

西 日本電信電話m
近畿大学

NPO法人大阪トリッキーパンダース

辻 中 孝 彦

清 水 隆 志

佐 藤 伴 哉

士  士  晨  士
ノ,ヽ.     

「

      ιス1:,     ′し`

鳥取県立鳥取工業高等学校

鳥取県立鳥取東高等学校

鳥取県スポーツセンター

龍谷大学

岡 山 県

監督  藤
選手  松
選手  尾
選手 佐

道

4-
ノヽ

勝
辺ヒ
lF::

原

川

崎

イ白

弘

記

久

JFEスチール(榊
岡山県立水島工業高等学校

岡山県立倉敷中央高等学校

日本大学

広 島 県

監督

選手

選手

選手

尾 崎   清
新 宅 地 塩

有 田 裕 佑
酒 井 宏 治

(財)広島市産業振興センター

福岡大学

日本大学

早稲田大学

香 川 県

監 督  辻

聾 千  士
送 す  ロ

選手  竹
選手  天

義
」_
ノヽ

慶

真

文

助

本

川

川

野

ピースフル辻本

英明高等学校

小松印刷

中央大学

長 崎 県

監督

選手

選手

選手

渕 上 竹 見

片 岡 直 茂

西 山 勝 也

茂  見 ネ羊 平

長崎市役所

東長崎中学校

長崎東高等学校

鳴北中学校

熊 本 県

監督

選手

選手

選手

井 上 哲 章

花  田 政  文
田 上 良 治

古 財  和 輝

熊本県立翔陽高等学校

YKKAP株 式会社九州事業所
YKKAP株 式会社九州事業所
日本体育大学
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滋賀女子短大

近畿大学

日本大学

日本大学

鳥 取 県

監督

選手

選手

選手



成年女子

都道府県別出場監督 。選手一覧表

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備 考

北 海 道

監督

選手

選手

選手

吉 岡 秀 樹

岩 松  絵 理 子
中  麻 依 子
宮 崎 優 花

輸NTT東 日本北海道
mNTT北 海道テレマート
田NTT北海道テレマー ト
閉NTT東 日本北海道

青 森 県

監督

選手

選手

選手

工 藤 峰 靖

水 雲 智 子

岡 部 珠 恵

平 尾 真 美

藤崎町役場

つがる市立木造中学校

東北福祉大学

東京女子体育大学

岩 手 県

監督

選手

選手

選手

石

谷

池

川

り|1   聡
地  春  子
端  美  杉

村  益  美

JR東 日本盛岡支社
御明神牧野農業協同組合

釜石市役所

専修大学

宮 城 県

監督  山
選手  岡
選手  高
選手  平

並  正  人
田 真  糸己
橋  美  紀
山   愛

ラケットショップ広瀬

七十七銀行

七十七銀行

七十七銀行

監督

選手

魚 谷 啓 法

須 藤 雅 子

正 木 真 澄

斉 藤 奈 緒

選手

選手

い北都銀行

い北都銀行

m北都銀行

閉北都銀行

山 形 県

監督  嵐  田 芳 輝
芙 美 恵

瑠  美
真 由 美

選手
△́ +
,p /1｀

瀧  口
板 東

選手

選手

閉でん六

山形県民共済生活協同組合

いでん六

鶴岡市医師会

福 島 県

監督 平 野 泰 宏
選手

選手

選手

山  下
出  口

山 ノ 内

紋  可
文  乃
加 奈

福島学院大学

スポーツアカデ ミー相馬

東芝エ レベータ

竹田看護専門学校

茨 城 県

監督 小 島
知

悠

ラ六こ

恵選手  梅 津
川

号|

選手  中 彩

選手  綿 員

つくば国際大学

茨城トヨペットロ

つくば国際大学

つくば国際大学
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成年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督 。選手名 備 考

栃 木 県

舘 野
後 藤
赤 星
蓬 田

政  男
久  美
舞

朝 美

小山城南高等学校

日本女子体育大学

日本女子体育大学

東京女子体育大学

群 馬 県

監督

選手

選手

選手

金  子
中  嶋
大  杉
下 山

隆

愛

申
フフ

当曇

メこ

穂

香

真

明 日

群馬県前橋市立前橋高等学校

プラスチックホンダ

埼 玉 県

監督

選手

選手

選手

能  登

小  :室

大  熊

馬  上

則
中フフ

子

子

を
フe

恭

倫

愛

戸田市立戸田東小学校

尚美学園大学

ヨネックス腕

青山学院大学

千 葉 県

監督  浜
選手 松
選手  赤
選手  小

野  一  男

田 友  美

尾  亜  希

柳  知  子

千葉市役所

mヨ ネックス

閉ヨネックス

mヨ ネックス

東 京 都

監督

選手

選手

選手

ア
==

田

媚

ノヽ  ロ・~,  刀

田

井

良 子
美  幸
映  里
靖 代

山

」府

ヨネ ックス閉

NTT東 日本
NTT東 日本
ヨネ ックス閉

神奈川県

監督 藤
選手  岩
選手  井
選手  棚

井

田 新

里

満 美

」ニ
」ニ

菜
う彗
ラ未

`

子

川

田

日立ハイプリッドネットワーク株式会社

日本体育大学

株式会社ラケットシヨップフジ

株式会社ラケットシヨップフジ

山 梨 県

監督

選手

選手

選手

窪 田 邦 宏
伊 藤  寿 美 子
飯 島 春 奈

島 田 陽 子

山梨県立甲府昭和高等学校

東京女子体育大学

日本女子体育大学

新 潟 県

監督

選手

選手

選手

ロー
月

倉

松

川

桐 徹

織

優

子

井 香

真

朋

本

村

新潟国際情報大学

(有)ユ ウワ

東北福祉大学
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勤務先・学校名

監督

選手

選手

選手



成年女子

都道府県別出場監督 0選手一覧表

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備  考

長 野 県

監督

選手

倉  田
中 村
布 目

味 岡

」r
春|コ

真  希
沙 矢 香

真 由 美

選手

選手

長野県立長野商業高等学校

長野県立屋代南高等学校

住友信託銀行

東京女子体育大学

監督

選手

選手

選手

河  合

舛  田

大  下

山  口

日召 博

恵

詩

恵

織

禾|」

三協アルミニウムエ業榊

トナミ運輸閉

富山トヨタ自動車榊

日本福祉大学

石 川 県

監督

選手

]]   日ヨ

奥 村

青  山
鍛 治

義  仁
亜 紀 代

早  希選手

選手 祐 美 子

鵬北國銀行

浦崎歯科医院

閉北國銀行

欄北國銀行

福 井 県

監督 岡 田    忍
田 中 祐 美 子
山 崎  優 希 子
畑  小 百 合

選手

選手

選手

スポーツショップコーチ

社北小学校

福井ソーイング

京都産業大学

静 岡 県

監督

選手

山 本
金  森
村  松
塩  澤

秀 禾日

子裕

瑞

彩

選手

選手

穂

子

ジヤ トコ株式会社

早稲田大学

筑波大学

静岡大学

愛 知 県

監督 岡  川
本  田
川  戸
小 椋

泰  博
正 恵
和  子
し の ぶ

選手

選手

選手

豊田通商閉

豊田通商い

東海興業閉

日本体育大学

二 重 県

監督

選手

選手

選手

木  村
飯  田
松  尾
松  井

たL
I土

有
星二
″ 、

千

奈

紀
当螢

ブて

夏

川越南小学校

二重県立久居高等学校

暁学園

東京女子体育大学

岐 阜 県

監督

選手

膵,  '←屁 謄 伸 治

r 
藤_ 三菱

臓Ь 日ヨ   ~三
.

_   イ石

」=  ., __   _三
二

口 ↑丁 征  美

選手

選手

東海女子大学

東海女子大学

筑波大学

東海女子大学
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富 山 県



成年女子

都道府県別出場監督 。選手一覧表

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備  考

滋 賀 県

監督  羽
選手  早
選手  中
選手  垣

野  健  郎
1 由 希 子

村  百  合
山  ‐占  ―ト
石  具  不

ラケットショップイチムラ

立命館大学

滋賀女子短大

日本体育大学

京 都 府

平 井    悟
後 藤    舞
通 次 尚 美

今 井 杏 莉

監督

選手

選手

選手

京あみ

立命館大学

立命館大学

立命館大学

大 阪 府

谷

脇
々
多′

ノヽ  ロ・~7  刀

内 貴 昭
坂   郁
谷 郁 恵
ll府  香 里

監督

選手

選手

選手

三洋電機側

三洋電機臓

三洋電機冊

三洋電機側

兵 庫 県

か△ +
シT'/1｀

高  野

田 井

地 神

監督

選手

選手

選手

草 麻 生

理  沙
糸己  ‐子

加 奈 子

三菱電機側

三菱電機榊

三菱電機榊 ・

東海女子短期大学

奈 良 県

監督

選手

選手

選手

辻  田 泰 昌
三 宅 知 佳

谷 坂 優 花

箸 尾 千 尋

ON.T.Tフ ァシリティーズ
天理大学  .
天理大学

脚花の大和

和歌 山 県

監督

選手

選手

選手

武  野
下 澤

生 駒
岩 岡

宗 睦
な つ み

優

真 由 美

有田中央高等学校

知的障害者更正施設杉の郷

グンゼスポーツつかしん

京都産業大学

鳥 取 県

監督

選手

選手

選手

山 本
澤

藤  原
田 中

明  良
憂 妃
由 衣
妙 美 恵

鳥取三洋電機株式会社

鳥取三洋電機株式会社

鳥取三洋電機株式会社

鳥取三洋電機株式会社

島 根 県

監督

選手

選手

選手

田 部

江  部

高 木

西  川

実 智 代

真 梨
さ や か

夏 紀

田山陰合同銀行

い山陰合同銀行

欄山陰合同銀行

Ⅲ山陰合同銀行
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成年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先 。学校名 備 考

岡 山 県

監督

選手

選手

選手

若  林  邦 任
井 山 美 里

守 屋 仁 美

谷  日 貴 美

ラケットショップ 。ナガイ

岡山ガス閉

岡山ガスい

岡山ガス側

広 島 県

監督

選手

選手

選手

宮  崎
吉  岡
日 野

小  池

克  巳
知  香
由 希 江

温  子

広島ガス脚

広島ガス榊

広島ガス榊

広島ガス欄

山 口 県

監督

選手

選手

高 橋 良 明

重 村   泉
末 長 夏 樹

末 長   南選手

ラケットショップWIN
山口市役所

下松市立潮音保育園

株式会社コラボレー ト

監督

選手

亀 谷 幸 男

米  田 佳  代
濱  口 有  里
山 下 真 由

選手

選手

百十四銀行

百十四銀行

百十四銀行

龍谷大学

徳 島 県

監督 吉  岡
井  村
麻 植

松  本

努

子

よ

佳

選手

選手

選手

浩
―レ _,
よ  O

彩

大塚化学

徳島美容専門学校

立命館大学

九州国際大学

愛 媛 県

四国ガス

立命館大学

松山大学

早稲田大学

高 知 県

監督 中 原    学
濱 渦 生 江

松  田 伊  代
泥 谷 夕 希

選手

選手

選手

高知県立高知海洋高等学校

高知学芸高等学校

龍谷大学

高知大学

福 岡 県

監督 人 色 敬 三

山 田 絋  実
久 野 納 菜

樽 野 有 希

選手

選手

選手

九州国際大学

九州国際大学

九州国際大学

日本体育大学
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香 川 県

監督 武 智 英 治
選手 大 條  亜 津 紗
選手 安 藤 朋 恵
選手 関 谷 真  由



成年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 備 考

佐 賀 県

監督

選手

選手

選手

山  田
江  島
武 下

椛 島

雅  子
理  恵
ち ど り

の ぞ み

ベス ト電器い

佐賀大学海洋エネルギー研究センター

佐賀女子短期大学

福岡工業大学

長 崎 県

監督

選手

選手

森 辺

官  田
松 尾

白 山

ひ か り

美  穂
美 穂 子

麻 衣 子選手

長崎自動車学校

シャトルクラブ

諌早高等学校

日本体育大学

熊 本 県

監督 今 井 彰 宏

末 綱 聡 子

今 井 幸 代

前  田 美 順

選手

選手

選手

NEC九 州
NEC九 州
NEC九 州
NEC九 州

大 分 県

監督

選手

選手

選手

升 巴 正 博

島  田 麻  子
大 塚 安 純

河 原 理 恵

大分県立大分西高等学校

太陽の家

国土交通省大分河川事務所

別府大学短期大学部

宮 崎 県

監督

選手

選手

林

月5ミ

服

小

田

部

部

川

敦  子
絵  美
麻  衣
成  美選手

損保ジャパン

青山学院大学

日本体育大学

鹿児島県

監督

選手

大 迫 理 恵

木 之 下  直 子
内 山    香
田 代  裕 可 里

選手

選手

サン食品閉

根占中学校

九州国際大学

沖 縄 県

上 村 勇 人

大 見 謝  朝 野
長 嶺 朋 子

仲 里 弥 生

スポーッショップキクムラ

閉ヨネックス

ニ洋信販

沖縄銀行
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勤務先・学校名

監督

選手

選手

選手



都道府県別出場監督 。選手一覧表
少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

北 海 道

監督

選手

井  口

高  島
大 平

十  河

一  司

雅  彦
真 名 人

弘  樹

選手

選手

札幌第一

札幌第一

札幌第一

高等学校

高等学校

高等学校

高等学校札幌第一

青 森 県

監督

選手

選手

選手

戸 祭    潤
西  村  日召 彦
鈴 木 大 裕

松 浦    翔

青森山田高等学校

青森山田高等学校

青森山田高等学校

青森山田高等学校

岩 手 県

監督

選手

選手

菊 地
千  田 拓
中 塚  粧
岩  渕  勇

早

也

太

樹選 手

岩手県立前沢高等学校

岩手県立前沢高等学校

岩手県立前沢高等学校

岩手県立前沢高等学校

監督 若  生
伊  深
阿  部
佐  藤

正

裕

翔

弘

弘

」二
貝

太

選手

選手

選手 武

仙台商業高等学校

仙台商業高等学校

仙台商業高等学校

仙台商業高等学校

秋 田 県

監督  松  田
選手  小 笠 原
選手  伊  藤
選手  谷  村

清 孝
彗 五″す、 ロ

広  太
一  馬

秋田県立横手工業高等学校

秋田県立横手工業高等学校

秋田県立横手工業高等学校

秋田県立秋田工業高等学校

山 形 県

監督

選手

選手

上 林 英
齋 藤
笹 原 聖
兼 子 卓

樹

翔

士

也選手

皆川スポーツ

山形県立鶴岡工業高等学校

山形県立鶴岡工業高等学校

山形県立鶴岡工業高等学校

福 島 県

監督 橋 本 遊 二

池  田 智 明
菅 澤 伸 哉

安 部 惇 士

選手

選手

選手

帝京安積高等学校

福島県立白河旭高等学校

帝京安積高等学校

帝京安積高等学校

茨 城 県

監督

選手

選手

選手

木  内
羽 石
小 松 崎

日 下 部

広  史
直  弥
佑 也

友 哉

常総学院高等学校

常総学院高等学校

常総学院高等学校

常総学院高等学校
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宮 城 県



都道府県別出場監督 0選手一覧表
少年男子

都道府県名 監督 。選手名 備  考

栃 木 県

監督

選手

選手

選手

村 上 幸 一

福  田 春  樹
上 野 元 彰

吉 澤    薫

作新学院高等学校

宇都宮南高等学校

作新学院高等学校

作新学院高等学校

群 馬 県

監督

選手

選手

選手

平 間 章 雄

吉  田   昇
福  田 和  也
松 島 圭 祐

埼 玉 県

監督

選手

選手

選手

大 屋 貴 司

林   純 司
三 橋 智 希

上 田 拓 馬

埼玉栄高等学校

埼玉栄高等学校

埼玉栄高等学校

埼玉栄高等学校

監督  稲

選手  平

選手  石

選手  池

田

月

川

澤

聡

充

直  樹
佑  介

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

谷

階

須

下

監督  渋
選手  高
選手  名
選手 武

知

カ ロ

員

禾ll

日=
メ|

也

元

関東第一高等学校

関東第一高等学校

関東第一高等学校

関東第一高等学校

神 奈 川 県

監督

選手

選手

選手

五 十 嵐  功
岡 田 裕 貴
中 島 忠 昭

磯 崎 祐 磨

川崎市立川崎総合科学高等学校

川崎市立川崎総合科学高等学校

法政大学第二高等学校

藤沢翔陵高等学校

山 梨 県

望 月   旭
功 刀 公 人

加 藤 大 貴

堀 内 京 平

監督

選手

選手

選手

甲府市立甲府商業高等学校

甲府市立甲府商業高等学校

甲府市立甲府商業高等学校

甲府市立甲府商業高等学校

新 潟 県

山 縣
長 谷

星 野

小  林

泰  弘
川  聡
健 太 朗

勝  彦

北越高等学校

北越高等学校

北越高等学校

新潟県立有恒高等学校
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勤務先・学校名

群馬県立前橋東高等学校

群馬県立前橋東高等学校

群馬県立前橋東高等学校

群馬県立太田商業高等学校

千 葉 県

東 京 都

監督

選手

選手

選手



都道府県別出場監督 。選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先 。学校名 備  考

長 野 県

監督

選手

選 手

選手

神 林    務
小 平 徹 也

中 嶋 辰  徳
白 金 健 豪

長野県立小諸商業高等学校

長野県立小諸商業高等学校

長野県立小諸商業高等学校

長野県立蘇南高等学校

富 山 県

監督

選 手

選手

選手

水  和 清  次
上  田 真  也
高 嶋  淳  平
手 塚 保 将

高岡第一高等学校

高岡第一高等学校

高岡第一高等学校

富山県立高岡工芸高等学校

石 川 県

監督

選手

選手

選手

水  内
安  藤  総
伊  東  克
堂 谷 内

、′ L
lロ

丘

ろ ,ヤ

辱Ц]

剛

金沢市立工業高等学校

金沢市立工業高等学校

金沢市立工業高等学校

金沢市立工業高等学校

福 井 県

監督

選 手

選手

斉

斉

月
‐

松

藤

藤

藤

川

祐

真

直

郁

司

弘

弘選手

福井県立足羽高等学校

福井県立足羽高等学校

福井県立足羽高等学校

福井県立勝山高等学校

静 岡 県

岩  沢
河 野

小  野
細 小 路

猛

洋  平
拓  也
直 人

監督

選手

選手

選手

静岡県立熱海高等学校

星陵高等学校

星陵高等学校

静岡県立富士宮北高等学校

愛 知 県

監督

選手

選手

選手

野 瀬 泰 弘

三 浦 時 央

今  村  昌 平
駒  田 直 也

岡崎城西高等学校

岡崎城西高等学校

岡崎城西高等学校

名古屋経済大学市屯「高等学校

二 重 県

監督  新  門 耕  一
選手  藤  野  和 樹
選手  清  水  大 輔
選手  内 田   諒

暁高等学校

暁高等学校

三重県立久居高等学校

暁高等学校

岐 阜 県

監督  三 浦  公  雄
選手  森    |1召  裕
選手  杉  口1 将  t
選手  島  1司  亮  治

JA岐阜南
岐阜県立岐阜商業高等学校

岐阜県立岐阜商業高等学校

岐阜県立岐阜商業高等学校

|
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少年男子



少年男子

都道府県別出場監督 。選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備  考

滋 賀 県

監督

選手

藤

早

田

川

上

崎

中

下

良

修

日召

岡||

′
==‐1日

平

太

士

選手

選手

比叡山高等学校

比叡山高等学校

比叡山高等学校

比叡山高等学校

監督 山

堀

小

■,~●

本 裕  幸
功 定

泉 哲  平
都 官  眸

選手

選手

選手

京都府立西乙訓高等学校

京都府立西城陽高等学校

京都両洋高等学校

京都両洋高等学校

大 阪 府

監督 有

安
」 _

ノヽ

川

田 圭  一

田 敬  之
‐゙   ↓

=■
  -1-´

f■.  `′ Jヽ  メヽ

上  直  人

選手

選手

選手

柏原高等学校

柏原高等学校

柏原高等学校

柏原高等学校

兵 庫 県

監督

選手

選手

選手

神戸村野工業高等学校

神戸村野工業高等学校

神戸村野工業高等学校

神戸村野工業高等学校

奈 良 県

監督

選手

選手

村 山 友 二

森  田 正  秀
杉 本 祐 斗

江 頭 恭 平選手

腑N.T.Tマ ーケティングアクト関西

奈良県立添上高等学校

奈良県立添上高等学校

奈良県立添上高等学校

和歌 山 県

監督

選手

選手

選手

山 本
畑  下
山 東
平  野

1真  二

大  和

亮  太

晃  一

伊都高等学校

新宮高等学校

那賀高等学校

那賀高等学校

鳥 取 県

監督

選手

選手

選手

宮 本 義 夫

森 本 有 一

山 本 武 史

湯 谷 亮 介

有限会社明和印刷

鳥取県立倉吉総合産業高等学校

米子北高等学校

鳥取県立鳥取工業高等学校

島 根 県

監督

選手

和

玄

角

中

田

行

田

原

英 昭

也

碧

友

選手

選手
」二
」二 悟

脚中島製作所

島根県立松江北高等学校

島根県立松江北高等学校

島根県立大東高等学校
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京 都 府

友 金 幸 雄

柳  り|1    智
門 元 良 樹

久 保  利  彦



少年男子

都道府県別出場監督 。選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備  考

岡 山 県

西 崎 文 貴

佐  イ白 祐  行
三 宅 達 也

米 元 優 樹

監督

選手

選手

選手

岡山県立西大寺高等学校

岡山県立水島工業高等学校

岡山県立水島工業高等学校

岡山県立水島工業高等学校

広 島 県

監督

選手

選手

選手

花  岡
大  迫  剛
木 村
田 辺  佳

理

士

剛

文

広島県立安古市高等学校

広島県立安古市高等学校

広島県立安古市高等学校

広島市立安佐北高等学校

山 口 県

監督

選手

選手

選手

松 原 康 則

河 村 光 将

高 松 哲 平

秋 友 和 洋

山口県立柳井工業高等学校

山口県立柳井工業高等学校

山口県立柳井工業高等学校

山口県立柳井工業高等学校

香 川 県

監督

選手

選手

選手

河 合 雄 太

高 木 貴 弘

森   翔 紀
三 好 耕 二

高松商業高等学校

高松商業高等学校

高松中央高等学校

英明高等学校

徳 島 県

監督

選手

選手

選手

澤  田 慎  也
武  田 直 也
松 村 恭 兵

福 家 康 記

徳島中央高等学校

徳島商業高等学校

徳島商業高等学校

城南高等学校

愛 媛 県

監督

選手

選手

選手

督

弘 樹
卓 哉
真 次 郎

徳 永
大 倉
河 村
村 上

新田高等学校

新田高等学校

愛媛県立新居浜東高等学校

新田高等学校

高 知 県

監督

選手

選手

選手

桑 名    功
森 本 匡 博

内 原 悠 詞

矢 野 宏 樹

1高知県立高知東高等学校

高知県立高知東高等学校

高知県立高知東高等学校

高知県立高知東高等学校

福 岡 県

監督

選手

選手

選手

成  富
久  場
具 志 堅

西  村

勝  彦
秀  行
興 平

厚  輝

自由ヶ丘高等学校

福岡大学附属大濠高等学校

自由ヶ丘高等学校

自由ヶ丘高等学校
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少年男子

都道府県別出場監督 。選手一覧表

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備  考

佐 賀 県

監督

選手

選手

選手

森 田 広 貴
吉 村 拓 也

中 村 高 優

中 村 一 也

長 崎 県

監督

選手

選手

選手

林

小  山
/1ヽ   り||

松 尾

貴 昭
健  太
量  平
幸 一 郎

西陵高等学校

西陵高等学校

西陵高等学校

西陵高等学校

熊 本 県

監督

選手

選手

選手

権 藤 浩 二

武  山 修  三

園 田 啓 悟

嘉 村  健  士

熊本県立人代東高等学校

熊本県立人代東高等学校

熊本県立八代東高等学校

熊本県立人代東高等学校

大 分 県

監督

選手

選手

選手

渡 邊 仁 友

佐 藤   郷
升 巴 勇 希

衛 藤 翔 平

大分県立別府鶴見丘高等学校

大分県立別府鶴見丘高等学校

大分県立大分上野丘高等学校

大分県立大分西高等学校

宮 崎 県

監督

選手

選手

選手

山 内    :勉
高 妻 光 博

高 妻 智 一

吉 田 賢 司

宮崎県立妻高等学校

宮崎県立宮崎工業高等学校

宮崎県立宮崎工業高等学校

宮崎県立宮崎工業高等学校

鹿児島県

監督

選手

選手

選手

鬼 塚 敦 義

柳    雅 俊
曽 山 秀 策

益  山 広  基

牧園高等学校

鹿児島高等学校

鹿児島高等学校

鹿児島商業高等学校

監督

選手

選手

選手

赤 嶺
上 原
比 嘉
_L  Fヨ

奨

F]

正

!=L
y同

矢

翌

也

沖縄水産高等学校

沖縄水産高等学校

与勝高等学校

与勝高等学校
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佐嘉スポーツ(有 )

唐津工業高等学校

唐津南高等学校

唐津南高等学校

沖 縄 県



少年女子

都道府県別出場監督 。選手一覧表

監督 。選手名 勤務先・学校名 備 考

北 海 道

監督

選手

選手

選手

谷

■ ―

4｀

澤

7甫

村

村

隆

茜

郁 美
人 木  麻 由 加

札幌静修高等学校

札幌静修高等学校

札幌静修高等学校

とわの森三愛高等学校

青 森 県

監督

選手

選手

選手

高 屋
本 間

藤  井
垣  岩

仁

ち さ と

瑞  希
令  佳

青森山田高等学校

青森山田高等学校

青森山田高等学校

青森山田高等学校

宮 城 県

監督

選手

選手

選手

常  田
丁 塚
大  阪
伊 藤

貴 裕
真 紀
あ や
小 菜 美

聖ウルスラ

聖ウルスラ

聖ウルスラ

聖ウルスラ

学院英智高等学校

学院英智高等学校

学院英智高等学校

学院英智高等学校

埼 玉 県

監督

選手

選手

選手

田 部 井  秀 貞『
奈

子

ラ夫
=

井

昌

作

上 春

翔

智

永

山

越谷南高等学校

埼玉栄高等学校

越谷南高等学校

上尾高等学校

千 葉 県

監督

選手

選手

選手

局

Lヒ
Fヨ

瀬

川

本

秀

友

千

雄

依

夏

子

松

鈴 木 美 希

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

西武台千葉高等学校

富 山 県

監督

選手

選手

選手

ヨ三ζ́

江

金

夕r

谷

淵

正

ミ=メ
=

明

恵

愛

友

幸

山

念

富山県立高岡西高等学校

富山県立高岡西高等学校

富山県立高岡西高等学校

高岡龍谷高等学校

石 川 県

監督

選手

選手

選手

車 浩  明

浜 中  麻 亜 子
樽 野    恵
南 出  な つ き

石川県立金沢向陽高等学校

石川県立金沢向陽高等学校

石川県立金沢向陽高等学校

石川県立金沢向陽高等学校

岐 阜 県

監督

選手

選手

選手

多

局

田 隈  尚
亜 季 代井

奥 幸 那
智  美松  岡

西濃信用金庫

岐阜県立岐阜商業高等学校

岐阜県立岐阜商業高等学校

岐阜県立岐阜商業高等学校
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都道府県名



少年女子

都道府県別出場監督・選手一覧表

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備  考

滋 賀 県

監督

選手

選手

選手

濱  久 美 雄
福 森  絵 里 菜
大 條  小 真 姫
土 井 杏 奈

滋賀女子高等学校

滋賀女子高等学校

滋賀女子高等学校

滋賀女子高等学校

大 阪 府

監督

選手

選手

選手

谷 田
恵 良

ガヽ  ロ

津 村

尚 嗣
友 里 亜

晃  佳
優  衣

此花学院高等学校

此花学院高等学校

四天王寺高等学校

四天王寺高等学校

岡 山 県

監督

選手

選手

選手

佐 藤 忠 裕

三 宅    司
入 江 千 夏

岡 崎    愛

山陽女子高等学校

山陽女子高等学校

山陽女子高等学校

山陽女子高等学校

広 島 県

監督  藤
選手  落
選手  岡
選手 柳

雅 史
智 世
美 紀
郁 実

田

ノヽ
ロ

田

〒

鈴峯女子高等学校

鈴峯女子高等学校

鈴峯女子高等学校

清水ヶ丘高等学校

山 口 県

監督

選手

選手

選手

河 本
紙 川

藤  井
逸  見

泰

美 津 恵

綾 香
雪 乗

山口県立熊毛北高等学校

山口県立柳井工業高等学校

山口県立熊毛北高等学校

山口県立熊毛北高等学校

愛 媛 県

監督

選手

選手

選手

康 隆
希 奈
静 香
真 里 絵

出 井
高  岡
小  川
安 藤

新田高等学校

新田高等学校

新田高等学校

愛媛県立西条農業高等学校

福 岡 県

監督

選手

選手

選手

明 神 憲 一

下 崎   彩
栗 原 文 音

谷  口 智 美

九州国際大学付属高等学校

九州国際大学付属高等学校

九州国際大学付属高等学校

自由ヶ丘高等学校

長 崎 県

監督

選手

選手

選手

駒  田 智  史
竹 中 朋 佳

大 塚 珠 世

古 木 春 香

長崎女子高等学校

長崎女子高等学校

長崎女子高等学校

長崎女子高等学校
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競 技 成 績 採 点 方 法

男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合成績 (皇后杯得点)は、競技得点と参
加得点の合計とし、その多い都道府県順に第 1位から第 8位までを決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。

1 競技得点
天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

子
　
子

男

女

年

年

成

成

子
　
子

男

女

年
　
年

少
　
少

成 年 女 子

少 年 女 子

各種別とも 1位 24点、 2位 21点、

3位 18点、 4位 15点、 5位 (4チ ー

ム)各 7.5点 、の競技得点を与える。

2 参加得点
大会 (ブロック大会も含む。)に参加した都道府県に 10点 を与える。
ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しな

かった場合は与えない。
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総合成績 (天皇杯・皇后杯)一覧表

女子総合成績 (皇后杯 )男子総合成績 (天皇杯 )成年女子 少年男子 少年女子成年男子
総
合
順
位

備

　
考

総
△
ロ

|1頂

位

競
技
得
点

参
加

得
点

〈
ロ

〓
一
ロ

競

技

得

点

順

　

　

位

競
技
得
点

競

技
得
点

参
加
得
点

′ヽ
ロ

エ

ー
〓

ロ

競

技
得
点

順

　

　

位

競

技
得
点

順

　

　

位 位

盾

¨

都道府県名

北 海 道

青  森
岩  手

秋  田
山  形
福  島
茨  城

０

） 栃  木
10 群  馬
11 埼  玉
12 千  葉
13 東  京
神 奈 川14

15 山  梨
16 新  潟
17 長  野
18 富  山
19 石  川
福  井20

21 静  岡
22 愛  知
23 重

24 岐  阜
25 滋  賀
26 京  都
27 大  阪
28 兵  庫
29 奈  良
30 和 歌 山

31 鳥  取
32 島  根
33

34 広  島
35 山  口
36 香  川
37 徳  島
38 愛  媛
39 高  知
40 福  岡
41 佐  賀
長  崎42

43 熊  本
44 大  分
宮  崎45

46 鹿 児 島

47 沖  縄

■||■■|■■■■■■■■■■■ ■■‖■■|■■

■||■■ ■■
■■

■ ■■■ ‐ ■■ |■■ ■ ■■■ ■■
■■

■■
■■■■

■■
■■
■■

■ l■■■■■■

■■‖■■■■■
■■
■■

■■■■■■■■
■ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
■ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ■■

■■■■■■
■■■■

■■■■

‐ ‐ ‐ ‐ ‐
■■
■■

■■

■■‖■■|■■
■■‖■■|■■

■■■■

■■‖■■■■
■ ■■■ ■■■■‖■■|■■

■■‖■■|■■

■■■■

■■■■

■■■■
■■■■

‐ ‐ ‐ ‐ ‐
‐ ‐ ‐ ‐ ‐■■l■■:|■ll■■

■ ■■

■ ■■■■旧■‖■■■■■■
■■■■■■■■■■

■ ■ ■■ ■■■ ■■■■ ■■
■■■■

■■
■■
■■

■■
■■

■■
■■
■■

■■■■
■■■■

■■■■
‐ ‐ ‐ ‐ ‐

■ ■■■ ■■
■ ■■

■■
■■
■■
■■
■■
■■

■■
■■
■■
■■
■■
■■

■■■■
■■■■
■■■■
■■■■
■■■■

■■
■■

■ ■■
■ ■■
■ ■■ ■■

■■

■■
■■

■ ■■
■ ■■

■■
■■
■■
■■

■■
■■
■■

■ ■■
■||■■ll■■■■

■ l■■

■■■■

■■旧■‖■■

■■
■■ ■■■■■■■■

■■■■
■‖■

■■■■■■

■■■■

■■■■
■■■■

‐ ■■
■■■■ ■■■■

■■
■■
■■
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4

過 去 の 成 績
cを  ¬■
見 衣

一只 YMCA 人24

25 知

26 広 広

オープン

に
つ

4ヽ 刀ヽ

」_
ノヽ

′ヽ

´
０

/

順  位
種  別 1位 2位 3位

一般男子 単 東 京  広 田 敏 秀 北海道  佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子 複
広 田 敏 秀

藤 井 光 男

東  京
岡

　

相

淳

　

万

神奈川

馬 士
ロ

佐 藤

村 上

保

二 郎
北海道

一般女子 単 神奈川  吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里 神奈川  遠 藤 文 子

一般女子 複
士
口
　
　
ｔ返

神奈川

藤 文 子

田 とよ子 小 林 歌 子

中 村 た き

吉 沢 千 里

後 藤 範 子

愛  知

帰I」
∫1偵 ―

ム
ム
ｒ 1位 2位 3位

一般男子

秀

男

宏

久

敏

光

淳

康

田

井

宮

田

広

藤
」ヽ

山

東  京 神奈川

愛  知

愛  知

綾

久

武

子
子
子
子

堀

保

谷
江

田

石
渡
大

川

辺
竹

口

成

健

雄

司

岡

相

小

一
吉

次

淳

万
直

馬

谷

保

郎

俊
三
英

藤

上

西

佐

村

葛
北海道

北海道

神奈川

安

佐

司

寸

■

Ｆ

オ

た

Ｉ
↑

●
―
、

松

井
弘

栄

子
子
明

喬

実

一

一般女子 文 子
歌 子
とみ子

田

藤
林
川

」=

,塁

4ヽ

■ξ

神奈川

よ子

高校男子 二

一
夫
一

周
健
貞
一

田
山

塚
中

石
神
大
島

北海道
一裕

Ｌ
ι
ム

ｒ
II贋

男Il 2位 3位

一般男子

秀

明

久

敏

道

康

田

　

　

田

広

岡

山

一只東

治

司

彦

忠

健

和

越

竹

野

玉

大

大

阜岐

男

雄

男

光

成

和

井

辺

藤

渡

蟹

知愛

一般女子

子

子

子

綾

久

照

堀 江
愛 知  保 田

伊与田

ヨ
ハ

［
ｕ

籠
″
　

ｒ
ｒ

登

貝

高

石  川

悦 子
まさえ

人重子

代

子

子

絹

京

澄

藤

岡

原

伊

片

栗

北海道

高校男子

治

勇
　
一

興
　
　
健

部

日

松

服

野

立

知愛

直

夫
　
一

正

貞

秀江

東

西

諸

石  川
藤
　
　
中

後

林

田

阜岐

″谷ノt貞 F

金太郎

正 則
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神奈川

1位



3位2位位

号||

旧

い 1位

実

敏
茂

朗

章

　

芳

井
宮
崎

藤

江

小
山

佐

二只東

裕

二
俊

郎三

周

英

豊

田

山

西

坂

石
神

葛

野

北海道一般男子

秀
明

一
雄

敏
道

昴
査

田
　
井
五

広
岡
藤
吉

神奈川

江

田

田与

堀
保
伊

水

愛  知
久

照

子

子

原

　

田
倉

貝
登
高
米

石

まさえ

悦 子
人重子
衣 絵

田 中 知 ,
中 谷 成
生之瀬 京
小野寺 京

東  京一般女子

男
司
明
則

和
英
弾
光

倉

根
藤

島

新

関
内

伏

神奈川

一
夫
三

江
上
本

井

山

上

石  川
」鴫・土土

雄
彦
潔
治

文

一
　

隆

月
田
石
木

望
倉
力
鈴

一只東高伎り,,′―

子

子

子

明

美

照

弘

久

藤

嵐

藤

藤

十

佐

五
斉

佐

山 形

子

子

子

緑

良

美

光

一

大

竜

藤

中

川

野

田

島

神奈川

子

子

子

子

津

延

貞

美

一

瀬

尾

原笠

広

西

小

関

兵  庫高校女子

７
， 27 北大 体 (総

′ヽ

8 28

29

り|

9 ヒ
′ヽ 知

′ヽ

3位2 イ立
｀く
=頭
~F

種 別
｀｀
、

1位

司

三

昭

郎太

健

竜

哲

金

竹

岡

波

大

松

丹

林

岐  阜

ロ
フ
　
一
　

Ｒ
Ｐ

全
員

月

´
　
一　

白
ハ

一ヨ
暉

一

光

秀

十

藤 井
諸 江
相 川
萩 原

東  京一般男子

秀
豊

久

捜

貯

〈
　

　

百
尺

　

一

´
「

　

　

＝
円

　

一

田
治
崎

旦

広

佐

川

杉

神奈川

弘 子
貴久江
悦 子

元
津
部

岡
梅
阿

北海道

l「

一般女子

文 子
歌 子
とみ子

笙_i

藤
林
川

野

返
′」ヽ
■
=
小

神奈川 石  川

神奈川

ス

原

花
折
内

啓
大
彦

貝

登

島
町

悦 子
谷 須磨子

え

牧
利

岡
井

三

而
男

一

直

十

健

江 尻
辻
半田外

石 川

敏

則
男

五

兼

正
竜

啓
一

片 石
加 藤
長谷川
井 桁

北海道高校男子

良 子
光 子
美代子

澄_丘

大 川
藤 田

竜 野
波多野

神奈川

子

子

誉

武

久
一

西
山
コ

大

秋

真 子

香  川

子

子

子

子
一

富

京

範

圭

堀

津

藤

本

西

谷

佐

松

官  城高校女子

3位2位1位

正

友 一

亥久男

水

谷

木

清

釣

荒

富 山

勇

治

夫

興

貞

口

部

熊

野

服

稲

知愛

治

司

三

忠

健

竜

越

竹

岡

玉

大

松

阜岐一般男子

保 田
愛 知  伊与田

堀 江

子

子

子

久

照

綾

原

谷

登

貝

渋

石

悦 子
まさえ

信

子

子

子

美富

範

京

堀

藤

津

西

佐

谷

宮  城一般女子

富 沢 健 一

神奈川  伊豆内   宏
渡 辺   潔

信

三

昇

嘉

桂

村

尻

谷

西

江

島

石  川

健

正

昭

広

雅

場

友

藤

豊

御

伊

知愛高校男子

節 子
久美子

泰 子

沢

室

竹

大

大

大

知愛

美

子

子

嘉

文

基

森

野

宅

大

友

三

山岡

子

子

子

信

桂

亨

田

藤

形

武

伊

尾

島福高校女子

慶髯』
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男ll

僣

い

」
ι
右
ｒ 1位 2 イ立 3位

‐般男子

秀

博

明

敏
　
　
道

田

田

広

杉

岡

神奈川

司

一二

弘

健

竜

大

松

酒

竹

岡

井

岐  阜
一　
男

満

久

友

亥

谷

木

木

釣

荒

高

富  山

般女子
武 田 信 子

伊 藤 桂 子

子

子

子

みと

歌

良

せ菫

′j、

大

川

林

川

神奈川

江

子

子

久貴

悦

重

津

部

山

梅
・
阿

下

北海道

高校男子

永 井 栄 一

東 京 北 島 克 英

小野岡 順 一

方
　
　
谷

レ
し
　

日
劇

　

Ｌ
ト

■
４
　

量
り
　

「
Й

匡

功

外喜彦

石  川

紀
二
房

至

仁

隆

田

垣

角

生

板

羽

形山

高校女子

子

子

子

文

節

基

野

田

宅

友

権

三

山岡

子

節

子

功
　
　
静

木

津

丼

々佐

三

菅

官 城

子

代

子

豊

紙

怜

田

田

村

永

藤

藤

香 川

10回

11回

30 |1県  神 川

31 兵庫県 YMCA・

昭和 32 岡

体 館 ( 川

「 ]
′、

′ヽ12 士 士

男|」
|1偵

」
■
ム
ド 1位 2位 3位

‐般男子

博

明

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐

神奈川

弘

男

平

益

節

俊

田

木

村

上

増

武

阪大

清 志

俊 一

利 通

利

田

原

毛

前

石

岡  山

一般女子

子

江

子

美富

静

範

西 堀
宮 城  小野寺

佐 藤

子

子

子

文

節

政

野

田

本

友

権

光

山岡

子

子

子

貞

洋

奎

尾

藤

森

西

加

金

庫丘
（

高校男子

雄

智

之

好
　
　
裕

宮

村

藤

小

中

斉

神奈川

夫

徳

一

邦

正

龍

四ツ柳

岡 山  小田桐
岩 本

房

考

志

隆

重

勝

垣

岸

水

板

山

鑓

形山

高校女子

井

上

下

工
　
子

子

ヌキ

桂

衣

横

井

山

香  川
子

子

絢

桂

寿

林

田

岸

小

戸

根

北海道

節

子

子士心

英

与

浦

倉

浦

三

沼

三

宮 城

男Il
イ(4

旧

い 1 位 2 イ立 3位

一般男子

朗

博

男

芳
　
　
和

藤

田

倉

佐

杉

新

神奈川

雄

潔

三

文
　
　
俊

月

石

木

望

力

鈴

エス東

夫

雄

爾

貞

嘉

周

中

野

山

島

星

神

北海道

一般女子

工
　
子

子

ヌキ

桂

衣

井

上

下

横

井

山

香  川
子

子

子

節

政

桂

田

本

林

権

光

′」ヽ

岡  山
子

子

子

良

歌

英

大

小

石

川

林

川

神奈川

高校男子

雄

智

勝

好
　
　
敏

宮

村

木

小

中

鈴

神奈川

夫

男

章

明

和

井

田

知

酒

村

堀

石

隆

祐

豊

英

野

脇

田

平

森

富

根島

高校女子

島

下

下

田

山

宮

香

外茂子

久 子
ツヤ子

子

子

子

良

弘

禎

橋

村

野

掛

西

佐

岡静

田

田

田

有

長

松

石

順 子
悠喜子

富美子
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2位 3位
=ll

一
ι
ム
■ 1位

弘

弘

志

芳

益

清

谷

田

王

高

上

松

阪大

博

朗

久

芳

昌

田

藤

藤

杉

佐

佐

神奈川一般男子

敏

啓

夫

兼
　
　
牧

片 石
東 京  越 川

花 岡
子

子

子

節

政

桂

田

本

林

権

光

4ヽ

岡  山

子

子

子

歌

良

文

林

川

見

小

大

二

神奈川一般女子

キヌエ

久 子
外茂子

井

下

島

横

山

田

香

春

司

肇

幸

武

木

永

戸

鈴

宮

貝

一泉東

一　
嗣

正

晃

高

安

森

榎

中

奈 良

弘

憲

賢

義

善

森

垣

林

金

板

′」ヽ

山 形高校男子

子

子

子

久紀

節

光

山

川

竹

崎

多

石  川

子

子

子

島

島

尾マ■里″

高

中

栂

洋

玲

桂

富  山

本

木

本

藤

有

福

文 子
とみ子

和 子
香  川高校女子

13回  昭和 33

14 Π召 34

15回 35

足 立

市 館 (

||

2位 3 イ立
種  別

1位
志

博

貢

清

康
王
松

松

松

小

」ヽ

大 阪
治

夫

男

正
治

和

田
井

田

新

酒
村

石

朗

久

潔

芳

昌

藤

藤

回

佐

佐

関
神奈川一般男子

子

子

子

あ

洋

玲

坪
島

島

大

高

中
富  山

キヌエ

久 子
ツヤ子

井

F
川

横

山

官
香  川―般女子

子

子

子や

良

文

み

大

三

椎

川

見

野

神奈川

郎

司

規

士
心登

和

直

可ア¬~

市

柳

田

川

田

東  京
雄

夫

郎四

茂

敏

敬

佐

宝

北

藤

来

野
大  阪

義

田

本

原

杉

山

石

博

‖||
ユ、

“

■

神奈川教 ilリリr

彦

三

充

洋

恵

拓

本

崎

坂

山

岡

ガヽ

神奈川

彦

光

聡

康

将

瀬

中

木

竜

竹

梅
北海道高校男子

一
雄

宏

紘

保

昭

部

江

斐

渡

堀

甲

城

一　
宮

桂 子
美智子

美智子

尾

　

井

野栂

橘

酒
富 山

伊 沢 利 子
志 村 セツ子
石 原 待 子

仁

デ 岡高校女子

本

木
本

蔵

有

福

文 子
とみ子

和 子
香  川

3位2位
ttD贋~言
障 別

｀｀ヽ、
1位

男

徳

雄

久亥

三

幸

木

沢

野

荒

扇

大
富 山

朗

治

勤

芳

啓

藤

藤

石

佐

遠

砥
神奈川

一
英

肇

栄

克

井

島

戸

永

北

貝

一　
一泉

一　
東般́男子

村

沢
村

野
伊
志

岡静

志津江

利 子
セツ子

工
子

子

チ
政

満

坂
村

山

脇

木
横

秋  田般女子

子

子

子

洋

玲

桂

島

島

尾子―
墜

´

高

中

栂
富  山

三
隆

司
一

竜

安

裕
．

越

坂

木

宮

脇

鈴

一　
田

一　
秋

義

田
本

原

杉

山

石

博

国I∫
,′、

“

:

神奈川

匡

夫

寛

晴
」ヒ 方

河原山

茂 藤
石  川教員男子

字

淳

祐
一
洋

部

原
藤

阿

笠

伊

一一　
潟

一　
新

彦

男

一

勝

勇

清

藤

沢
橋

佐

出
高

形

一一　

山

三

充

彦

恵

拓

敏

岡 崎
小 坂
長谷川

神奈川高校男子

子

子

子

奉

七

文

橋

沢

崎

一高

石

長
秋  田

ｒ

ｉ

二

文

信

久

井横

林

森

一　
　
―
―

一
　

ヵ
香井

田

橘

酒

平

』
Ч

一

　

　

―

．

一　
富

■智 1′

―

た智 |′

牧 r
高校女子
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りll

工
Ｖ 1位 2 位 3位

一般男子

敏

一
男

兼

栄

忠

石
井

野

片

永

星

一只東 神奈川

朗

三
治

芳

恵

啓

藤

崎
藤

佐

岡
遠

山 形
板
L●
μ」

」ヒ

房

男

任

隆

勇
垣

沢
村

一般女子 富  山
尾

　

井

野栂

橘

酒

桂 子
美智子

美智子

子
子

子

政

満

奉

村

山
橋

木
横

高

田秋 香 川
宮

福

横

川

井

井

子

子

子

ヤツ

知

文

教員男子

北 方
石 り|: 河原山

江 尻

匡

夫

三

晴

圭
神奈川

博
敬二郎

捷 彦

田

田

山

杉

岡

秋

隆

司
喜

安

裕

弘

坂

木

橋

脇

鈴

高

田秋

高校男子

〓

司

昭

一紘

武

義

竹

沢

野

大

安

星

潟新 北海道

光

潔

治

富

　

直

村

浦

本

中

松

松

勲

男

博

真
平

秋

早

田

山

川

山 梨

高校女子

子

子

子

弘

詔

淳

佐 藤
山 形  小笠原

矢 口

子

江

子

紀

博

昭

木

野

山

高

天

影

岡静
子

子

子

津

　

モ

美

綾

モ

藤

山

門

伊

横

大
秋  田

16

17

36

37

38

町
′、

立 _
′ゝ 二只

18 11

別

順  位 1 位 2位 3 イ立

一般男子 東  京
星 野 忠 男
富 田   豊
井 門 鎮 雄

治

勝

三

啓

敏

恵

藤

木

崎

遠

鈴

岡

」ヒ 島
愛 知  小 宮

長谷川

英

雄

一

克

好

陽

一般女子

子

子

子

知

文

久

井

井

福

横

森
香 川

橘  雇冒画7
富 山  酒 井 美智子

栂野尾 桂 子

子
子
子

政
満
奉

村

山
橋

本
横
高

秋  田

教 t'tリリr 大

三

晴

圭

ヨヒ  :プテ
石 り|1 河原山

江 尻
神奈川

博

彦

郎三

捷

敬

田

山

田

杉

秋

岡

隆

司

光

安

裕

俊

坂

木

崎

脇

鈴
真

田秋

高校男子

務

男

紀

治

善

田
川

野

本

荒

阿

潟新
征

夫

誠

一
孝

一

野

田

西
須

関

一泉東
昭

勇

明

国

　

義

ヽヽ■
―
　
ニ

″
●

――
″

―
ュ

谷

奥

長

三
青 森

高校女子

子

子

子

妙

光

和

崎

村

橘

室

河

山富
シ

子

子

ト

サ

幸

塚

門

瀬

大

大

間
秋  田

子

代

子

淳

百

泰

塚

政

村

高

重

七

山岡

男ll

」
ι
ム
ｒ 1位 2位 3位

一般男子

一雄

憲

隆

一好

善

文

宮

垣
熊

小
板

稲

知愛
雄

司

一

鎮

武

栄

門

永

井

宮

堺

二只東
星 野 忠 男

島 根  富 田   豊
長谷川 春 茂

一般女子

一一子

子

子

一満

奉

文

一山

橋

崎

．横

高

長
秋  田

子

子

子

茂外

文

久

島

井

田
横

森
香  川

尾

井

崎

野栂

酒

室

桂 子
美智子

光 子
富 山

教 ilリカ
′―

匡

大

三

晴

圭

北  方

河原山

江 尻
石  川

田

田

山

杉

岡

秋

博

敬二郎

捷 彦

古

野

岡

世大

」ヒ
「■‐
河

吉 弘
敬四郎

輝 明
大  阪

高校男子

夫

男

春

義

光

一

野

田

日

星

裏

樋

潟新
　
・

一一誠

安

正

一
　

ォ

垣

関

中

古

二只東
福 島 智 徳

北海道  林     守
久保田 和 男

高校女子

沢

本

出

日II

松
′j、

不:l

‖召

子

子栃  木
千代子

一子

子

子

一和

純

泰

藤

沢
内

後

茂

竹

潟
　
・一

新
　
一

一一子

子

子

一幸

裕

泰

一森

田

田

高

高

村
北海道
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=Il

種
1 位 2位 3位

一般男子

雄

憲

昭

好

善

隆

官

垣

后

小
板

岩

知愛
一
司

一

栄

武

栄

井

永

永

官

堺

一只東

治

男

力

正

和

田

田

田

新
村

沢
石

横

田
森

井

島

子

子

子

茂

文

外

久

子

子

子

満

奉

文

山
橋

崎

横

高

長

田秋

ｒ

江

子

紀

博

蛍

木

野

后

高

天

岩

阜岐一般女子

教員男子
一
司
夫

紘
　

俊

部

井
藤

渡
永

佐

潟新

匡

大

三

晴

圭

北  方

河原山

江 尻
石  川

田

田

山

杉

岡

秋

博

敬二郎

捷 彦
神奈川

夫

修

一

方

　

年

本

壁

森

橋

真

良奈

正

博

弘

野

野
林

立

盛

高

山富

昭

之

貝|」
高校男子

造

夫

毅

正

和

本

田

山

鈴

神

片

潟新

栃  木
植

大

武

木

島

田

子

ョ
枝

カタ

コ
初

内

本

野

竹

石
高

潟新
泰 子
恵美子

人重子

ミ

子

子

枝

ミ

フ
美

ユ

佐々木

秋 田  中 川
加賀谷

高校女子

19回

20回

21

39

40

41

三一ι
コ
ヽ
一

県 )

大 工

2位 3位
別

一
■
ム
ｒ 1位

昭

朗

顕

義

立

条

口

田

東

山
牟

香
雄

憲

彦

好

善

敏

小 宮
愛 知  板 垣

長谷川

一
司

六

栄

武

十

永

上

堺

宮

田

一只東一般男子

子

子

子

文
久

和

井
　

藤

横

森

加
香  川

子

子

子

和
妙

泰

藤

崎
内

後

石
竹

潟新一般女子

子
江

子

紀

博

泰

木

野

田

高

天
高

阜岐

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

毛

三

柳

山岡

夫

匡

一

晴河原山

石 り|1 北 方
村 西

茂

　

弘

田
森

島

杉

笹

中

良

岡ll
」ゴ

北海道教員男子

才

一　
一

年

憲

公

壁

村

野

真

河
滝

良

一　
奈山

関

堀

杉

尾

阜岐
幸 矩
修

美智則
高校男子

一
之

雄

昌

信

邦

尾

前

坪

野栂

寺

中
富  山

野

崎

田

上

石

吉

木栃
明 美
喜代子

サ ト子

橋 葉 子
葉 良 子
本 美代子

局

稲

川

岐  阜高校女子

枝

子

子

光

妙

栄

藤

脇

田

近

才

池

阪大

3位2位1位日順

司
也

一

武

大

俊

永

中

武

宮

田
春

分大

三

男

勇

崎

山

上

岡

秋

三

恵

真山 梨
雄

憲

司

好

善

武

宮

垣

沢

小

板

安

知愛一般男子

横 山 満 子
秋 田 高 橋 奉 子

加賀谷 ユミ子

子

子
操

和
妙

一藤

崎
藤

一後

石
加

新  潟一般女子

子
江

子

紀

博
康

木

野

田

一島
天
工昌

阜岐

勝

志

敏

清

尭

=
式̀ニ

彬 ,

宅

禾ll

本

岡  山
夫

匡

一

晴

　

栄

河原 lll

石 り|| 」ヒ 方
原

良

彦

夫

茂

惟

功

田
達

山

一杉

安

上
北海道教員男子

一
弘
庸

和

健

忠

辻

崎

田

西

西

4ヽ

香  川
我 妻
市 川
寒河江

良F

`目
禾ll

宮 城
次

宣

作

百

＾
　

　

ｂ
ヽ

日
【　
　
‘′

間
橋

田

本

高

奥

一　
潟

一　
新高校男子

江
子
子

博
恵

民

木

口
藤

湯
浦
佐

・　
山

一　

岡

子

子

薫

美恵

悦

間

下

坂

本

日

高
新  潟

山
藤

藤

小
遠

伊
形山

登茂子

幹 子
シゲ子

高校女子

慶ぱ』
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オII

一［

＾

Ｌ
ι
ム
ｒ 1 位 2 位 3位

一般男子 愛  知
板

安

小

憲

司

宏

善

武

一

垣

沢

林
神奈川

平
彦

治

一
洋
啓

島

本
藤

小

山
遠

栄

十

平

上

橋

堺

田
本

一只東 ハ

ノヽ

・般女子

子

子

江

みと

文

真

木

井

本

有

横

山
香  川 新 潟

明

和

美

子

操

嵐

藤

藤

十五

後

加

子

江

ｒ

紀

博

雅

木

野

賀

高

天

虫

岐

教員男子 富  山
隆
郎

之

芳
史

信

く
　
ヽ
　
ヨ

●
４

■
４

“
Ｈ

清

正

松
北海道

良

彦

夫

茂

惟

功

田
達

山

杉

安

上

夫

一
功

和

紘

茂

部

地

加

渡

菊

城宮

高校男子

実

保

寛

田

島

回

米

松

谷

山富 奈 良
滝

」ヽ

葛

一
昭

一

公

正

博

野

林

輪

夫

夫

一

幹

哲

純

間

田

戸

門

山

本

城宮

高校女子

沢

子

坂

相

金

高

潟新

マチ子

美知子

薫

子

子

美

恵千

経

清

片

森

下

小

竹

山
香  川

美津江

加代子

和 子

田 仲
栃 木  枝

印 波

22 昭和 42

23 和 43年

24同 44

玉 越 ■ι

′、

(総

男|」
II頂 位 1位 2位 3位

一般男子

三

男

登

恵

真

崎

山

中

岡

秋

田

梨山

平

一
人

一
悠

直

島

良

辺

小

吉

渡
神奈川

一
征

誠

栄

一　
一

野

堺

西

関

一只東

一般女子

一子

江

子

一紀

博

久

木

野

藤

高

天

安
岐 阜

橋

野
仲

高

水

田

一ス東
とも子

小夜子

美津江

新  潟
明

和

邦

美

子

子

嵐

藤

林

一
コ
ー五

後

小

教員男子

一治

参
身

一直

勇

健

藤

原

南

ェ
芦

本熊
匡

一　
一栄

方

西

レ
し

＋
リ

イ
ト

ョ
「

＋
↑

Ｆ
〃

石

志

勝

敏

清

　

尭

利

宅

本

毛

三
柳

山岡

高校男子

博

治

茂

敏

正

上

島

目

二

草

布

山富
男

男

臣

好

光

政

藤

所
藤

遠

田
伊

形山
昇

宏

男

路

守

田
藤

立

岩

後

足

阜岐

高校女子

山

山

橋

平

柴

高

阪大
泰 子
きよ子

弘 子

一武

本

沢

一宮

福

赤

香
泰 子
幸 子
ひろ子

Ｈ
Ч

■
，

″
Ｊ

り

４
Ｔ

・
″

―

堀

竹

大

潟新
栄美子

悦 子
由里子

ガ|」
位

」
瞑

1 位 2位 3位

‐
般男子

三

男

応

一恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野

梨山
平

人

二

一
直

聖

島

辺

本

小

渡

坂
神奈川

一
征

誠

栄

一　
一

野

堺

西

関

一只東

・般女子

子

江

美代

紀

博

千

木

野

橋
岐  阜

橋

仲

野

高

田
水

一只東
とも子

美津江

小夜子

井

下

崎

永

山

岡

都一只

かお り

三枝子

繁 子

教員男子
明
参

身

寿

勇

健

田
藤

原

西

工
芦

本熊
　
・

清 志
勝

尭 敏

利

宅

本

毛

三

柳

山岡
匡

一　
一

栄

方

　

西

北

原

村

石  川

亨

司
敏正

間
泉

原

本

小

九

新 潟
通 夫
台次郎

稔

田

生

辺

内

桐

渡

馬群
一貴

久

幸

一弘

昇

繁

原

田
本

菅

岡

山

奈 良

高校女子

子

子

美

よき

弘

照

山

橋

場

一柴

高

大

大  阪
子

子

子

恵

和
島

川

田
谷

及
脇

紅
一

圭

　

　

一

Ｌ
「

　

　

一

岐

　
一

月

崎

津久

望

石

阿

しずか

茂 子
まさ子

栃  木
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25

26回

27回

45

46

47

釜 石
′ 、

歌 県 久

東

2位 3 イ立1位
種  別

神奈川

平

人

二

一
直

聖

島

辺

本

小

渡

坂
東  京

信

昌

健

孝

一
二

田

尾

木

野

池

栂

鈴

三
男

応

恵

真

秀

田

山

田

窪

秋

野

梨山一般男子

昭 子
喜代子

しずか

本

崎

月

松

石

望

木栃
紀 子
博 江
富士子

木

野

原

一高

天

桑

一　
阜

一　
岐

悦 子
マチ子

和 子

中

沢
藤

竹

相
後

潟

一　
新一般女子

明

参

身

寿

勇

健

田
藤

原

一西

工

芦

一　
本

一　
熊

匡

一
之

栄

忠

方

　

本

一北

原

松

一　
［――

一　

　

―
′

一　
石

士

夫

彦

彦

邦

和

佐々木

岩 手  佐々木
永 沢

教員男 F

夫

荘

雄
一

言
口
　
　
　
Ｌ
コ
一

ォ
ー
　
　
　
●‘
一

橋
藤
藤
一

一高
佐
佐

一　
手

一　
岩

司
真

美

康

　

繁

,に

竹

西

内

川

奈 良
治

治

吾

欽

勇

信

一一谷
村

山

一銭

竹

青

一　
　
＝”

一
　

　

―

フ

一　
石高校男子

香  川
美

美

子

秀
清

静

東

　

所

川
森

田

敏

幸
静

林

井

田

小
藤

池

木栃
枝

子

江

尾

本

本

西

秋

秋

阪大
真理子

人代美

幸 子
高校女子

｀
==稲T種 別
｀`
‐、

1位 2位 3位

一般男子 神奈川

渡
/」ヽ

宮

辺

島

川

直 人
一 .平

秀 樹

窪 田 恵 三
山 梨 秋 山 真 男

岩 下 一 雄

森   芳 夫
岐 阜  河 田  満

安 藤 義 治

一般女子 新  潟
鈴 木 明 美

後 藤 和 子

本 間 恵美子
神奈川

杉 田
味 蓼
秋 山

良 子
とも子

陽 子

田 村
北海道  高 野

今 川

静 子
美千子

喜佐子

教員男子

久保田 良 昌
滋 賀 藤 原 健 二

藤 上 良 信

森     隆
中 西 詳 味

佐 藤 光 伸
和歌山

~~~禾
郷 節 生

熊 本  南   直 治
工 藤 勇 参

高校男子 ,7

土 田 証 雄
潟  鈴 木   裕
佐 野 直 行

山 本 茂 樹

倉 内   徹
岡   忠 成

和歌山

西 り|1 繁 美
奈 良  佐 野   弘

中 井 基 夫

高校女子

真理子

人代美

幸 子

西 尾
大 阪  秋 本

秋 本

陽 子
すみ子

瑞 江

千 葉
福 島  宮 内

木 村

林

岡 山  平 田
三 宅

寿美子

喜久江
一 美

3位2位1位riil  _、

種  万,「 _
三

男

雄
一

恵

真

二

田

山

下

窪

秋

岩

一　
梨

一　

山

二
孝

一

健

信

昌

木

田
尾野

鈴
池

栂
東 工只

平

人

樹

一
直

秀

島

辺

川

小

渡

宮
神奈川一般男子

子

代

美

恵千

幸

清

片
西

小

小

森

香  川
代

江

子

香

静

康

一本

田

居

一橋

池

富

一　
知

一　
愛

恵
子
子

博
悦
茂

木
中
崎

湯
竹

石

一一　
一泉束一般女子

匡

一
進

栄

~   
北 方

石 川  原
長谷川

晃

桔

昇

井

藤

田

別
斉

森
木栃

隆

味

夫
一

詳

幹
一

西

間

森

中

門
和歌 1山教員男子

純

西

田
藤

古

角

後

阜岐

悟

勝下

島

原

山

谷

石

敏

敏

助

夫

行

男

夫

正

弘

基

義

敏

一井

田南

辻

一中

奈  良高校男子

山
T「′
■
~

瀬

田 尚 子
野 美千代
野 清 美

千  葉
子

子

子知

洋

浩

真

日

間

田

矢

本

今
山 形

子

子

子

幸

幹

敦

本

田

田

一秋

高

徳

一　
阪

一　

―

一　

大高校女子
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Il

旧

＾

」
■
ム
世 1位 2位

‐
般男子 神奈川

小

官

笠

島

川

井

平
樹

行

一
秀

教

関

東 京  栂野尾
池 田

誠

一
孝

一
昌
信

次

保

寛

頂間

島

口

本

松

谷

知愛

一般女子

木

沢
中

湯

相

竹

一ふ東
博 恵
マチ子

悦 子

美

美
生

清

秀

弥

東

尾

森

川

長

香  川
江

子

子

博

功

悦

野

沢

野比

天

広

日

岐  阜

教員男子

英
信

二

良

良

健

上
上

原

藤

藤

藤

賀滋
原

石 り|1 長谷川
和 田

一
進

修

栄 司

三

夫

昌

和

井

山

藤

永

高

斉

形山

美

之

雄

正

博

治

西

梶

上

村

川富 |II

繁

光

之

芳

弘

寺 田
福 島  矢 部

五十嵐

昭

三

夫

文

恵

利

田

重

内

池

松

坪

良奈

高校女子

一田

田
野

高

徳

植
阪大

幹 子
敦 子
恵美子

尚 子
美千代

清 美

田
野

野

山

平
瀬

葉千
子

子

子

正
礼

友

田
水

原

堀

清

福

形山

28回 48 エユ

29 日召不口49

30 日召不口50

のまごころ 石

をひらこ み え

小

たくまし 立 松 石川県

ヮ`|」

」
ι
ム
ド 1位 2位 3位

一般男子

孝

一
満

信

昌

茂

田

尾

井

野

池

栂

今
東  京

平

樹

行

一
秀

教

島

川

井

小

宮

笠
神奈川

保

次

寛

百
尺
ｍ
Ａ

島

間

口

松

本

谷

知愛

一般女子

崎

田
山

石
今

柴

二
只東

茂 子
真知子
きよ子

子

子

美

静

豊

秀

所

口
東

田

山

川

香  川
子

子

子

千

静

美

百

村

野

島

田

高

藤

北海道

教員男子

夫
志

隆

幹

隆

間
藤

門
武

森
和歌山

一〓
進
夫

一栄

　

秀

原

石 り|1 長谷川
高 来

昭

和

郎太

利

昌

健

藤

本

川

佐

関

大
茨 城

三

彦

之

一孝

俊

信

山

島

藤

米

中

加
一
〓

杉

　

一

１

′

　

　

一一

山

　

一

一
和

博

良

久

信

本

倉

田

塚

小
村

良
　
・一

奈
　
一

幸

博

平

博

芳

幸

川

訪

村

谷長

諏

中
福  井

高校女子

根

塚
藤

関

大

佐

潟

一

新
　
一

和 子
ソノエ

由喜子

田

山

辺

牛

片

渡

香
真弓美

千英子

幸 子

野

川

村

恵美子

好 子
寿弥子

植

石

」ヒ

大  阪

1位 2位 3位

般

平

樹

行

一
秀

教

小

宮

笠

島

川

井

神奈川

孝

一
治

信

昌

欽

池 田
東 京  栂野尾

銭 谷

一之
勉

男

博

　

和

村

泉

沢

河

今

米
富  山成

年
男

子 教 員
一
進

修

栄原

長谷川

和 田
石  川

苓
~弄~勇~司~

群 馬  関   俊 夫
桐 生 台次郎

一　
一
治

紘

純

良

部

戸

岩

渡

木

白

戒

　

一

Ｊ

．

　

一

官

　
一

成年女子

本

田

山

湯

池

柴
一

一思
　
一

東

　

一

美 加
きよ子

恵博 美

子

子

秀

静

豊

東

所

口

川

田

山

香
子

美

子

雅

明

敦

円

田

原

石

三

藤

山岡

少年男子

一浩

夫

司

伸

章

裕

岡

田
島

吉

富

田

良奈
一士
口
入
（
士
心

庄

直

宏

森

井

本

百

酒
坂

石  川 隆

隆 夫

一川

沢

戸

一橘

沼
宍

城宮

一孝一一光

少年女子
恵美子

寿弥子

好 子

植
1ヒ

石

野

村

川

大  阪
一美

子

花

一
　

く

一
Ｃ

　
、

　

い“

一
フ

し

・
４
＾

口
野
崎

谷
槙

野

重

子

子
保

代加

茂

美

川

谷

崎

前

渋

金
香  川

-70-

3位

高校男子

高校男子



|

1位 2 イ立 3 イ立

成
年
男
子

舟支 神奈川

小

官
午々
工二

一 平
秀 樹
教 行

島

川

井

~  
今 泉   勉

富 山 牧 野 光 男

米 沢 和 男

石 川
相 川
米

堂谷内

進

正 隆
均

教 員
原

長谷川

和  田

栄 一
進

修

石  川 群  馬
関   俊 夫
今 井 勇 司

桐 生 台次郎

門 間 幹 夫

和歌山  武 藤 隆 志
山 本 茂 樹

成年女子 東  京
湯 木 博 恵

石 崎 茂 子

今 田 真知子
香  川

石 原
田 所
牛 田

英 子
静 子
真由美

真理子

美津代

幸 子

西 尾
大 阪  谷

秋 本

少年男子

重 山 成 生

石 り|1 森 田   均
坂 本 昌 嗣

北 橋   進
滋 賀  西 山 博 司

西 堀   武

~ 
平 野 勝 彦

香 り|1 上 原   明
本 田 敬 二

少年女子 大  阪
石 り|1 好 子
平   久美子
河 村 茂 美

青 木 恵 子

新 潟 藤 井 良 子

佐 藤 友 子

順 子
睦 子
ふみ子

徳 水
東 京  松 枝

水 野

31

32

33

51 若楠 ′ヽ

県

町 立

ムヽ

●

52

日召 53

ろ

や び こ
′ ヽ

2位1位
平

行

弘

一
教

敏

島

井
小

笠

辻

孝

一
治

信

昌

欽

池 田
東 京  栂野尾

銭 谷

雄

孝

雄

幹

佳

証

崎

野

田

尾

飯

土

一　
玉

一　
埼|||

夫

樹

和

幹

茂

正

一問

本

山

一―
　
．′　
―

一門

山

米
和歌山

司

夫

郎次

勇

恒

台

井

原
生

今

栗
桐

群  馬
一
進

光

栄

　

吉

原

長谷川

舛 田
石  川

成
年
男

子 教  員

子

子

美由

英

静

真

原

所

田

石

田

牛
香  川

西 尾 真理子
谷   美津代
秋 本 幸 子

大  阪
恵

加

子

博

美

茂

木

田

田

・湯

池

池

一　
一思

一　
東成年女子

一
悦

二

勇

誠

俊

藤

美

内

丹
楠

島

森

一　
青

永

明

忠

光

俊
田

郷

根

角

久

関

一一　
木

一　
栃

司

司

樹

博

忠

和

山

部

田

西

矢

山

賀滋少年男子

西

下

沼

葛

山
柳

森青
明 子
奈々子

端 代

理
香

枝

由

圭

史

田
村

田

浜

田
寺

知

一　
一島

子
美

子

美久

茂

恵

村

日

一平

河

原
大  阪少年女子

3位2位1位

正 隆
均

相 川
米

堂谷内

石  川
勇

裕

男
一
法

」
ヽ

」
ロ

一棒
鈴
丸

新  潟般

男

博

夫

光

和
龍

所

場
村

田
大

西

一一　
葉

一　
千

参

悟

文
一

勇

　

芳

藤

津

中

工
稲

田

一一　
本台

Ｒ

司
夫

和
．

勇

恒

盛

井

原

崎

今

栗

岩

一一　
馬群

進

光

修

士
ロ

川

田

田

谷長

舛

和
石  川

成
年
男

子 教 員

子

子
枝

久

裕

藤

沼 能
日 山
日向野

栃  木
〈
ロ百

富

峰

本

山

口

一一薔
”
　
―
】

．コ

一■
■

■
，

‐Ｉ
Ｈ

子

江

子
福  岡

代

子

子

津美

幸

文

谷

大 阪  秋 本
東海林

成年女子

浩

司

司

正

悟

栄

田

嶋

保

横

川

滋  賀
人

弘

徳

雅

正

英

~   
桜 井

山 形  五十嵐
須 員

憲

二
章

俊

浩

哲

一石
藤

上

一本

権

井
熊  本少年男子

子

子

子
原

」ヒ

裕

恵

ス

川

回

田
大  阪

子

子

美

代加

康

里

野

田

賀

一上

高

海
栃 木

美

枝

子

広

一
優

岡

沢

藤

月

中

斉
潟新
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1 位 2位 3位

,1支

男

博

之

光

和

富

所

場

本

田
大

織

葉千
平
清

明

一
　

敏

島

橋

小
高

菅
神奈川

男

雄

敏

好

敏

正

藤

村

原

遠

木

久
北海道成

年
男

子 教  員 修

光士
ロ

川

田

田

谷長

和

舛

進

石  川
司
夫

博

勇

恒
智

井

原

木

今

栗
鏑
一一

ヨ
フ

　

一

巨

¨
　

　

一

群
　
一

滋 賀
二
信

之

健

良

重

原

上
坂

藤

藤

脇

成年女子

日 山
栃 木  日向野

大 鳥

子
枝

代

裕

藤

和

子

子

子

文

明

恵

林

西

日

海東

葛

原

大  阪
平 井 佐代子
山 田 高 子
前 り|1 加代子

香  川

少年男子

三

介

章

一浩

英

哲

一藤

上

上

権

村

井

本熊
浩

太

史

佳

　

佳

野

西

田

岡

イヽ

竹

香  川
馬 場 良 浩

栃 木  小野口  正
大 島 正 志

少年女子

田

田

田

北
植

冨

阪大

ス ミ子

日出 r
美千代

井
藤

岡

藤

遠

富

潟新
直 子
えり子

栄 子

川

高

陣

代

子

子美

安

和

貴

添

峯

内
熊  本

34回

35

36 日ι7

54 ||

55

のふ る

の ′、
体 ′ヽ

56 びわこ 滋 市皇子が丘公

らIl
舌

〓

1位 2位 3位

成年男子

勉

隆

博

正

敏

泉

　
　
Ｌ

今

米

二

山富

長谷川   進
舛 田 吉 光
堂谷内   均

石  川

平

治

明

一　
隆

敏

島
一
田

小

池

菅

神奈川

成年女子

洋 護
多喜子

陽 子
辺

岸

端

渡

高

二只東

谷

若

阪

代

生

子

津美

弥

典

■
り

　

１

＋
↑

　

ｒ
ト

滋  賀
子

美

子佳

澄

喜

智

松

辺

田

小

渡

柳

愛  知

少年男子

幸

夫

二

裕

英

進

本

端

浦

山

竹

松

賀滋

志

円

樹

正
　
　
正

島

堀

村

大

大

戸

木栃

章

男

幸

哲

幸

和

上

東

田

井

伊

福

本し
」い

台
沢

少年女子

峯

内

山

高

陣

森

本熊

和 子
貴美子

弘 美

代

織

美

全

千

升

田

木

崎

松

新

尾

阪大

Ｌ

内

田

子

・
　

，
■

　

―

「

□

´
　

Ｊ

・
　

――
ド

潟新

満 子
美 子
登美子

順 位
種  別 1位 2位 3位

成年男子

勉

隆

永

ェ

加

泉今

米

林

山一昌

伸

茂

美

光
　
　
英

藤

藤

元

佐

須

村

森青

司

行

博

勇

克

智

井

庭

木

今

秋

鏑

馬群

成年女子

恵

子

美

博

陽

広

木

岸

岡

湯

高

月

一只東
美津代

村 美千代
野 恵理子

谷

西

磯

滋 賀
河 村 茂 美

平   久美子
葛 西 明 子

大  阪

少年男子

二

泰

昌

進
　
　
泰

浦

岡

田

松

片

辻

賀滋

二

次

二

修

健

康

野松

宮

宮

梨山

仁

博

啓

義
　
　
照

田

松

本

，
・　
Ｉ
Ｉ　
，
コ

「
●

　

未

・
　

〓

〓

石

少年女子

子

子

美

美貴

尚

弘

内

峯

山

陣

高

森

本レ
ヾ
台

バ

子

子

美

佳

貴

明

内
　
　
井

山

佃

永

香

山

石

本

美 子
咲知子

佳代子

内

崎

田

新 潟
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工
Ｖ

店
旧
＾ 1位 2位 Ｌ

■
ホ

ｒ

成年男子

司

博

行

勇

智

克

井

木

庭

今

鏑

秋

馬群

勉

男

隆

和

正

泉

沢

今

米

米

山富

男

一
一
弘

好

孝

昌

藤

山

葉

遠

米

千

北海道

成午女子

織

子

美

小

幹

裕

本

田

寺

河

高

小

岡  山

美

子

子

美

智

茂

久

美

村
　
　
奥

河

平

国

阪大

子

子

子

津美

直

純

本

島

田

山

川

原

静  岡

少年男子

勉

昌

男

泰

吉

川

田

本

西

辻

杉

賀滋

Ｈ

＾

゛
`、

“

コ

克

浩

憲

尾

島

田

山

岡

羽

石

美

幸

郎一

ｒ
Ｌ
　

ＩＩ
“
　
卜
に

■́

　

‘
↑
　

詢́

内

井

割

長

新

人

工埼

少年女子

子

澄

美

嘉太

香

春

田

井

原

松

石

鴻

大  阪

美

子

みよ

弘

尚

き

山

峯

木

森

高

青

熊  本

美

子

苗

奈真

仁

早

沢

崎

貫

岡

小

栃  木

37

38

39 59 わかく

57 くにびき

58 か

町中

′ヽ

良県

3位2 イ立1位

之

孝

雄

和

佳

裕

藤

野

出

後

飯

井

岡静

裕

一　
英

圭

芳

木

下

塚

鈴

山

飯

潟新

司

夫

博

勇

恒

智

井

原

木

今

栗

鏑

馬群成年男子

子

美

子

代美

広

尚

岡

峯

枝

月

高

束 一泉

直 子
千加子

純 子

島

松

田

川

白

原

岡静

本

田

原

河

高

中

山岡

小 織
幹 子
裕 美

成年女子

弘

哲

二

昌

満

友

市

野

山

見

小

村

奈  良

浩

典

洋

泰

喜

藤

本

山

佐

松

村

庫兵少年男子

明
　
一　
昭

英

謙

英

本
　
　
次

川

林

三

本熊

真理恵

みどり

智 美

田

田

名子―
□

´

原

本

川

新 潟
美 香
真由美

きよみ

村

井

木

上

平

青

本熊

美

子

美

春

貴

正

原

木

崎

鴻

新

宮

阪大少年女子

3位2位1位

弘

夫

浩

敏

基

伸

井

岡

辻

中

吉

良奈

司

夫

博

勇

恒

智

井

原

木

今

栗

鏑

馬群

司

治

二

恭

正

浩

士

藤

藤

工

江

権

本し
ヽ
台
月成年男子

枝   美代子
森 山 弘 美
三 田 知佳子

東  京

み

子

代

ル
ヽひ

順

和

東

野

路

伊

小

小

石  川

子

枝

子恵

明

和

美

西
　
　
山

葛

星

平

阪大成年女子

一　
美

隆

功

勝

松 元
埼 玉  生井沢

石 橋

光

男

行

保

正

繁

井

嶋

田

平

中

室

山富

江 藤 裕 樹

滋 賀  中 り|1  健
中 り|1   康

少年男子

光

地

田

徳

谷

西

森青

由美子

春 子
美知子

井 郁 子
池 由扶子
戸 香 織

若

」ヽ
」三
日

新  潟

子

薫

子

貴
　
　
陽

木

村

田

新

今

山

阪大少年女子
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別

白

メ 位 1 位 2位 3位

成年男子

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤

工

権

堺

本熊

司

夫

夫

勇

恒

康

井

原

内

今

栗

竹

馬群

生= =L|́`、   ′C」ヽ

勝 志
外喜男

本

賀

井

坂

古

坂

知愛

成年女子

美

子

子

広

満

美

岡

上

内

月

野

山

潟新

和 子
和 枝
美恵子

峯
　
　
山

高

星

平

阪大

文 子
栄美子

真由美

林

藤

日

海東

佐

田

山 形

少年男子

美

修

隆

勝沢

地

橋

井生

菊

石

埼  玉
人

彦

守

篤

明

気

山

中

谷

本

川

石  川

彦

裕

久

和

徳

義

レ
し　
■コ
　
Ｌト

ー
■
　

■
↑
　

■
４

浜

中

4ヽ

熊 本

少年女子

島

代

尾

田

田

松

本熊

」= Th′O♪   ノJ

美智世

知 美

子

織

子

扶由

香

匡

池

戸

小

青

棒

新  潟

美

紀

秋

恵智

由

智

手

間

井

横

平

乳

青 森

40

41

42

60 わかとり

61 かい じ

県立山

西62 ′ヽ

ガ||

，
■
ム
■ 1位 2位 3位

成年男子

幸

二

次

裕

修

健

本

野

山

松

宮

梨山

夫

嗣

浩

一　
尚

正

下

田

科

森

谷

保

阪大

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤

工

権

堺

本熊

成年女子

美

子

子

広

満

美

岡

上

内

月

野

山

潟新

子

美

子

理真

鶴

和

川

谷

向

今

大

田

富  山

子

代

和

幹

英

田

日

藤

高

野

清

梨

少年男子

猛

幸

昭

宏

秀

住

野

山

久

畑

本

本●
Ｒ
台
ス

志

努

寿

高
　
　
延

田

石

佐

内

典

岩

梨山

樹

成

高

直

芳

夢

田

田

木

吉

越

城

｛昌

少年女子

美

美

美

士富

由

由

村

島

庭

田

田

間

福  岡

美

秋

子美

和

千

喜

尾

利

辺

松

毛

渡

熊  本

元

田

水

悦 子
由紀子

秋

太

清

埼  玉
たIケ辛抒

ガll
1 位 2 イ立 3位

真

史

幸

和

広

宣

内

尾

蘭

木

横

阜岐

夫

夫

也

恒

康

哲

原

内

桐

栗

竹

片

馬群

司

一
一　
一

恭

浩

圭

士

藤

工

権

堺

本熊

成年女子

川

谷

喜

今

大

伏

山富

真理子

鶴 美
由美子

子

恵

美

津美

幸

清

本

屋

本

宮

大

松

愛 知
子

代

子

佳

和

幸

島

路

本

彼

′」ヽ

水

石  川

少年男子

生

肇

崇

麻草木

井

原河

鈴

平

小

滋 賀
昭

也

美

秀

誠

宗

山

村

龍

本

高

廣

本熊

勝

隆

二

英
　
　
秀

根

井

木

関

石

鈴

玉埼

少年女子

子

和

子

敬

美

愛

原

斐

村

中

甲

宮

本熊

子

子

子佐

高

良

妃

里

田

井

南

岩

水

大  阪

Ｌ

朱

ゆ

橋

賀

棒

高

加

潟新

r‐

美
И

ン

ユ
″
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3位2位
別

舌
只

Ｌ
■
ム
ｒ 1位

博

夫

也

智

康

哲

木

内

桐

鏑

竹

片

馬群

勉

幸

男

裕

吉

尾

本

本

村

山

杉

都一泉成年男子

幸

雄

昇

博

隆

川

場

谷

谷長

石

細

神奈川

恵

子

理

幸

明

恵

屋

田

々

大

丑

佐

知愛

村

代

崎

今

田

磯

阪大

薫

美智世

照 枝
成年女子

川

谷

喜

今

大

伏

真理子

鶴 美
由美子

富  山

肇

崇

晃

平 井
滋 賀  小河原

中 橋

和

治

樹

忠

謙

秀

藤

本

井

工

藤

村

北海道

知
　
　
隆

谷

村

賀

大

内

須

玉埼

||
千 1

1山 |||

弘

少年男子

枝

子

古

久

直

亜

花

野

見

立

矢

伏

城宮

子

和

子

敬

美

愛

原

斐

村

中

甲

宮

本熊少年女子

田

井

木

岩

水

新

阪大

良 子
妃佐子

美志子

43

44回 平

45 ¶プ
■
~

63

2

工
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体
′ヽ 大

はなま 体

とび め

ヒ
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3位2位1位

勉

幸

男

摯竹一　
士
ロ

尾

本

本

村

山

杉

都二只

雅

克

淳

藤

尾

谷

伊

山

角

弘

貝」北海道

幸

雄

昇

博

隆

長谷川

石 場
細 谷

神奈川成年男子

美

秋

代智

弘

千

実

都

毛

星

木

禾|」

野

東  京

村

山

元

今

奥

秋

阪大

薫

保 子
美佐緒

成年女子

日

島

岡

野

中

藤

馬群

英 代
真 美
美智子

志

裕

宏

厚

和

和

上

田

上

田

本

霜

本熊

卓 哉
雄 三

靖 則

片 山
埼 玉  久保田

関 根

伸

郎

樹

嘉

一　
英

藤

路

川

佐

郷

古

北海道少年男子

島

尾

原

子

紀

子

美由

美

久

庄

寺

藤

佐  賀

子

貴

佐

佐妃

三

美

水

利

坂

井

川

田

大  阪

子

子

子

愛

治

雅

村

田

本

宮

松

阪

本熊少年女子

3 イ立2位1位
文

巳

行

秀

正

正

木

村

井

荒

中

石

福  岡

昌

勉

雄

泰
　
　
敬

田

野

戸

辻

奥

早

阪大

実

健

二兼

田

川

山

福

中

常

成年男子

薫

子

子

保

貴

今 村
大 阪  奥 山

三ツ川

丸

手

田

金

横

山

岡静

睦1 =Zレ  l

智江美

美 紀

水

村

頭

清

田

田

岡福

尚 美
富士美

美奈子

成年女子

則

真

樹

靖
　
　
直

根

橋

田

関

高

増

玉埼

裕

朗

文

和

英

尚

田

部

田

本

岡

前

本熊

田

龍

原河

明 宏
賢 二
詔市郎

■土
′千

上

小

大  阪少年男子

紀

子

美

美

久

知

尾

原

塚

寺

篠

鬼

賀佐

子

子

子

洋

暢

貴

田

田

田

松

杉

大

阪大

田

木

崎

井

青

浜

玉埼

貴 子
由美子

忍

少年女 子

禾重 男||



"ll

広
瞑

」
ι
ｉ
Ｔ 1 位 2位 3 イ立

成年男子

羞一に
　
一　一　
士
心

‘
ヽ
　

一

ａ
И
　
一

川

山

内

中

常

山

重〓
一

昌

勉

雄

泰
　
　
敬

田

野

戸

辻

奥

早

阪大

彦

仁
　
一

達

義

健

利

田

田

毛

羽

崎

石  川

成年女子

子

美

枝

しよ

弘

久

児

木

花

田

都

立

東 二只

戸
　
　
賀

青

森

加

香 織
真由美

ゆか り

神奈川

子

子

美

陽

陽

仁

泉

浜

尾

小

上

中

石  川

少年男子

二

法

二

慎

秀

裕

田

橋

藤

太

石

佐

葉千

樹

真

洋

直田

橋

谷賀

増

高

加

埼  玉

康

也

男

百

月

手

ヮ

木

鼻

本

青

竹

石

石

少年女子

子

美

泉

淳

浩

本

田

田

橋

山

貴

城宮

重

子

奈

ヽ

、
　
　
■
ヽ
ヽ
　
　
こ
一
ヽ

′

′
　
　
‘
一
う
．　
　
ヨ

フ

野

野

井部

高

丹

田

群  馬

子

奈

子喜

藍

香

実

津

安

丸

田

田

山

石  川

46

47

48

成 3 石 川

4 べにば

石 スポーツセンター

ノヽ

石 ||

庄

工立
に
Э

大

順  位
種  別 位 2位 3位

成年男子

昌

宏

生麻

泰

彰

草

田

井

木

辻

今

鈴

大  阪

山

辺

島

西

渡

寺

形山

博 司
ンヒ

`FI  ~
剛 志

一　
和

樹

淳

忠

英

谷

藤

川

角

工

古

北海道

成年女子

大 堀 麻 紀

佐々木   忍
野々村 美 春

富  山

希

香

子

美

美

純

畑

田

林

田

上

本熊

児

山

花

田

岡

立

一只東

よし子

登紀子

久 枝

少年男子

治

之

貴

幸

秀

英

橋

山

入

高

横

坂

馬群

穂

也

博

瑞

順

正

島

渡

部

成

樋

矢

城茨

茂

文

介

直

政

良

岡

田

田

片

花

野

本Ｌ

ヽ

育

ハ

少年女子

子

子

香

貴

泰

桐

田

井

口

■_
ノヽ

水

川

大  阪
子

り

代

お

恭

さ

康

室

藤

井

小

伊

浅

埼  玉
子

美

弓

上員亜

直

真

村

上

藤

宮

村

伊

本レ
ヽ
台
月

1位 2位 3 イ立

成年男子

治

史

弘

英

康

隆

橋

岸

賀

高

峯

須

工只東

嗣

彦

二

尚

昭

兼

田

村

山

谷

植

常

阪大

健

弘

利

昌

義

川

部

田

中

磯

吉

重三

成年女子

紀

美

子

由美

直

貴

田

上

田

西

村

大

大  阪
希

香

子

美

美

純

畑

田

林

田

上

本熊

仁 美
光佐子

照 枝

中 尾
香 り|| り|1 本

磯 崎

少年男子

也

博

道

順

正

雅

渡

部

橋

樋

矢

大

城茨
一　
徳

彦

肇

哲

伸

中

田

倉

田

池

イヽ

千 葉
久
　
一　
一

嘉

孝

智

野

宮

木

井

一　
馬

北海道

少年女子

子

香

みぐ

泰

桐

め

水 井
大 阪  り|1 口

鬼 池

枝

子

美

香

孝

智

裕

茂

山

村

増
一
中

田

北海道

子

子

子

潤

範

青

田

藤

田

山

進

山

富  山
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3位2 イ立1位

人
　
一　
昭

篤

公

秀

谷

淵

山

気

岩

本

富  山

昌

宏

彦

泰

彰

昭

田

井

村

辻

今

植

阪大成年男子

弘

哉

三

隆

卓

雄

賀

山

田保

須

片

久

東  京

景 子
みゆき

幸 恵

野

藤

田

竹

遠

亀

潟新

木

辺

野

々佐

渡

高

忍

真由美

人 重
富  山成年女子

美

子

子

知

彰

雅

尾

上

本

松

道

阪

一只東

郎

志

太

一光

正

圭

田

森

田

津

奥

舛

石  川
一　

一　
浩

孝

智

隆

宮

木

西

一　
馬

今

北海道

之

人

徹

将

良

井

訪

本

酒

諏

松

賀滋少年男子

子

紀

代

依麻

真

貴

中

岡

亀

群  馬

裕 子
明 子
由加里

長谷部

福 岡  吉 富
吉 武

少年女子

由 佳
めぐみ

美 紀

島

池

橋

福

鬼

市

阪大

49

50回

51回

わ か6

7

8 ひ

知 大 民

ふくしま
′ヽ

しま 広 リージョンプ ザ

3位2 イ立1位
種 別

二

義

宏

兼

哲

明

山

辺

田

常

渡

岸

阪大

人

昭

裕

篤

秀

和

谷

山

田

気

本

本

山富成年男子

哉

均

宏

辰
　
　
泰

谷

堀

野

柳

大

平

島福

忍

子

重

本

田

野

々佐

松

高

,ヱ、

ノヽ

富  山

子

枝

保

香智

孝

美

山

茂

中

中

増

田

大  阪成年女子

子

紀

紀

匡

麻

美

堀

尾

棒

大

寺

島福

渉

男

太

正

圭

坂

代

田

徳

栄

舛

石

生

文

平

訓

逸

洋

部
　
　
俣

渡

沈

竹

島福

徹

樹

士

裕

馨

本
　
　
国

松

向

川

滋 賀少年男子

子

瞳

子

明
　
　
華

富

石

田

吉

大

稗

岡福

子

子

子知

青

陽

真

田

橋

藤

山

石

力|]

富  山

珠 美
由希子

哲 子

島

糸

中

片

堀

石少年女子

3位2位1位
樹

伸

哉

秀

嘉

直

井

藤

澤

村

佐

水

北海道

宏

文

茂

和

政

上

田

田

霜

花

福

本し
ヽ
首

バ

宏

昭

裕

彰

貴

和

井

内

田

今

谷

本

富  山成年男子

美

愛

子

奈
　
　
タ

井

川

辺

福
」=

渡

広  島

野

藤

矢

竹

斎

住

潟新

景 子
かお り

直 美

美

美

恵

緒奈

由

理

富  山成年女 r

司

介

良

忠

伸

束

下

瓶

大

木

二

本熊

彦

介

宙

公

洋

吹

西

嶺

小

中

長

玉埼

太

明

相

圭

浩

忠

田
　
　
井

舛

車

酒

石  川少年男子

香

旋

華

知

有

美

岡
　
　
城

吉

鄭

安

阪大

幸

子

子

美

弘

純

浦

峰

本

杉

永

橋

本熊

美

史

協

里川

脇

井

岩

李

玉埼少年女子
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52回

53回

54

9 は
`゛

かながわ・ め

もと

二ι

10 川 大 スホ ーツセン

ノヽ
′ 、11 ′ 、

位
旧

＾
Ч

″

1位 」
■
ム

Ｐ
，
“ 3位

成年男子 東  京

昇

彦

弘

三

文

隆

雄

嶋

田
賀

田保

見

町

須

久

生

二
彦

宏

峰

兼

昭

明

井

山
村

田

松
常
植

岸

阪大
　
　
一

美

武
行

裁

文
秀

水
居

森

清

棟

五

岡福

成年女子 大  阪

一巳
子
子
枝
香

克
貴
智
孝

崎

田
山
茂

宮

井
中
増
一

章
子
子
子

佐
　
奈

妃
泰
未

口
井
井
辺

谷
水
水
波
一

良

　

一

奈

　

一

重
美緒

人
奈

口
野

口

河
高
河

富 111

少年男子

寛

一
也
也

泰
修
和
和

田
尾
谷
川

和
仲
永
福

阪大

　

一

二
良
也
史

浩
　
真
寿

藤
瓶
束
村

権

二
大
中

本熊

範
明
相
靖

重
浩
忠
徳

島
　
井
谷

彼
車
酒
茶

石

少年女子

子

り

子

緒

お

智

か

景

奈

野
　
内

好

樽
森
中
三
一

司

　
　
一

―

　

　

　

一

ゴ
ロ
　
　
　
　
一

カ
”
　

　

一

修

幸
恵

理

美

　

恵

田
井

田
村

和

田
桝

田
一

石
　
　
一

．
美

華

子

正

麻

美

永

Ｌ

永

城

水

西

福

安

速

阪大

=|」

位 1位 2位 3位

成年男子

勉

生

夫

司

麻草

紀

宏

今

鈴

今

大

泉

木

井

山
一

富  山

昇

彦

弘

一

文
隆

鳴

田
賀

見

町
須

二只東

生

宏

充

士

峰

明

　

馨

井

田
井

口

松

岸

松

川

阪大

成年女子
子
子
恵

泰
治
理

口
井

田
橋

谷
水
松
市

良奈

　

・

章 磯

米
大
倉 加奈子
坂 千 尋茨 城

弘

石  川

日召口
野

口

ノヽ  二恒:
奈緒美

富山 昇
島

井
谷

彼
酒
茶

相
靖

忠
徳

少年男子

三
也
史
平

一浩
真
寿
祥

藤
束
村
見
一

権
大
中
茂
一

熊  本

一一務
彦
史
宗

一　
竜
政
和

一根
村
山
崎

関
橋
平
川

埼  玉

少年女子

子

子
恵

子穂

智

景

乃
美

野
内

本

尾

樽

中

藤

松
一

福  岡

之
子

代

希

信

聡

美

亜

田
綱

尾

尾

吉
末

赤

赤

分大

　

一

勝

子

美

嬉

倫

絵

停

藤

熊

口

加

大

山

謝
一

Ｅ

　

　

一

埼

　

一

り|」
位 1位 2位 3 位

成年男子

之武久

和 宏
政 文
忠 司

黒

上

田

束

石

霜

花

大
一一

本

　

一

1ヨ 富  山

茨 城

熊  本

今

今

大

士

米
中
大

茂

池

土

泉

井

山

見

田

塚
倉

島

紀

宏

祥

三
加
暁
千

勉

夫

司

子

子

二

平

礼緒奈

奈 香

子

静

潤

本

田

山
山

山富

野
宮

田

岡

二
前

香

神奈川

||

浩
敬
博

和

丈

石 場
舛 田
清 水

雄

太

志

隆

圭

隆

成年女子

克
~巳

めぐみ
かおり
祥 子

一崎
池
　
本

一宮
鬼
森
関
一

大  阪

少年男子
介

治
翔

一谷
村
藤
木
一

渋
安
佐
佐
一

一実康翔
少年女子

一
子
恵

郁

穂

憲

美

乃

神

尾

本

坂

明

松

藤
,「F
■ヨ 岡

雄

晴

子

加

幸

千
舞

理

東

上

本

口

伊

田
松

野
一一

一ヽ

　
　
　
　
一

■
４
　
　
　
　
一

．

　

　

　

一

熊

　

一

敏

郷

織

香

正

暁

詩

ま

島

　

下

岡
一

中

陳

大
埼  玉

_70_

`(,

東 京



位

男ll

匡
瞑

種
1位 2 イ立 3 位

成年男子

勉

夫

昭

司

紀

貴

宏

泉

井

田

山

今

今

谷

大

山富

介

文

治

高

陽

政

良

博

中

田
上

井

村

花

田

古

本熊

雄
太

隆
圭

場

田

石
舛

志

輔

隆

裕

水

川

清

古

神奈川

努

子
春

予

祥

千
宏

多
本
上

喜
関

田
西

阪大

博
香
子
子

昭
静
潤
青

合
本
田
田

河
山
山
山

富  山成年女子

樹
子
子
子

奈
佳
理

洋
加
美
絵

鳥
倉

縄
松

下
米
長
岩

茨 城

明
介

夫
遠

英
佳
隆
志

形

ロ

山
川
米
劉

富  山

司
平
大
純

一
幸
圭

回
坂
田
村

井
早
石
竹

北海道少年男子

実
治
翔

一

翔
　
雄

谷
藤
本

田

々

渋
佐
佐
池

東  京

二
幸

代

晶

正

美

幸

谷

村

井

麦

田

今

劉

山富

野

田
山
津

春

松

西

宇

崎長

良 三
友 美
真鯉子

早也香

少年女子 口
刀

高

度

今

楊

屋   仁
瀬 栄理子
府 靖 代
議 琳

青  森

55

56

57回

12 2000

13

14

山県 )

よさこい 知 、ιスホ
・―ツセンター

大  阪

渡

川

義

士

一

哲

馨

孝

辺

口
官

内

号Il

盾

い

」
ι
ム
ｒ

種
2位 3位1位

介

高

文

治

陽

博
政

良

中

井

田

上

村

古
花

田

本熊

彪

尚

士

洋

條

村

井

谷賀

中

中

福

加

埼  玉
|■ |

勉

助
太

司

大
圭

忠

泉

川

田
束

今

吉

外

大

富  山成年男子

博
子
幸
佳

明
潤
美
知

合

田
村
伯

河
山
田
佐

”
“

一
　

　

―

一　

富

夫
子
澄
恵

一
裕
真
知

島
浦
木
津

小
松
正
梅

城茨成年女子

一
子
美
希

新
悦
友
亜

村
本

田
尾

中
寺
松
赤

葉千

生
博

峰
克

脇
原

戸
岩
長青 森

司
伸
史
也

貴
元
敦
知

屋
藤
　
上

大
斉
堤
井

玉埼

実
仁

一
士

尚
雄
惧

谷
浦

田
開

渋
山
池
新

一泉

・

東少年男子

之
衣
美
好一

信

麻

一
麻

田
部

満

本

吉

服
倉

橋

大  分

二
都

品

生

庄
美

　

幸

田
伯

　

井

中
佐

劉
今

山富

高 屋
楊

廣 瀬
今別府

仁

誨 琳
栄理子

靖 代

青 森少年女子

3位ンポ夏 2位1位

英

直
裕

正
一

川

澤
上

原

古

水

三

長

樹

哉

司
北海道

勉

夫
太

司
一

紀
圭

毬

泉

井

田
束

今

今

外

大

山富成年男子

田
倉

岩
米

一ス東

滋 賀

上

回
野

夫

山

数

公

健

洋
太

一

良 子
加奈子

人
子
子佳

正
尚
美

並
川
縄
永
一

山
小
長
徳 圭_二_

宮 城
一
香
美
壷

新
静
友
亜
一

村
本

田
尾

中
山
松
赤

一一　

葉

一
　

千成年女子

一

司
也
祐
巳
一

貴
知
駿
ｉ

一屋
上
山
尭

天

丼
秋
新

一
　

玉

一
　

埼

実

一
士

雄
慎
洋
一

谷
田
開
木
一

渋
池
新
高

一一　
　
一爪

一
　

東

一

Ｚ

Ｌ

．、
．
一

少年男子

裕

美

優

壷

貴

朝

　

送

田
嶋

山
村

常

田
平

松

城宮

治
侑
舞
佳

伸
　
　
盗

藤

田
藤

尾
脇
後
林

阜岐

仁

子
代
子

理栄
靖
知

高 屋
廣 瀬
今別府

小 柳

青 森少年女子
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労I」
|1頂

エ
エ

1 位 2位 3 イ立

成年男子

リ

ー

故

裕

嶋

田
山
水

保
見
久
片
清

東  京
雄

卓

弘
記
久

一

道
大
勝
浩

原
川
崎
伯

藤
松
尾
佐

山岡

雄
篤
平
道

利
　
洋
知

田
井
下
木

原
草
山
鈴

城官

成年女子

一
子
美
希

新
悦
友
亜

村
本

田
尾

中
寺
松
赤

葉千

並
川
縄
永

山
小
長
徳

城宮

正 人
尚 子
美佳子

幸 子

宏

子
子
代

彰

聡
景
幸

井
綱
内
井

今

末
中
今

本熊

少年男子

一信
太

一
平

一良
健
賢
修

藤 上
数 野
早 川
早 崎

滋  賀

小
高
堀
林

徳
平
生
森

重
洋
善

林

木
川

束 一只

屋
尾

田
形

司
介

明
埼  玉

祐

俊

少年女子

裕
優

希
よさ

貴

　
咲

ま

田
山
村
植

常
平
松
麻

宮  城

高 屋
小 柳
藤 澤
今別府

仁
知 子
美佑紀
香 里

青 森

一参
美
順
みと

勇
征
美

ひ

藤
村

田

工
吉
前
岡

本熊

58

59

60

15 NEW!!わかふじ

16 の まごこ

士 東京

埼玉県埼 玉 久 ´ 、

総合文 ヒ17 れ の お か ま

労|」

盾

い 位 1位 2 イ立 3位

成年男子

一勉
太
司
也

一　
圭
忠
真

泉

田
束
束

今
舛
大
大
・一

山

　

一

富

　

一

替i= 円  四
刊 二  福 井

英
円」
洋

孝

士

司
章

純

隆小
松
竹

北海道

正

本

村

成年女子

宏
子
美
順

彰
聡
好
美

井
綱
谷
田

今
末
幡
前

本熊

並

川
縄

山

人

子
子
優
佳

正
尚

美

山
小
長
平

官  城

子
幸
里
代

良
美
映
靖

岩 田
田 井
媚 山
今別府

東 工只

少年男子

一実
生
生
也

真
善
知

渋 谷
藤 田
堀 川
貞 階

東  京

和
由

司

好
大

和

山
藤

田
埼  玉 遼

山

一信

一
平
士

一良
賢
修
剛

上

川
崎
下

藤
早
早
川

滋  賀

少年女子

仁

里
と
希

さ
香
ち
瑞

屋
府

間

井

ロ
カ

高
今
本
藤

青 森

弘
織
奈
静

康
沙
春
舒

倉
橋
上

名
高
井
李
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バ ドミン トン競技会場配置図
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バ ドミン トン競技会場 (岡 山市総合文化体育館 2階 配置図  )
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練 習 会 場 使 用 日 程 表

―

∝
い
―

月  日 場

時 間

第 1練 習 会 場 第3練習会場 第4練習会場

岡山県立興陽高等学校 岡山市立芳泉′卜 中学校 クラレ岡山事業所 六番川水の公園

10

9月 8日 (木 ) 13:00～ 17:00
北海道 東北 東海 関 東 北信越 九 州 四 国 中国 近 畿

9月 9日 (金 )

9月 10日 (土 )
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第 1練習会場 岡山県立興陽高等学校体育館
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第 2練習会場 岡山市立芳泉小 。中学校体育館
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第 4練習会場 六番川水の公園体育館
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1

競 技 上 の 注 意

本競技会は、財団法人日本バ ドミン トン協会平成 17年度競技規則及び大会運営規程
により行います。

2 オーダー用紙の提出について、各 日の第 1試合は 60分前、第 2試合以降は 45分前
までに、監督がオーダー交換所へ提出してください。 しかし、 45分前の時点で現に試
合が継続 している場合は、試合終了後すみやかに提出してください。

9月 10日 (土)第一試合 (成年女子)のオーダー提出は、8時 00分までとします。
指定時刻までに提出されない場合は「棄権」とみなします。

(1)オーダー交換は、オーダー交換所で競技審判副部長立ち合いのもと行います。
※予備のオーダー用紙は、オーダー交換所に用意 してあります。

(2)オーダー用紙は、初回試合用を監督会議時に配布 します。
(3)試合終了後、勝利者チームに次のオーダー用紙を主審から配布 します。

う
０ 勝敗は、 2点先取方式とし、勝敗決定後の残 りの試合は行いません。

4 監督 。選手は、試合開始予定時刻 20分前に選手集合所に集合 して、招集委員の確認
を受け、指示に従つてください。ただし、現に試合を継続 している監督・選手は試合が

終了次第選手集合所に集合 して、招集委員の確認を受け指示に従ってください。この場

合、前の試合が終了して 15分後に次の試合を開始 します。

5 コー トヘの入退場については、主審の指示に従ってください。

コー ト入場後の公式練習は、当該試合の組み合わせ若番号のチームからとし、時間は

3分間とします。ただし、開始式後の第一試合 (成年女子)の公式練習は、当該試合の
組み合わせ若番号のチームから 10分間ずつ行ってください。

7 シャ トルは試打 してありますので、選択は認めません。
※シャ トルの交換については、主審の指示に従ってください。

ファイナルゲーム前のインターバルは、 5分を超えないこととしますが、競技区域内
及びベンチを離れる場合でも、 1分前には必ずコー ト内で待機 してください。
また、第 1ゲームと第 2ゲーム間の 90秒 を超えないインターバルでは、第 1ゲーム
が終了したら直ちにチェンジエンズをし、その後コー ト上 (競技区域内)に てインター
バルを取ってください。その時、コー ト内に入れるのは選手の外 2人 までとします。
「20秒」のコールがなされたら、選手以外の方は速やかにコー トから離れてください。

´
Ｏ

8
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9 同一選手による連続試合の場合は、ウエアの着替えのみ認めますが、その場合は必ず

主審に申し出てください。

10 試合が遅れている場合は、コー トを並行 して試合を行 うことがあります。

※第 2シ ングルス戦に同一選手が連続 して試合を行 う場合は、ダブルス戦の試合が

終了して 10分後に開始 します。

11 試合進行の都合により、コー トを変更する場合があります。

12 試合中にコー ト内で事故が生じた場合、コー トに入ることを許されるのは、通常、医

師の他、必要と認められる競技役員に限られています。

13 競技に際 しては、上衣の背面中央に必ず都道府県名のみを明示 (文字は、明瞭な漢

字)し てください。

また、試合前の練習を含め、ベンチに控えている際にも都道府県名の分かるジャ
ージ

又は、ウエアを着用してください。

14 水分の補給について、主審の指示に従ってください。

(1)蓋付のボ トルのみ使用を許可します。

(2)脱衣カゴを用意しますので、給水ボ トルは必ずその中に入れてください。

15 各試合 (ダブルス又は、シングルス)終了時には、勝敗に関係なく、主審及びサービ

スジャッジと握手することを心がけてください。

16 競技場内では、携帯電話の電源を切るか、マナーモー ドにしてください。

17 その他、競技実施要項を遵守してください。
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1

2

3

審 判 上 の 注 意

審判員は、財団法人日本バ ドミン トン協会平成 17年度の競技規則及び公認審判員規
程にのっとり厳正に競技を運営する。

競技規則の第 9条 (サービス)、 第 13条 (フ ォル ト)、 第 16条 (プ レーの継続、不品
行な振舞い、罰則)については、厳正に判定する。

プレーヤーは、どんな事があつても、体力や息切れを回復できるように、プレーを遅

らせてはならない。〔第 16条第 4項〕
ラケットの破損、ス トリングスの切断等のためラケットを交換する場合、あるいは、

靴の紐を締め変える場合などは、主審の許可を得て指示に従わなければならない。

プレーヤーは、第 16条第 2項のインターバル、第 16条第 3項のプレーの中断を除き、
マッチ (試合)が終了するまで助言を受けてはならない。〔第 16条第 5項 (1〉〕
監督 。選手などから、プレー中の選手 (プ レーヤー)に対 して、助言・指導すること
は認められない。

プレーャーは、第 16条第 2項の 5分を超えないインターバルを除き、マッチ (試
合)が終了するまで、主審の許可なしにコー トを離れてはならない。〔第 16条第 5項
(2)〕

試合中、プレーヤーが汗拭きやそれに伴 う水分補給などのため、プレーが中断 しない

範囲内でコー トを離れる場合でも、主審の許可を得なければならない。

競技の品位を保つため、色付着衣を使用する場合は、財団法人日本バ ドミン トン協会
の審査合格品とする。〔大会運営規程第 19条〕

全てのマッチ (試合)の第 1グームと第 2ゲームの間のインターバルは、90秒を超え
ないこととする。

なお、チェンジエンズを終了後コー トを離れてはならない。もし、コー トを離れる場
合は、主審の許可を得なければならない。

プレーャーが競技規則第 16条第 4・ 5・ 6項に違反 した場合、主審は違反 したサイ
ドのプレーヤーに警告 し、さらに繰 り返 した場合はフォル トを宣言する。 日に余る不品
行な振舞いをしたり、また、それを続けた場合には、その違反 したサイ ドをフォル トと
し、直ちに競技役員長に報告する。

審判員の判定に対 して疑間がある場合は、当該プレーヤーと監督に限り、主審に対し
て「質問」することができる。ただし、「抗議」あるいは 「異議」であつてはならない。
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昼食弁当の斡旋について

1 斡旋期間

平成 17年 9月 10日 (上)～ 9月 13日 (火)ま で

2 弁当料金

1個  945円 (消費税込み、お茶付き)

3 申込み方法

●競技 2日 日以降 (9月 11日 ～ 13日 分)の弁当申込み方法

所定の申込書に必要事項を記入の上、代金を添え、弁当必要日前日の午前 11時

～最終試合終了後 30分後もしくは午後 6時のどちらか早い時間までに各競技

会場弁当引換所へ申込みください。なお、競技初日(9月 10日 分)の弁当申込は

別途斡旋済みです。

※ 申込み後の変更・取消はできません。また、宿舎でのお弁当の申込みは取り扱つて

おりませんのでご注意ください。

4 弁当引換方法

各競技会場の弁当引換所にて、弁当引換券と引き換えに弁当を受け取ってくださ
い。

なお、申込みされた引換 日・引換所以外での引き換えはできません。

」L当ュ塾壁聞1望¨

`二

重ⅡLユ墨
=童
王墾ニユニ墜ニニE工‐

5 その他

(1)食中毒防止のため、弁当はお早めにお召し上がりください。

(2)弁当ガラは割 り箸、お茶容器と分別し、弁当引換所に返却ください。

(3)弁 当引換券及び弁当代金領収書の再発行はいたしません。
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医療 救護 につ い て

1傷病者が発生 した とき
(1)競 技会場で傷病又は発病 した とき
ア 競技会場 には、救護所 を設置 しています。競技会場の医事係に申
し出てくだ さい。

イ 救護所は、「看板」等により、所在を示 してあ ります。
(2)宿 舎で傷病又は発病 した とき
直接宿舎に申 し出て、医療機 関の紹介 を して もらうか、緊急な場合

は、救急車の手配 を依頼 して くだ さい。 なお、医療機関に移送す る場

合、チーム関係者が必ず同行 してください。

2 治療の受け方
(1)救 護所では、応急処置及び軽易な手 当を行います。傷病者 を医療機
関に移送す る必要がある場合、救急車等で移送 します。移送の場合は、

チーム関係者が必ず同行 して ください。

(2)救 護所か ら移送によ り医療機 関で治療 され る場合は、救護所で交付
す る 「処置記録兼診療依頼書」 (第 1号 様式 )及 び 「健康保険証」 を
‐
医療機関に提示 して ください。

(3)宿 舎 において傷病又は発病 を し、医療機関で治療 を受ける場合は、
チーム関係者が同行の うえ「健康保険証」を提示 してください。

3医療費の負担
(1)救 護所で行 う応急処置及び軽易な手 当並びに救急車の利用に要す る
費用は無料です。

(2)医 療機 関で治療 を受けた費用は受診者 の負担 とな りますので、「健
康保険証」 を必ず持参 して くだ さい。「健康保険証」 を提示 しなかっ
た場合は、医療費の全額が受給者の負担 とな ります。

※個人情報の取 り扱 いについて

「処置 記録兼診療依頼書」 (第 1号 様式 )は 人 の生命 、身体 の保護 のために必要 な
場合 に使用 します。 なお、国体終 了後 「処置記録兼診療依頼 書」 (第 1号 様式 )を も
とに傷病者 の統計 を行 い実績報告書 に掲載 します。 ただ し、個人 を特定で きるもので

はあ りません。
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輸送について

■
■ 大会期間中の輸送

①

選手・監督

(タ クシー輸

送)

公共交通機関での来岡チームを対象に,タ クシー輸

送を予定しています。タクシーの手配につきましては ,

国体タクシー予約専用電話へ各チームの責任で手配し

てください。

また,競技日程を終えた場合は,競技会場から宿舎
までの必要枚数を残 し,

② 一般観覧者

一般観覧者用のシャトルバスは運行しませんので ,

公共

の交通機関等をご利用ください。

【岡山市総合文化体育館】

路線バス利用… JR岡 山駅バスターミナル⑤⑬番の
りばより岡南飛行場行き乗車,カルチ

ャーパーク前下車,下車してすぐ。約
10分間隔で運行,片道運賃400円。

2 その他
チーム担当者を配置しませんので,不明な点がビざいましたら各会場「輸

送交通係員」にお尋ねください。
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【岡山市総合文化体育館】

【練習会場】

競技会関係電話番号一覧表

名 称 場 所 電話番号

実施本部 岡山市浦安南町 493-2 FAX兼用 (086)265-6793

競技・記録本部 岡山市浦安南町493-2
TEL (086)265-6791

FAX (086)265-6792

名 称 場 所 電話番号

第 1練習会場

岡山県立興陽高等学校体育館
岡山市藤田1500番 地 係員

携帯
090-4100-4878

第 2練習会場

岡山市立芳泉小 。中学校体育館
岡山市当新田3-1 係員

携帯
090-4100-4875

第 3練習会場

榊クラレ岡山事業所体育館
岡山市海岸通り1-2-1 係員

携帯
090-4100-4877

第 4練習会場

六番川水の公園体育館
岡山市升田614-64 係員

携帯
090-4100-4876
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(財 )日 本体育協会。文部科学省・都道府県本部宿舎一覧

宿

ビ企
=

電 話 番 号所  在  地団 体 名 宿  舎  名
岡山市駅元町1-5 086-234-7000ホテルグランヴィア岡山(財 )11本体育協会

086-234-7000ホテルグランヴィア岡山 岡山市駅元町 1-5文 部 科 学 省

電 話 番 号仝
口イ吉

″
徊NO. 都道府県名

倉敷市阿知2-8-1 086-425-2525北 海 道 倉敷ステーションホテル
倉敷市中央2-1-15青 森 県 ホテルグレイス倉敷
岡山市石関町5-1 086-224-0505手 県ri ホテルエクセル岡山

倉敷市中央2-1-15 086-434-0111宮 城 県 ホテルグレイス倉敷
岡山市駅元町1-5 086-234-7000秋 田 県 ホテルグランヴィア岡山

086-224-0505岡山市石関町5-1山 形 県 ホテルエクセル岡山
岡山市平和町5-1ヤ,1  1111,  りil 後楽ホテル

086-221-7111後楽ホテル 岡山市平和町5-1茨 城 県
倉敷市阿知1-1-1 086-426-6111ホテル倉敷栃 木 県
岡山市駅元町15-1 086-898-1111岡山全日空ホテル10 群 馬 県
倉敷市中央1-1-44 086-422-5141倉敷国際ホテル11 埼 玉 県
岡山市駅元町1-5 086-234-7000ホテルグランヴィア岡山12 千 葉 県

岡山市田町1-10-28 086-222-2121セントラルホテル岡山東 京 都
岡山市円町1-10-28 086-222-2121セントラルホテル岡山1.1 神 奈 川 県

086-223-6231岡山市柳町2-12-13ホテルレオハレス岡山山 梨 県
086-232-5858岡山市本町4-20ベネフィットホテル岡山ほんまち16 新 ル〕 県
086-422-5141倉敷市中央1-1-44倉敷国際ホテル17 長 野 県
086-898-1111岡山市駅元町 15-1岡山全日空ホテル18 富 山 県
086-255-1111岡山市絵図町2-4岡山ロイヤルホテル19 石 り|1 県
086-426-6111倉敷市阿知1-1-1ホテル倉敷20 福 井 県
086-221-7111岡山市 F`和町5-1後楽ホテル21 静 岡 県
086-425-2525倉敷市阿知2-8-1倉敷ステーションホテル愛 知 県
086-434-0111倉敷市中央2-1-15ホテルグレイス倉敷23 重 県
086-255-1111岡山市絵図町2-4岡山ロイヤルホテル2.1 岐 阜 県

岡山市浜2-3-12岡山プラザホテル25 滋 賀 県
086-425-2525倉敷市阿知2-8-1倉敷ステーションホテル京 都 府
086-898-1111岡山市駅元町 15-1岡山全日空ホテル大 阪 府27
086-898-1111岡山市駅元町15-1岡山全日空ホテル28 兵 庫 県
086-898-1111岡山市駅元町15-1岡山全日空ホテル29 奈 良 県
086-898-1111岡山市駅元町 15-1岡山全日空ホテル30 和 歌 山 県

岡山市駅元町 1-5ホテルグランヴィア岡山31 鳥 取 県
086-224-0505岡山市石関町5-1ホテルエクセル岡山島 根 県
086-898-1111岡山市駅元町 15-1岡山全日空ホテル33 岡 山 県
086-426-6111倉敷市阿知1-1-1ホテル倉敷34 広 島 県
086-898-1111岡山市駅元町15-1岡山全日空ホテル35 山 口 県
086-222-2121岡山市田町1-10-28セントラルホテル岡山香 り|1 県136

倉敷市中央2-2-26ホテル330グランデ倉敷徳 島 県37
086-421-0330倉敷市中央2-2-26ホテル330グランデ倉敷愛 媛 県38
086-232-2345岡山市下石井1-3-12ホテルサンルート岡山高 知 県139

086-426-6111倉敷市阿知1-1-1ホテル倉敷福 岡 県10
086-434-0111倉敷市中央2-1-15ホテルグレイス倉敷佐 賀 県11

086-272-1201岡山市浜2-3-12岡山プラザホテル長 崎 県12
086-223-5501岡山市表町3-19-21ホテルレポーゼ岡山13
086-898-1111岡山市駅元町15-1岡山全日空ホテル14
086-426-6111倉敷市阿知1-1-1ホテル倉敷宮 崎 県
086-221-7111岡山市平和町5-1後楽ホテル16 鹿 児 島 県
086-426-6111倉敷市阿知 1-1-1ホテル倉沖 縄 _堡
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パワー&コントロール
ニツケルチタン採用。

反発力がアツフ
°
し

面安定性を兼ね備えた

攻撃型長尺モデル。

P01NTl

形状記憶合金「ニッケルチタン」を

シャフトに搭載。

反発力がアップし、シャトルをより速く
力強く飛ばせる。
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ヱスタイ チタン 50ωロング

SHUT~「 LECOCKS
⌒

SV-1500
目
腱
雌
膝

薔
●●

SV‐2000
エスヴイ1500

=フ ル ‐ η ‐5=″
― =″

エスウイ チタン 5000
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ARCHPOWER FB211

XSH211 ¥10,500`“ θη.s`ι ad′es,
高反発露,「エラ・ムス」と高性●ラバーツールが
フットワークを強化.

0カラー:8K (Dサイズ122.5～ 23.Ocm
O素 材 :アッパー●′人工皮
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咸●饉

ソール都′
アウト:耐久ラバー(A b20′1000)
ミッド:コンプレツンョン自VA+
TPUア ーチホールド
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高比重素材「タングステンファイパー
シー ト」をフェース両サイ ドに挿入。
驚異的な面安定性を実現。

●サイズ :Xl,X2 10フ ェース面積 :346om 2
0フ ェース背幅 :最 大幅・13.Omm
eラ ケット長:675mm
●素材 :ハイモジュラスカーボン ニッタルチタン

タングステンファイバーシート

¨

―

XRAST5¥18,000(専用ソフトケース付)

θ

11鰊 11
XSL201¥3,700
0サ イズ 176～ 80
0数  壼 :12個入り
第一種検定合格品

エスウイ2000

XSL102¥2,900
0サ イズ :76～ 30
0' ■ :12口入り
第二種検定合格品 V

，

′

１

１
１

，

XRAST4¥18,000
に●ソフトケース付)

ニッケルチタン鎌用 .

澤ラクの高反発と面安定性を■●■えた
ハードヒッター向けモデル.

0サイズ :xl,x2
0フ ェース面機 :346cm2
●フェース青輌 :最 大輌・10.omm
Oラケット■:665mm
●壽材 :ハイモジュラスカーボン
ニッタルチタン
タングステンファイ′`―シート
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For the long lasting progression

of the sports culhrre.

という間に

ネットが張れる!
ノ

■スルトを下へ:lo強り

じ,ベルトt=|●■1了0.

0"ムメ1“り.
スルト

“

Ⅲ2さⅢ .

●カムが,=ずれて.

BD-1300バ ドミントンネットバックル

カムロックシステム 既存ホスト取付用 直径40mm

(個)VO,510

VT-4057
バドミントンポスト
日本バドミントン協会検定品

支柱直径40mm
カムロック式、床面保:1ゴム付

(■)鴨7,000

ネットを張る ネットを緩める/外す

VT-4321バドミントンポスト(移動力
`セ
ハレート,イラ,

国際バドミントン連日検定品日本バドミントン協会検定品

支柱直径40mm/移動車輪付
カムロック式、床面保護ゴム付

(■)V252,000

PAT P エイドンステムオガワ

||

すべての支柱に取り付け可能なネットパックル

本社・工場 〒766-0004香 川県仲多度郡琴平町榎井590 TEL,0877-73-2251 FAX:0877-73-2084 ma‖
:nend@tSumulaiCI』 ロ

東京支店 〒169-0075東 京都新宿区高田馬場2-14-9-101 TEL:03-3208-1505 FAX:03-3208-1535 ma‖
:tl用 0@tSumura‐100加
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lM‖M10A PROFESS10NAL STAFF 2005
モア・ジヤバン プロフェッショナルスタッフ
マーレフ

1993年
1997年

1998年
1999年

2000年

マイナキー (MARLV MAINAKY)
uS OPENl(立
オース トラリアオープン 2位
トマス杯 インドネシアチーム 1位
スイスオープン2位
トマス杯 インドネシアチーム 1位
シドニーオリンピックベス ト8

インドネシアオープン 1位
スイスオープン2位
トマス杯インドネシアチーム 1位

リオニー

1990年
1991年

マイナキー (R10NNY MAINAKY)
インドネシアランキングサーキット1位
オース トラリアオープン 3位
インドネシアオープン2位
インドネシアランキングサ~キ ツト1位
インドネシア総合 1位
インドネシアオープンベス ト4

1992年

2001年
2001年

2002年

2003年

2004年

ヘ

スイスオープレ 1位

全英オープンベス ト8
WORLD CHAMP10NSHlP′ヾス ト8
全英オープンベスト8
パキスタンオープン2位
カナダマスターベスト4
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′ⅧMOAJAPAN CO。,ETD.

モ ア・ ジ ヤ バ ン 構 式 会 社
〒232-0015 神奈川県横浜市南区共進町1-23‐
「
EL.045-730-0495 FA)く .045-743-0392

www.badminton.cojp
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手に汗にぎる瞬間を、見せてください。

′
′
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OHKと 、OHKス ポーツ振興財団は
スポーツマンを応援しています。

―
ｌ
υ

各種スボーツ大会や運動会などにビッタリの旗です。遠慮なくお使いください !

無,レ ンタルご希望の方は
OHKの ホームベージ
「oHIく ん」のコーナーで1

www.ohk.co.ip

OH!

メ _

●  ●

oH賛ゑロ 0鶴に

ー

OH:援 団の旗 レンタル中 !
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海外トッププロが認めた反発力と耐久性。   ~¬覧 ヽ
[ミラクルライト66]、 いよいよ日本上陸です。    子
爽快な打球音が耳に届くと同時に.ライバルの脇をすり抜けるスマッシュ。0.66mmに秘められた

驚異の反発力が、あなたに勝利をもたらします。超極細ケージの常識を超えた高耐久性は、糸の

奥まで樹脂が染み込むコーセ/独自の「ディッピ/グ加工」が実現しました。[ミラクルライト66]、

その奇跡をどうぞご体感ください .

ミラクルライト66

BS323  ¥1,050
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ガットやプレイに関することなら何でも「張人(はりびと)」 にご相談ください。
GO籠N.
HAR口 ITO

http://www.gosen. jpl
■しく 「晏人」とは.いゎばガットドクターのようなもの.あなたのプレイスタイルに

■■●ガットを見つけたり.クセをlE菫してヨリ方を口菫しまtスランプの
ときは「螢人」に相餃してみてください.きっと的確0アドバイスが返ってきます

lEゲージ/′0 66mm(22GA'
|□ 長さ/10.Om
l□ 本体価格 V,.∞0



祝
晴れの国おかやま玉 体

輝いて!おかやま大会

汗いつばい・夢いつぱい
ベストを尽くしてがんばれ !!

あなたがキラリ☆

■

医療法人創和会

しげい病院
倉敷市幸町2-30

重井医学研究所附属病院
岡山市山田2117

重井医学研究所
岡山市山田2117

倉敷しげい訪問看護ステーション

倉敷しげい居宅介護支援事業所
倉敷市幸町2-30しげい病院南館lF

岡山しげい訪間看護ステーション

岡山しげい居宅介護支援事業所
岡山市山田2117重井医学研究所lF

重井薬用植物園
倉敷市浅原20

倉敷昆虫館
倉敷市幸町2-30しげい病院8F

.t nttp' / /www.shi$ei.or.jP

|

1

|

生きることの尊さと

健康であることの幸せを、

すべての人と共に

,
ヽ
ヽ ヽ



ミリド屯リト帥車≡量イヒ応工歯ロ
ブレーヤーの動作解析を基に軽さの限界を越えた、超軽量シリーズ「ウエープスマッシュ」。好評発売中の280gの

ローカットに加え、ミッドカットが290gで 新発売。いずれも300gを 切る軽さで軽快フットワークをサポートします。

(文中の重量は全て26 0cmの片足/平均重量)

卜烙
29,S9。｀卜で人気の ッドカツ

～280m

ダ
,ダ
・`

wバヽ
` a″カット

′ヽ」l         ~ (。シリーズ最軽量、2809の

*/?600(4S+12,oool

‐′200
2`8 6cm

Z:″lzu円ロ
0記 載価格 |」 ,肖費税込みのメーカー希望小売価格で

'・
 .内は消費税技き本体価格です
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より快適に、より美味しい生活、体験してみませんか?

s"7不イiフ肢轟
田山ガスショールーム
〒700‐090フ  同山市下石丼22‐5ニッセイ岡山スクエアlF
TEL(086)223-5195/FAX(086)223‐ 5213
営業時間/9:00～ 19:00(一部の祝日を除く年中無休)

土・日・祝日は9:00～ 18:00
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Thomos & Uber Cup
Jopon
2006

И
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http://wrviv.yonex-tuc.com
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第 24回 トマ ス杯 争 奪 世 界 男 子 団 体 バ ドミン トン選 手 権 大 会 。第 21回ユ ー バ ー 杯 争 奪 世 界 女 子 団 体 バ ドミン トン選 手 権 大 会
‐嘔位決定リーグ/仙台市体書館:2006年 4月 28日 (全 )～5月 1日 (月 )〔 5月 1日 (月 )決勝トーナメント,回戦〕.決ロトーナメント/東京体,館 :2006年 5月3日 (水 )～5月 7日 (日 )【 5月 3日 (水 )トマス椰・
ユーバー杯 準 決々勝/5月 4日 (木 )ユーバー杯準決勝/5月 5日 (全 )トマス杯準決勝/5月 6日 (■ )ユーバー杯決勝/5月 7日 (日 )トマス杯決勝]●入■● :11●全●】04月 28日 (全 )～ 5月 1日 (月 )

/SS席 (当日5.000円・前売4.000円・通し券9.000円 ).S席 (当日3.000円・前売2.500円・通し券6.000書 ).―殷席 (当 日2,000円・前■1.500円・通し券4,000円 ).中・高校生 (当日1.500円・前売
1,000円・通し券2,000円 ).小学生 (当日300円・前売500円・通し券1.000円 )【東京奮■1◎ 5月 0日 (水)/S席 :指定〈当日6.000円・前売5.000円 ).一般席(当日3.000円・前売2.500円 ).中・高校生

(当日2,000円・前売1.500円 ).小学生 (当日300円・前売500円 )05月 4曰 (木 )～ 5月 7日 て日)/SS席 :指定 (当日12.000円・前売10,000円 )、 S席 :指定 (当日6,000円・前売5,000円 ).一般席 (当日

3.000円・前売2.500円 )、 中・高校生 (当日2.000日・前売1.500円 ).小学生 (当日800日・前奏500円 )05月 3日 (水 )～6月 7日 (日 )通し券/S席 :指定 (当日・前売15.000円※S席は瞑定500枚 ).
一般席 (当日・前売7.500円 ).■・高校生(当日・前売4.500円 ).小学生 (当日・前売1.500円 〕●主催/国瞑バドミントン連里 [IB.F〕 財団法人 日本バドミントン協会[NBハ ]●共催/東京3・仙台市
●主薔/東京都バドミントン協会・官城県バドミントン協会・仙台市バドミントン協会・ 冠撻贅/ヨネックス株式会社 ,テレビ放映/NHKテレビ[放映予定]´ チケット販売/チケットびあにて先行発売
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国別対抗世界選手権の最高峰(仙台。東京で開催!!〉

ヨネックストマス杯&ユーバー杯ジャパン2006
24th The Thomos Cup & 2lst The Uber Cup Finols
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． 全ては、この瞬間のために。
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希望小売価格 /`24,150(本 体価格 /`23,000,
秦材/商弾性カーボンフレーム+高弾性カーボノンヤフト+
ナノカーボン(フラーレン).内蔵T型ジョイント 日本製
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希望小売価格`イ22,050(本
`0価

格`′21,000)
秦材/高引性カーボンフレーム+高姜性カーボンシャフト+
ナノカーボン (フラーレン).内 ヨr型ショイント 日本製

頂点に立つものは常に真価を問われている。
ナノテクノロジーが生む、追従を許さないスピードとパワー。

¬ 推奨ストリング

ナノスピード0(m
ハードヒッター コントロールプレーヤー

ロ
`::65P                   B●

6  〔,T  [

ナノスピート7αЮ
ハードヒッター■シトロールプレーヤー

B065P  BG75Tl

」

ヨネックス株式会社
東京 /′:d.∝卜颯

“

‐1221(代)大 阪/d.“‐67687261(`t)
名古屋/teL052‐3235"1(代)仙 台/t■ 022‐ 232‐ 1221(代 )
襦澪/t● .092● 720751(代 )軋 鴨/telol l_785‐ 17∞ (代 )
un″u′.ソOnex.coJp

]

at2'th2 t+at
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ナノスピード∞oo使用
'05ヨ ネックス全英選手権
男子シングルス優勝
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競技結果をインターネットで速報します

http://1田w.kirokukensaku.oom/kokutai

携帯サイトでも競技結果を速報します

http://www.keitai.kyogikekka.oom/kokutai

■

V

来年は

のじきく兵庫□体
でお会いしましょう
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